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　春も盛り過ぎ。風はほどよく温ぬるみ、太陽の下もとでは夏の気配も感じる。崑こん国こく宮城内、礼れい部ぶの一角に建つ食しき学がく堂どう内部は壁へき面めんを圖ず書しよに覆おおわれている上に、窓もほとんどない。墨すみの香かおりが濃こい空気はひんやりと沈ちん殿でんし、外気の温かさをよそに、沓くつの底から石いし床ゆかの冷たさが伝わってくる。

　この寒々しさは、建物が主あるじを失ったからかもしれない。

「わたし……間ま違ちがえたの？」

　天てん井じよう近くにある小さな灯り取りから漏もれる光を一人見あげ、雪せつ理り美みはぼんやりしていた。

　今朝早く、理美が滞たい在ざいする水すい祇し宮きゆうに祥しよう飛ひからの使いが来た。話があるので宮城へ参れと呼び出されたのだが、参上してみると祥飛は会議中で、食学堂で待つようにと指示されていた。

　待つこと半刻あまり。まだ祥飛は姿を見せない。

　理美の呟つぶやきに応こたえるように、肩かたの上にいる胴どう長なが銀毛の小さな生き物、神しん龍りゆうである珠たまちゃんが、「どうしたの？」と問いたげにキュウと鳴いて、くりくりした青い瞳ひとみで理美を覗のぞきこむ。

「わからないことばっかり」

　二日前。行方ゆくえ知れずだった朱しゆ西せいが姿を現した。しかし彼は、もとの朱西ではなくなっていた。彼は自ら鳳ほう家け当主と名乗り、鳳朱西と名を改めていた。そして祥飛を前に、堂々と理美に向かって言ったのだ。『俺は、あなたが欲しい』と。

　朱西の行動が理解できない。

　なぜと問いかけたいのに、鳳家当主として挨あい拶さつをした彼は、あの後すぐ祥飛の前を辞した。以降、理美は朱西と直接言葉を交かわす機会を持てていない。

　理美と朱西の恋こいは許されないと互たがいに知っていたから、二人はともに思いを断たち切ろうとしていた。そこに追い打ちを掛かけるように、朱西が鳳青せい修しゆうの実子であるという事実を、理美と朱西はそれぞれ知ることになった。

　理美が恋を貫つらぬけば、朱西の立場や命すら危あやうい。彼の立場や命を危険にさらし、しかも彼の方も明確に思いを断ち切るべきだと告げた恋に、理美だけがしがみつくのは果たして正しいのか。恋を押し通すより、互いの本来の務めを大切にし、居場所を守り抜ぬくべきではないか。

　そう考えたすえに理美は恋を終わらせると決め、祥飛の申し出を受け皇后になると承しよう諾だくしたのだ。それが最善だと信じて。正しいと信じて。

　しかし、───その決断は間違っていたのだろうか。

　朱西が鳳家の当主となったのは、理美が出した答えが間違っていると言いたいからなのか。

　けれど朱西は二人の気持ちは葬ほうむるべきだと言ったし、さらに皇后教育の中で『あなたには皇后になって欲しい』と言った。あれが本心なら、朱西が祥飛に反旗を翻ひるがえしたのは理美の決断とは関係ない。だがもしあれらの言葉が噓うそだったら、やはり理美の決断が間違いだったのか……。

　間違っていても正しくとも、立りつ后こう式しきは進んでいる。公こう謁えつはとっくに終わり、明日は夜よ儀ぎ。

　考えに埋まい没ぼつしていると、背後から「理美」と呼ばれた。

　ふり返ると、出入り口に崑国五代皇こう帝てい龍りゆう祥飛の姿があった。

「水祇宮からわざわざ呼び出しておきながら、待たせた。許せ」

　断りを言いながら入ってくる祥飛に、理美は「かまいません」と微笑し礼をとった。目が合うと彼はなぜか居い心ごこ地ち悪そうに視線をはずした。長い睫まつげが頰ほおに影かげを落とす。

　彼は暫しばしの躊躇ためらいの後、小さく「すまぬ。理美」と言って沈ちん黙もくした。

「なにを謝られるのですか？　陛下」

　問い返すと、言葉を探すような間を置いて祥飛は答えた。

「謝ったのは、夜儀のことだ。明日の夜儀を延期することにしたからだ」

「延期ですか？　では、いつになるんですか？」

「いつになるとも言えぬ。だから……すまぬ」

　夜儀は無期延期ということだ。それは立后式の中止を意味する。理美は啞あ然ぜんとした。

「すまぬ」

　今一度、祥飛は苦しげに詫わびを口にして唇くちびるを嚙かむ。理美の肩の上で珠ちゃんの小さな青い瞳が、痛みを堪こらえるような若き皇こう帝ていを見つめていた。

　崑こん暦れき百十三年晩春。宮きゆう廷ていは、静かな地鳴りを響ひびかせるがごとく動どう揺ようしていた。
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「宋そう貴き妃ひ様、余よ淑しゆく妃ひ様、温おん賢けん妃ひ様、鳳ほう徳とく妃ひ様。皆みなさま、どうか落ち着いて頂けませんか」

　皇帝の私室へと続く昇しよう龍りゆう殿でんの歩ほ廊ろう。その両りよう脇わきに植えられた空うつ木ぎは晩春の温かさに芽め吹ぶき、花をつける準備を整えて勢いを増していた。鮮あざやかな緑を揺らして吹ふき抜ける風が心ここ地ちよい。その心地よい風が吹く歩廊で、理美は前を行く四し夫ふ人じんたちの背中を必死に追っていた。

「あの、皆さま」

　情けない声で呼びかけるも、四夫人は全身から怒いかりを発散させ、ずんずん歩んで行くばかり。

「あの。あの、あの～」

　何度目かでやっと、宋貴妃がきっとふり返った。

「お黙だまりなさい、雪宝ほう林りん。黙って、ついていらっしゃい！」

「で、でも。陛下も悩なやまれた末のご決断で」

　迫はく力りよくに気け圧おされる理美に、鳳徳妃も鋭するどくふり返る。

「悩みどころが違ちがうと、申し上げなければならないでしょうよ」

「そうです。断固抗こう議ぎです。お姉様」

　余淑妃も、可愛かわいく丸い目を怒りにぎらぎらさせている。

「抗議って余淑妃様」

　宥なだめようとするが、珍めずらしく温賢妃が険しい顔で、ぴしゃりと言った。

「とにかく、ご一いつ緒しよにいらっしゃいまし！」

（うわぁ、どうしよう。お優やさしい温賢妃様まで、ものすごく怒おこってる）

　四夫人がまた前を向いて歩き出すので、理美は困り果てた。背後をふり返り、四夫人と理美の後をいつもの優ゆう雅がな足取りでついて来る美しい内ない侍じ監かんに懇こん願がんした。

「伯はく礼れい様。どうか、伯礼様からも四夫人を説得してください。わたしは納なつ得とくしているんです」

　妖よう艶えんな美び貌ぼうの内侍監蔡さい伯礼は、薄うす茶ちやの瞳の目を細めて笑う。

「無む駄だだね。四夫人は君が納得しているしていない関係なく、陛下の決定にご立腹なのだから。わたしごときの言葉で、お腹はら立だちは収まらないよ」

「そんな～」

　事の起こりは昨日、理美が祥飛に呼び出されて夜儀の延期を告げられたことだった。

　久しく行方知れずになっていた朱西が鳳家当主として姿を現し、さらには祥飛がいるその場で、理美が欲しいと口にした。そのことに祥飛がどれほど衝しよう撃げきを受け、困こん惑わくしたかは想像に難かたくない。理美にしろ今も衝撃から回復途と中ちゆうで、未いまだにふと、これは悪い夢ではなかろうかと思うときがある。宰さい相しようの周しゆう考こう仁じんすらも動揺していた様子だった。

　こんな状じよう況きようでは、朱西を刺し激げきするだろう夜儀の延期を決めたのは当然のこと。

　致いたし方ないと納得した理美は、水祇宮に帰った後にその決定を四夫人にも知らせたのだ。なにしろ彼女たちは、理美の立后式に関して本人以上に張りきっていたのだから。

　理美から事情を聞いた四夫人は、烈れつ火かのごとく怒った。

　鳳家当主が誰だれになろうが、なぜそれによって夜儀を延期しなければならないのか。皇帝は皇帝らしく、なにがあろうとも己おのれの皇后を求めるために粛しゆく々しゆくと儀ぎ式しきに臨のぞみ威い厳げんを見せつけるべきではないか。しかも夜儀延期は理美を待たせることであり、気持ちを踏ふみにじる行いだ、と。

　それが四夫人たちの主張であり、彼女たちは急きゆう遽きよ祥飛との対面を伯礼に取りつけさせた。そして今日、理美を強ごう引いんに伴ともなって皇帝の私室へと乗りこもうとしているのだ。

　夜儀に臨む覚かく悟ごはできてはいた。だが恐おそれる気持ちもまだ拭ぬぐいきれない理美は、夜儀の延期の決定に、すこしほっとしたのも事実。しかし四夫人が言うように、皇帝が臣下に配慮して立后式を延期するなど、本来あってはならないことだろうと心も痛めた。

（四夫人の仰おつしやることもわかる。でも動揺している陛下のお気持ちもわかるし。どうしよう!?）

　理美はおろおろしながら、四夫人の背を追う。

　四夫人と理美が皇帝の私室に近づくと、扉とびらの前に秦しん丈じよう鉄てつの姿があった。かつては禁軍尉い将しようの地位にあったが、今は祥飛が直接召めし抱かかえる形になっている彼は、侍じ従じゆうと護衛を兼けん務むするような仕事を担っていた。彼は四夫人を、主あるじの代わりに大おお仰ぎような礼で出で迎むかえる。

「これはこれは、四夫人。いつにも増して麗うるわしいですねぇ」

「下手へたな挨拶は不要です。陛下はいらっしゃいますね？」

　年長の鳳徳妃がずいと前に出て厳しく告げると、丈鉄はにやりと笑って、どうぞと促うながす手ぶりで室内を示した。四夫人は鷹おう揚ように頷うなずき丈鉄の前を通過する。それに続く理美と伯礼に、丈鉄は肩をすくめてみせた。

　室の最さい奥おうにある長なが椅い子すに、祥飛は座っていた。膝ひざの上に報告書らしき書面を何枚も載のせ難しい顔をしていたが、四夫人が入室した気配に顔をあげる。四夫人は室の中央で礼をとる。怒りにまかせて押しかけてきても、さすがは躾しつけられた四夫人。その辺りの礼は忘れない。

　理美も伯礼も、四夫人の背後数歩のところで控ひかえ礼をとる。

「良い、顔をあげよ。何事だ四夫人。急ぎ、余と対面を望むと知らせを受けたが」

　顔をあげた四夫人の中で、宋貴妃が真っ先に口を開いた。

「雪宝林との夜儀、なぜ延期されたのか理由を伺うかがいに参りました」

　喧けん嘩か腰ごしともとれる口調だったが、祥飛は眉まゆ一つ動かさない。続けて、余淑妃が言う。

「だいたい、お姉様から聞いてます。食しき学がく博士はかせが鳳家の当主になったからだって。新しい鳳家当主が立ち宮廷内が動揺しているときに、夜儀などしている場合じゃないって。でもそんなの、待たされるお姉様がお可か哀わい相そうです。お姉様が納得しても、わたしが納得できません」

　四夫人も、朱西が突とつ如じよ鳳家の当主として立ったことは知っている。

　鳳徳妃は鳳家の出なのだから、朱西が祥飛の前に姿を見せたその日のうちに、鳳徳妃の耳に事実が伝わったのだ。四夫人たちはそのことにも驚おどろき、怒った。特に鳳徳妃は「お祖父じい様はなにを考えていらっしゃるのか。食学博士も、食学博士だ」と、抗議の手紙を実家に送りつけた。

「鳳家のことで、宮廷内がにわかに動揺したのは理解しています。ですが陛下。そのようなことで陛下が望む立后式を延期するのは、妥だ当とうでしょうか」

　温賢妃が、遠えん慮りよがちながらもはっきりと口にした。鳳徳妃がさらに言葉を重ねる。

「失礼を承知で申し上げるなら、それは皇帝として弱よわ腰ごしに過ぎるご決断。実家にもかかわらず、わたしに当主交代のことは知らされませんでしたから、お役に立てず申し訳なく思います。だからこそ、陛下が陛下の威厳を損そこなわれることはして欲しくありません」

　祥飛は無表情に四夫人の言葉を受け止めていた。鳳徳妃の言葉が終わり四人の視線が一いつ斉せいに注がれると、彼は軽く目を閉じ小さく息をつく。

「そなたたちの立腹、よくわかる。理美にも、すまぬと思う。そしてそなたたちが、余の権けん威いを慮おもんぱかって助言していることもわかる」

　四夫人は目をぱちくりさせた。皇帝の決断に口出しするのだから、一いつ喝かつされるくらいは覚悟していたはず。だが祥飛は彼女たちの言葉を、まずは受け止めたのだ。すんなり自分たちの怒りも意見も受け入れられた四夫人は、逆に毒気を抜ぬかれたようになり、顔を見合わせた。

「しかし、夜よ儀ぎは延期とする。それは変わらぬ」

　続いた祥飛の言葉に、宋貴妃が眉まゆ根ねを寄せた。

「なぜでございますか、陛下。思いはわかると仰りながら、陛下のご意向が臣下によって曲げられたという事実を、なぜお作りになるのですか」

「その気になれぬ」

「その気とは？」

　鋭い鳳徳妃の問いに、祥飛は目を伏ふせた。

「朱西は理美が欲しいと口にした」

　その言葉に四夫人たちはぎょっとした顔をするが、直後に「皇こう帝ていに対してなんと無礼な」と言いたげな怒りが彼女たち全員の目にふつふつと沸わく。

　朱西に対する四夫人の怒りが爆ばく発はつする前に、祥飛は続ける。

「夜儀を行えば朱西を刺激することは明白。考仁もそれは得策ではないと判断した。しかも余はまだ、朱西と真っ向から対立する気になれぬ」

「なぜですか陛下！　食学博士が無礼なことを言ったのに、そんな弱気なこと！」

　我が慢まんできないとばかりに、堪こらえ性しようのない余淑妃が声を高くして足を踏み鳴らした。

「確かに朱西は無礼だ。余を裏切るような真似まねをした。だが……まだ、憎にくみきれぬ」

　呻うめくような声に、理美は胸をつかれる。伯礼も痛みを感じたように眉をひそめた。

　祥飛の痛みを四し夫ふ人じんも感じたらしく、驚いたように目を見開く。そこまで祥飛が傷ついていることを知り、逆に衝撃を受けたようだった。

　朱西は祥飛にとって、幼い頃ころから側そばにいて、最も信しん頼らいし慕したってきた兄のような存在だった。その朱西の裏切りはあまりにも衝撃が大きく、未だに憎むまで気持ちが回復していないのだろう。憎めればすこしは楽になるだろうに、おそらく祥飛を支配しているのは大部分が哀かなしみなのだ。

　それは理美も同様だから、祥飛の哀しみがよくわかった。

　この哀しみを癒いやすため、理美になにができるだろうか。

（わたしは、美味おいしいものを作って食べてもらうことしか思いつかない。だったら作らなきゃ、なにかを）

　祥飛の心の支えになり、食学をもとにした食を饗きようしていたのは朱西だったのだ。それらを失ったのなら、朱西の代わりの支えになれなくともせめて、食を饗するだけでもできれば───。

「陛下？」

　暫しばらく呆ぼう然ぜんとしていた四夫人だが、いち早く立ち直ったのは鳳徳とく妃ひ。沈ちん黙もくした祥飛に対し、探さぐるように呼びかける。祥飛は目を伏せたまま答える。

「そなたたちに、及および腰ごしと思われても致し方ないがな」

　四夫人は互たがいに目配せした。温賢けん妃ひが他ほかの三人に心得たと言うように頷き、口を開く。

「いいえ、陛下。それは人として当たり前の感情ですわ。陛下は皇帝である前に人であらせられますので。皇帝といえど、人ならざる者になる必要はないと存じます。そしてわたしどもは、人ならざる者の臣下になったつもりはないのです」

　その言葉が終わるのと同時に、四人がその場にふわりと膝をつく。それぞれ違ちがった色味と趣おもむきの裳も裾すそが床ゆかに広がる様は、四つの花が開いたかのよう。

「あの、えっと……。ご無礼を申し上げました、陛下。陛下のお気持ちも知らずに」

　照れくさそうな余淑しゆく妃ひの言葉に続き、さらに宋貴き妃ひが祥飛を見つめながら言う。

「陛下。わたしたち四人、陛下の臣として陛下のために力を尽つくす誓ちかいは明めい来らい告こく地ちの日より変わりませんわ。そのことだけはお伝えしておきます」

　祥飛はやっと顔をあげ、真しん摯しな四夫人の瞳ひとみに触ふれ驚いたような表情になる。

　怒いかりにまかせてやって来た四夫人が祥飛の言葉を受け入れ、なおかつ力を尽くすと言う意図が、祥飛にはわかっていないようだった。

「陛下はまだ、四夫人の忠誠も真心も、理解できていないね」

　理美の耳元で、伯礼がそっと苦く笑しよう混じりに囁ささやく。

（伯礼様の言うとおりかもしれない）

　信頼できる者が少ないと、祥飛は丈鉄に向かって言っていた。その上ずっと信じてきた朱西に裏切られたのだから、余計に自分には味方が少ないと思い込んでしまうのだろう。それはどれほど恐ろしく、苦しく、寂さびしいことだろうか。

　自分が裏切れば、祥飛がこんな思いをすると朱西は百も承知だったはず。それなのになぜと、また答えの出ないことを考える。優やさしく思いやりにあふれ、祥飛に仕える立場を自らの居場所と決めていたはずの朱西が、本当に祥飛を裏切るだろうか？

（もしかして！）

　朱西には思おも惑わくがあり、あえて祥飛を裏切ったかのように振ふる舞まっている可能性はないだろうか。

　なんらかの事情で裏切ったふりをしているなら、朱西は用心に用心を重ねて、けして本当のことを口にしないはず。しかし苦しむ祥飛のためにと懇こん願がんすれば、秘密を明かしてくれるかもしれない。

（知りたい。知らなければならない。朱西様のお心を）

　朱西に会いたい。しかし会いたいと思うのは、今までのように恋こいしさからばかりではない。恋しさの上に、不安と焦あせりが覆おおい被かぶさっていた。




　　　二




　四夫人と理美が皇帝の居室にいた、ほぼ同時刻。

　かつて食しき学がく博士はかせを名乗り侍じ中ちゆうとして皇帝に仕えていた青年は、名を鳳朱西と改め、鳳家当主として宮城内を悠ゆう然ぜんと歩いていた。背の高い彼が官服を脱ぬぎ、落ち着き払はらったその雰ふん囲い気きに見合う濃こい色の深しん衣いを身につけていると、若き王族の風格があった。

　通りすがる平ひら官かん吏りが、朱西が誰だれかも知らないなりに身分ある人に違いないと判断し、立ち止まって深い礼をとる。

　宮城正面の大門から、大型馬車が三台併へい走そうできる太い石いし畳だたみの道が真っ直すぐ延びている。途と中ちゆうにある二つの門を潜くぐると、道は新しん和わ殿でんへと直線で続く。龍りゆう道どうと呼ばれる、皇帝公式の出入りにしか使われない道だ。

　龍道を挟はさんで右側東とう郭かくに工こう部ぶ、吏り部ぶ、兵へい部ぶの建物群がある。左側の西郭には礼れい部ぶ、戸こ部ぶ、刑けい部ぶの建物群。禁軍本ほん拠きよは宮城の大門。さらにはその補助的役割で、東西の門に分散されていた。

　新たに鳳家当主となった朱西は、挨あい拶さつ回まわりと称しようし宮城に足を踏ふみ入れた。禁軍将軍をはじめ、各部の尚しよう書しよ侍じ郎ろうに対し、鳳青修の息むす子こが鳳家当主の座に座ったのだと知らせるためであった。

　禁軍と東郭での挨拶回りをあらかた終え、今度は西郭へと入る。

（意外なほど感かん触しよくがいい）

　侍中であり、食学博士として知られていた朱西が実は鳳青修の実子であり鳳家の当主になったと知ると、一様に驚おどろきで迎むかえられた。しかし概おおむね好意的な笑え顔がおを向けられたのは、朱西が侍中として評判が悪くなかったのに加え、鳳青修がどれほど優すぐれた人物であったかと、官吏たちの間で語り継つがれているからのようだった。

　鳳家と龍家が互いに帝てい位いを争う立場であることを官吏たちは承知しているが、そのことが問題視されるのは新しん皇こう帝てい即そく位いの時のみ。新皇帝が即位してまだ一年ばかりの現在は、表面的には龍家と鳳家の争いは存在しないと見なされている状じよう況きようでもある。

　ただ一部に、龍家皇帝の治世で冷れい遇ぐうされている、あるいは満足していない官吏は存在し、彼らは密ひそかに鳳家皇帝を望む。表面化していないが、彼らが物もの陰かげで目の色を変えているのは確か。

　隣となりを歩む鳳寧ねい孫そんは、白はく髯ぜんを撫なでつつ満足げだ。

「さすがに見事な当主ぶりを発揮してくれるものよ。頼たのもしいかぎりだ、朱西。やはりそなたを当主にすえたことに間ま違ちがいはない」

「恐おそれ入ります。ただ鳳徳妃様には、お叱しかりを受けたようですが」

「あれは鳳家の姫ひめでありながら、龍家皇帝に心を寄せた馬ば鹿か者だ。気にする必要はない」

　寧孫にそつない微び笑しようと返事をした朱西は、再び正面を見み据すえて歩く。

（宰さい相しよう、周考仁の懐ふところ刀がたなと言われる戸部尚書登とう利り範はん、礼部尚書迅じん景けい有ゆうのお二方は、当然俺が鳳家当主となったことにご立腹だろう。だがそれ以外の尚書侍郎たちの反応は悪くない）

　失しつ踪そうして二十年以上経った今でもなお慕われているらしい青修は、どれほどの人格者だったのだろうか。そんなことを考えていると、前方から見慣れた三人がやって来る。周考仁と、登利範、迅景有だ。彼らも朱西と寧孫の姿を認めたらしく、一いつ瞬しゆんだけ歩調を緩ゆるめるが、すぐに挑いどむような堂々とした歩きぶりでやってくる。

「おや、これは。鳳家のご当主。そして隠いん居きよなさった寧孫様」

　正面に来ると考仁は慇いん懃ぎんに礼をとり、鋭するどく朱西を見つめた。視線がぶつかった。

（父上……いや……、今の俺にとってはただの宰相。周考仁だ）

　鳳家の家か督とくを継いだ朱西は、鳳家当主として正しよう一いつ品ぴんの位を受け継ぐ。この場では考仁と並び、利範、景有よりも高位なのである。

「ご機き嫌げんうるわしいご様子でなによりです。周宰相」

　鳳家当主を名乗り祥飛の前に出て以降初めて、朱西は直接考仁と言葉を交かわした。立場をわきまえた短い挨拶の中に、互いの緊きん張ちようと警けい戒かい心しんを感じる。

　考仁は冷たい目をして口元だけで微笑ほほえむ。利範は右目の下の古傷を歪ゆがめ、景有はどこか面おも白しろがるように、底の知れぬにやにや笑い。

「新たな鳳家ご当主に挨拶申し上げたいが、我らも陛下にご相談があって急いでおりますので」

　慇懃な考仁の言葉は、「おまえたちごときに挨拶する時間は、もったいない」と言っているのと同じ。寧孫の眉まゆが不快さに吊つり上がり、緊張の糸が張る。

　しかし朱西は、考仁の言葉に内心驚いた。彼があからさまに挑ちよう発はつめいたことを口にするのは、余よ裕ゆうのない証しよう拠こ。だからこそ逆に朱西は余裕を感じ、その余裕が微笑みになった。

　考仁がわずかにぎくりとした。それを見計らい、次いでさらりと、

「ご多た忙ぼう存じ上げております。お三方には、また改めてご挨拶に参りましょう」

　と告げ、「では失礼」と彼らの横を通り過ぎる。通り過ぎ様、

「佞ねい臣しんめ」

　利範が小さく吐はき捨てたのが聞こえたが、それらの罵ば詈り雑ぞう言ごんが投げつけられることこそ織り込み済みだった朱西は、さらに笑みを深くした。

「いかようにでも仰おつしやってください」

　かえって清すが々すがしく告げると、景有が「へぇ」と感心したような声を出し、利範はさらに渋じゆう面めんになった。考仁の表情は動かない。

「余裕ではないか朱西。頼もしい」

　三人が背後に遠ざかると、寧孫が嬉うれしそうにくっくっと笑う。慇懃無礼な相手に、それを気にもとめぬと示す態度は格の違いを見せつけるようで、寧孫にとっては痛快であったらしい。

　朱西は別に面白くもおかしくもなく、ただ、たった今自分に向けられた考仁の冷えた瞳のことを思っていた。憎にくしみ、怒りは当然読み取れた。だがそれ以上に強く感じたのは、恐れ。それを抑おさえこもうとしているが故ゆえに、かえって朱西に気取られたのだ。

（周考仁は俺を恐れている）

　彼は今まで、朱西を完かん璧ぺきに理解し、支配している自負があったのだろう。それが崩くずれ去り、考仁の自信は揺ゆらいでいる。

　幼い頃ころ、朱西は考仁から厳しい教育を受けた。小さな頭には難解すぎる問題を解くことや、覚えきれないほどの知識を身につけることを要求され、それらを日々黙もく々もくとこなした。努力を惜おしまなかったのは、父の期待に応こたえれば冷ややかな父の目に息子を誇ほこる喜びや、労力に対する労いたわりが浮うかぶかもしれないと思っていたから。

　しかしそんなことは一度もなかった。

　考仁は朱西がどれほど優秀でも淡たん々たんと受け止め、さらに上を要求した。憎んだ男の子どもをゆっくり絞しめあげるように厳しく躾しつけ、溜りゆう飲いんを下げていたのだろうか。いっそ殺すか、もっと酷ひどいあつかいをすれば良かったのに、微び妙みような苦痛で朱西を縛しばり、支配していた。

　考仁は冷れい酷こくで、感情がない男のように思える。その彼に対して抱いだく感情は、今はもう虚むなしさだけ。考仁の父としての愛情を欲ほつしていた過去の自分を、ただ虚しいと思うばかり。

　しかしその考仁ですら、朱西の裏切りに揺らぐのだ。それを思えば、経験も少なく年若い祥飛の動どう揺ようはいかばかりか。

（陛下は、自らの根幹が揺らぐほど動揺しているはず。だが俺はさらに陛下を揺さぶる）

　それが朱西の計略───望みを叶かなえるための。

「ところで、彼の動向は？」

　目を細めて隣を歩む寧孫に確かく認にんすると、彼は口元に軽けい蔑べつするような苦く笑しようを浮かべた。

「承諾していたが、かまわんのか？　彼の計画では、少し時を待つべきということだったが」

「任されたからには、俺なりのやり方ですすめます」

「しかしわたしも、時を急ぐのはどうかと思うが」

「口出し無用に願います。従って頂きます、俺が当主なのですから」

　言葉の強さに寧孫は驚いた様子だったが、仕方ないというように「うむ」と頷うなずく。朱西は無表情に前を見据える。

　計略は動き出していた。誰が、何が、朱西の謀はかりごとに役に立つかは流れ次し第だい。これは流動の計。
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「朱西は何を考えて今さら鳳家当主に納まったのですかねぇ、周宰相。あの年までご子息として育てたのですから、見当がつきませんか？　ちなみに部下として朱西をお預かりしていたわたしには、さっぱりわかりませんがね」

　遠くなる朱西と寧孫の背中をふり返り、景有が呆あきれたような声で問う。景有と利範の数歩前を行く考仁は、ふり返りもせずに答えた。

「愚おろかなのだ。あろうことか後宮女によ官かんに懸け想そうし、その女官が陛下の目にとまり皇后候補となったことで、陛下と張り合いたくなったのだろう。あれはわたしの実子として育てたが、鳳青修の子。才気にあふれながら、出しゆつ奔ぽんし、無む為いに生きた末に死んだ実の父親に似ている」

「女官。雪理美ですか。理性の権ごん化げだった食しき学がく博士はかせが、女一人のためにああなるとは」

　利範が呻うめくと、景有がにやりとする。

「恋れん情じようというのは馬鹿にできない。人生を狂くるわせるものさ」

「それこそ愚かだ」

　苦い顔の利範に景有は「おまえには、わからないだろうねぇ」と返事した後、なにげないふうに考仁へ話を振ふる。

「それにしても宰相はなぜ、先の帝みかどの政敵である青修の子を実子として育てられたのですか」

「危険をともなう存在は身近に置いて監かん視しする。それだけだ」

「わたしなら朱西が子どものうちに、人知れず殺しますけど？　その方が確実だ」

　さらりと口にした景有を、利範が睨にらみつける。

「おまえはなにを言うか。子どもを殺すだと？」

「嫌いやだね、利範。恐こわい顔をするな。ものの喩たとえだよ」

「喩えになっていない」

「まあまあ、怒おこるな。それより……」

　彼らの会話に答えることなく黙々と歩む考仁の背を、景有は目顔で示し、声を落とす。

「宰相のご様子。いつもと違うと思わないか？　あのお方にとって朱西は泣き所かな。わたしの言った朱西を殺す云うん々ぬんにも、お答えにならない」

「おまえのたわごとに、宰相が付き合うものか。今は、朱西のことのみならずご心配が多い。そもそも我々が今、何のために顔を揃そろえて陛下の元へ向かっているのか忘れたのか」

「さすがのわたしも、そこまで忘れっぽくないよ。鄙ひなの仁じん者しや、関かん朝ちよう雲うんは忘れられない名じゃないか？　しかも馬ま維い順じゆんを待たせてあることだし。戸部尚しよう書しよとしては頭が痛いねぇ、利範」

「馬維順は外交にも深く関かかわる。奴やつが絡からむと、おまえも高みの見物とはいくまい」

　二人は無言のまま、「さて、どうするか」と視線を交わす。
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　四し夫ふ人じんは夜よ儀ぎの延期を納なつ得とくし、後宮にさがった。夜儀が行われないのであれば、彼女たちが水すい祇し宮きゆうに詰つめている理由はないのだから当然だった。伯礼もそれに随ずい行こうして後宮へ戻もどった。

　一方の理美は立りつ后こう式しきの途と中ちゆうという宙ぶらりんのまま、水祇宮に滞たい在ざいすることになる。

　皇こう帝ていの室を辞した後、本来なら理美は水祇宮に戻るべきだった。しかしその前に、食しき学がく堂どうへ行きたいと申し出た。食学堂に保管してある圖ず書しよや、朱西が書きためたものの中に、祥飛に役立つ食材の情報を探せないかと思ったのだ。

　すると祥飛が一いつ緒しよに行こうと言い出した。なんのために同行するのかわからず「つまらないですよ？」と理美は言ったが、祥飛は「かまわぬ」とだけ言い、丈鉄を伴ともなってついて来た。

　食学堂に入ると、祥飛は「好きにせよ」と命じて、自分はぶらぶらと圖書の棚たなを眺ながめている。丈鉄は文ふ机づくえに腰こしを預け、欠伸あくびしていた。

「陛下。退たい屈くつじゃないですか？　珠ちゃんがいれば、陛下と一緒に遊んでくれたかもしれませんけど。四夫人がご一緒だったので、珠ちゃんは水祇宮でお留守番なんです」

　理美は圖書や書き付けを文机に集めながら、手持ちぶさたな様子の祥飛を気き遣づかった。圖書の背表紙から目を離はなした祥飛は小さく首を振る。

「触ふれさせてもくれない五ご龍りゆうが、余とじゃれるとは思えんから別にかまわぬ。退屈と言えば退屈だが、おまえが水祇宮に帰るまではせめて……」

　そこまで口にした祥飛は、はっとしたようになり頰ほおを赤らめ視線をそらした。丈鉄が、くっくっと笑い出す。

「せめてなんですか？　陛下。せめてわずかな時でも一緒にいたい、ですかねぇ？　恋こい心ごころがだだ漏もれですよ。あ、俺は外へ出ていましょうか」

「うるさい！　余は夜儀を延期しても、理美に不満があるわけではないと示すために」

「あ～、はいはい。漏れてますねぇ、だらだらと」

　からかわれ、さらに赤くなった祥飛につられて理美も恥はずかしくなって顔を伏ふせた。そそくさと彼らの会話が聞こえないふりをして文机に近寄ると、書き付けを手にとる。

（陛下はお優やさしい。朱西様のことでひどく哀かなしんでおられるのに、わたしのことも気を遣つかってくださる。わたしも、陛下のお役に立たなければ）

　今の祥飛を一番苦しめているのは、朱西の裏切りとそれに伴う哀しみ。

（わたしが今できるのは、陛下のお役に立つ食を饗きようすることくらい。だったら食学的に効能を立証された食材で、美味おいしい料理を作りたい）

　美味しいものを口にしたとき、ほっと笑う祥飛の笑え顔がおを引き出したい。

　哀しみを癒いやす食材は存在しないだろうが、せめて気分を晴らす食材や、気力を回復する食材などが見つかれば良い。

　理美は書き付けを一枚一枚めくっていく。祥飛はちょっとむくれた顔をしながらも文机に近寄り、理美の手元を覗のぞきこむ。

「何を探している。そもそも、なんのために食学堂へ来たのだ」

「ここにある食学資料の中に、陛下のお役に立つ食材がないかと思ったんです。今後食学的な食を饗するのは、わたしのお役目かと。そのくらいしか、わたしにはできないので」

「食学か」

　呟つぶやいた祥飛の声には、亡なくした者を悼いたむような響ひびきがあった。朱西が残した食学という学門を、形見のように感じるのかもしれない。

「できることなら朱西を、憎にくみたい」

　思わずのようにこぼれた祥飛の呟き。整った目鼻に長く濃こい睫まつげ。若き皇帝の憂うれいを含ふくむ横顔は、痛々しいだけになお一層美しい。

　理美はその横顔に、恐おそる恐る問う。

「陛下は……、陛下は、朱西様に腹が立たないのですか？」




　　　三




　祥飛はしばらくの沈ちん黙もくの後、口を開く。

「腹は立つ。苛いら々いらする。だがそれ以上に、なぜこうなったと疑問ばかり浮うかんで、それが苦しい。朱西はおまえを欲しいと言ったが、それだけとも思えぬ。考えれば考えるほど息苦しくなり、憎むところまで心が追いつかぬ。おまえは、どうなのだ。食しき学がくを放ほうり出し、鳳家の当主となった朱西が憎いか？」

「わたしも、なぜ朱西様があのようなことをされたのか、わからなくて不安で、困こん惑わくするだけです。でも朱西様が起こされた食学は、わたしにとっても陛下にとっても役に立つ学門。ですから朱西様がどうあろうと、食学堂も食学も助手のわたしが引き継つげたらと」

　この場所に朱西の優しい笑顔がないことが、寂さびしくてたまらない。けれど寂しい、苦しいと膝ひざを抱かかえているだけでは、きっと理美の居場所は崩くずれ去ってしまう。自分に居場所を与あたえてくれたものは、守らなければならない。

「朱西がどうあろうと、か」

　朱西の名を口にする度たびに不安に揺ゆれる祥飛の瞳ひとみ。それを見ていると、彼の瞳の美しさが心に染しみる。幼い頃ころから愛情に飢うえ、強がり、手に入れた数少ない信しん頼らいできる者を一つ失った若き皇帝。去った者を憎むよりも哀しむ姿は、彼の心根の真っ直すぐさと素す直なおさと幼さを覗のぞかせた。

　───どうして？　寂しいよ。

　ふとそんな声まで聞こえてきそうで、やるせない。

（陛下のお心は、未いまだ少年のようにお美しいのかも）

　美しく傷つきやすいからこそ、味覚まで鈍どん化かするほど冷れい酷こくな殻からを被かぶっていたのかもしれない。けれどその殻が破れると、傷つきやすく美しいものが剝むき出しなのだ。

　理美はこの皇帝のために和わ国こくとの関係まで断たち切り、崑国人となった。そんな自分がすべきことは、背せ伸のびしてできもしないことを探すことではない。自分が、ぶれずたゆまず持ち続けている食を極きわめることで、皇帝を支えるべき。

　食学を学び、崑国の食を学び、崑国人として、崑国皇帝を支える。

（それがわたしのお役目。美味うましの宮みやとして得たものをこの国で生かすこと。そうですよね斎さい宮ぐう様）

　常に心にある姉斎宮に、確かく認にんするように呼びかけた。

「わたしにできることは限られています。だから自分の力のおよぶ限りで、自分のやるべきことをやりたいんです。それが、わたしがここにいる意味で、居場所なんです。きっと」

「おまえは最初から、食い物のことばかり気にするおかしな女であったからな」

　祥飛は苦く笑しようした。

「学門に罪はないだろう。食学はおまえが引き継ぎ、発展させるが良い」

　海を渡わたり、名を変え、和国人であった過去すらも自分から切り離し、理美は崑国後宮にいる。

　冷静になればとてつもなく寄る辺ない身の上のようにも思えるが、ここにいることに不安は覚えない。それはここを自らの居場所と決め、ここが居場所と思えるから。

　そう思えるのは、理美の中に食という柱があるからこそ。

　和国人であっても崑国人であっても、どちらでも良い。人として食と向き合い続けるのだ。

　──それこそ、美味宮の定め。

　ふと、姉斎宮の声が聞こえた気がした。

「はい。食学は、わたしが」

　朱西の代わりに受け継ぐと、朱西の名だけは飲みこんで強く頷うなずく。祥飛は「頼たのむ」と笑った。朱西のことがあってからずっと暗い色を宿していた祥飛の瞳に、わずかに喜びの輝かがやきを認めた。

　二人の会話を気遣わしげな横目で見ていた丈鉄も、すこし安心したように口元を緩ゆるめた。

「陛下」

　食学堂の出入り口から、周考仁の声がした。

　丈鉄が「おっと」と首をすくめて居住まいを正す。開きっぱなしになっていた戸の向こうに、周考仁。さらに登利範、迅景有の三人の姿があった。

「先さき触ぶれもなく失礼いたします。こちらにおいでと侍じ官かんより聞き参りました。急ぎの用件で」

「何用だ。急ぎとは」

　考仁の言葉に、祥飛は表情を引き締しめた。

「馬維順が陛下への目通りを願っています。奏上したき案件があると」

「馬維順？　商人ではないか？　商人との対面を余は普ふ段だん許しておらぬぞ」

　眉まゆ根ねを寄せた祥飛に向かって、景有が眉まゆ尻じりを下げ口を開く。

「それは承知していますが、今回は例外的に認めるべきと判断し、馬維順は開かい明めい殿でんにて待たせてあります。外交において維順の存在は大きいもので、礼れい部ぶ尚しよう書しよとしては無下にもできず」

　そこで景有の言葉を、利範が引き取った。

「しかも俺が、維順の話を陛下にお伝えすべきと判断しました。なぜなら地方官かん吏りに奇き妙みような動きがあり、馬維順の話は、それと関かかわりがあると思われるからです。地方官吏の動きの中心には、鄙ひなの仁じん者しやがいるようです」

「鄙の仁者……」

　一いつ瞬しゆん祥飛はなんのことかわからないような顔をしたが、すぐに息を吞のむ。

「安あん県けん県けん吏り、関朝雲か」

　考仁たちの険しい表情と、鄙の仁者と聞いた祥飛の驚おどろきに、理美は不安を覚える。

「丈鉄様。鄙の仁者って、なんですか？」

「安県県吏の通り名さ。最年少で尚書になるかと噂うわさされた秀しゆう才さいだったらしいが、民たみに近い場所で民のために働きたいと、あえて県吏の職から離はなれようとしない変わり者だ。田舎いなかに住む人徳者として、鄙の仁者と呼ばれ、庶しよ民みんに人気がある男だな」

　考仁に促うながされ、祥飛は食学堂を出て行く。その背中を不安な気持ちで見送りつつ、さらに丈鉄に問う。

「そんなお方が、なにかなさったのですか？　しかも馬維順というと、余淑しゆく妃ひ様の実のお父様」

「さあな。でも心配するなよ、陛下には俺がついてる。もちろん、あんたも陛下についてるし、だろう？　また陛下に、美味うまい夜食でも作ってさしあげな」

　ぽんと理美の頭を軽く叩たたくと、丈鉄は祥飛を追って出て行った。安心しろと同時に、しっかりとしろよと丈鉄に言われた気がした。

（そうだ、夜食。そのためにわたしは食学堂へ来たんだ）

　それを思うと気分が明るくなるのは、自分にもできることがあると嬉うれしいからだ。

（作ろう。それが、今のわたしが陛下のためにできること！）
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　考仁を先頭に利範、景有に導かれ、祥飛は開明殿へと向かっていた。祥飛の背後には丈鉄とともに、新しく祥飛の護衛として禁軍から任命された勅ちよく任にん武官許きよ訓くん記きも従っていた。つるりとしたゆで卵のような顔に、訓記は納なつ得とくしかねるような不満を浮かべていた。

「いくら国家財政にまで影えい響きようを及およぼしかねない豪ごう商しようとはいえ、なぜ陛下が商人に直接お会いになるのですか。僕でさえ、陛下にお目通りするのに二年もかかったのに」

　ぶつくさ言う訓記を、丈鉄が宥なだめる。

「まあまあ、非公式のことだし、陛下もご承知だからな。文句なら宰さい相しよう殿どのに言えよ」

　その声を聞いたらしく、考仁が鋭するどくふり返り丈鉄を睨にらむ。丈鉄はわざとらしく視線をそらす。

（そういえば、考仁がなぜ丈鉄を罷ひ免めんしたか、理由は結局訊きいていないな）

　考仁と丈鉄の様子を見て、祥飛は改めて思い出す。

　丈鉄が理美を救い、無事に戻もどってくれたことに祥飛は安あん堵どし、その辺りのことを追求するのを忘れていた。そもそも必要ないと思えた。どんな事情があるにしろ、丈鉄は祥飛の剣けんとなると約束してくれたのだから、それで満足だったのだ。

（今、余の傍かたわらにいるのは丈鉄だけか）

　祥飛の左右には常に丈鉄と朱西がいた。片方が消えたことが、どうしようもなく心こころ許もとなく哀かなしくやるせない。そしてなぜ朱西が自分を裏切ったのか、そればかり考えてしまう。

（原因はやはり、理美なのだろうか）

　朱西は理美が欲しいと言った。ずっと前から欲しかったのだと。しかしあの朱西が、そんな理由だけで祥飛を裏切るとは、どうしても思えない。他ほかにもっと原因があるとしか思えないのだが、考えても考えても、他の理由は思い当たらない。ということはやはり理美が原因なのか。

　朱西本来の優やさしさや思いやりや、祥飛や丈鉄と重ねた時間。それら全すべてを崩ほう壊かいさせ、捨てさせるほどに、朱西は狂くるおしく理美を求めているのだろうか。彼は、恋こい知らずの博士であったはずなのに。恋を知ったが故ゆえに、恋に狂ったのだろうか。

　一いつ旦たん考え出すと止めどなく思考に埋まい没ぼつしていきそうになるので、祥飛は軽く頭かぶりを振ふって邪じや念ねんを追い払はらう。今は朱西のことをあれこれ考えている余よ裕ゆうはない。

　考仁、利範、景有がそろって顔を出し、急ぎ馬維順と会えと言う。それはおそらく常ならぬことが起こっている証しよう拠こ。

　しかも利範は鄙の仁者と口にした。安県県吏であり鄙の仁者と呼ばれる男、関朝雲。

　朝雲については、中央官吏たちの口から良い噂を聞いたことがない。厄やつ介かい者、偏へん屈くつ、庶民の人気をかさに着て問題を起こしたがる男。耳にするのはそんな評判ばかり。

　開明殿は本来、新しん和わ殿でんで公式に皇こう帝ていと対面する者たちが控ひかえる場所。しかし皇帝と公式に新和殿で対面できない身分の者や、急ぎの対面などで利用されることがままある。

　観かん音のん開きの戸を開き踏ふみこむと、左右に朱しゆ塗ぬりの柱が並ぶ、奥へと細長い広間になっていた。

　最さい奥おうには、透すかし彫ぼりの衝つい立たてで仕切られる簡易な個室があり、卓たく子しが置かれている。

「待たせた。馬維順」

　広々した石いし床ゆかの空間の中央辺りに立っていた男は、その場に膝ひざを折った。祥飛は跪ひざまずく彼の横を通り過ぎ奥へと進み、上座の位置に来ると立ち止まってふり返り、改めて跪く男を見た。

（これが馬維順。余淑妃の実父か）

　中背で、がっちりと頑がん健けんそうな体つき。肌はだはよく日に焼けている。年は考仁と同年代か。

「余が龍祥飛だ。顔をあげよ。余に奏上したきことがあると聞いた。申せ」

「お目通り叶かないましたこと大変感謝しております、陛下」

　顔をあげた維順の眉まゆは濃こく、男らしく整っていた。自信にあふれ、それを原動力にして前へ前へ貪どん欲よくに進むような強さや剛ごう胆たんさがその目に見えた。この維順こそが、余淑妃が男全てを忌いみ嫌きらうようになった原因。彼は娘むすめとたいして年の変わらない宋貴き妃ひを、妻に望んだと聞いている。その辺りに、彼の名めい誉よ欲よくや色しき欲よくが窺うかがえるかもしれない。

「このように身分もわきまえず奏上に上がったのは、他でもございません。わたしどもの住まう安県県吏を通すと、おそらく握にぎりつぶされてしまうからです」

「握りつぶされるとは、穏おだやかではない。なにがあるというのだ」

「地方を治める県吏たちの専横が、目に余ります」

　祥飛が眉根を寄せると同時に、背後に控えている訓記と丈鉄が顔を見合わせる。

　考仁と二人の尚書は、維順の話をよく聞けと言いたげな無表情。

　県吏とは、祥飛を頂点とする政まつりごとの中央組織から、地方自治のために派は遣けんされる官吏のこと。

　吏り部ぶが県吏を任命し、県吏は各県の長官として地方行政、経済のあらゆることを取り仕切る。治安維い持じ、経済の安定、税の徴ちよう収しゆうなどを行い、県吏が徴収した税が中央へ集約され、帝てい国こくの財源となる。また中央が決定した法ほう秩ちつ序じよを、地方へ定着させるのも県吏の役割。

　いわば県吏は、中央の決定を崑国内で実行する手足なのだ。

「民から徴収した税を私財に変え、私腹を肥やしています。さらに物品の売買に異様な税を課し、商人に法外な税を課し。なおかつ農産物や織物、あらゆるものの流通を妨さまたげるかのような工作をし、物の値をつり上げて民を困こん窮きゆうさせております。県軍すらも時には私的に用いているようです。その証拠に今、都の外の地方では生活に窮する者が多く出ています」

「そのような事実があるのか、利範」

　背後に控える利範に、祥飛はふり返った。彼は戸こ部ぶ尚しよう書しよ。戸部は財政と地方行政を掌しよう握あくするのだから、維順の言うようなことが実際にあれば、利範の耳に入らないはずはない。

「陛下が即そく位いされて以降、地方から集められる税が徐じよ々じよに減少しているのは事実。都の物価が上がっているようですが、地方から都へと流れ込む物資が不足しているのが原因のようです。県吏たちは、地方財政がうまく立ちゆかぬとばかり報告をあげています。原因がわからないと」

　淡たん々たんとした利範の言葉に、祥飛はかっとした。

「わからぬではすまないであろう、利範！　なぜおまえが県吏たちに命じ、財政の立て直しを図はからせないのだ。怠なまけ者の県吏であれば、宮城に呼びつけて叱しつ責せきでもすれば良い」

「多た忙ぼうを理由に、中央からの招集に応じません」

「そのような者は罷免しろ」

「すると五県全ての県吏を罷免することになります。県吏を罷免すれば、県吏に任命権のある県吏配下七十二人の郷ごう吏りも罷免することとなり、大変な混乱を招きます」

　冷や水を浴びせられたように、ぞっとした。

「なんだと？　五県全てで財政が逼ひつ迫ぱくし、なおかつ全ての県吏が、中央の命令を無視しているというのか。いつから、そんな」

「陛下の即位から徐々に。ことに目立つようになったのは、ここひと月ばかりです。俺も驚おどろきましたが、昨日出た集計を見ると、このひと月の税収が半減しています。異常事態です」

「なぜ、そのことが余に報告されていない」

「徴収される税が減少傾けい向こうであることは、朝議の席で何度かご報告しています。しかし、このひと月の急激な変化は、戸部でも把は握あくするのに時間を要したゆえに報告が間に合っておりません。俺も事実を知ったのが昨日。しかもまだ実態を把握しきれたとは言えない不完全さです」

（そうだった、確か……あれが予兆だったのか）

　利範が深刻に、原因がわからず調査中だと告げるのを聞き流していたことを思い出す。祥飛はその報告を聞いても、悠ゆう然ぜんと構えていた。いずれ原因は究明され、策が立てられるはずだと。過去百年の崑国の歴史の中で、税収が増減するのはよくあること。それでも百年の安定があるのだから、と。根こん拠きよもなく安定を信じていた。

　だが安心も安定も絶対ではないことを、祥飛は朱西の裏切りで教えられたのだ。

　突とつ如じよ大きく、不安が沸きあがる。

「地方財政の逼迫は県吏たちの専横が原因です。戸部尚書も仰おつしやるように、このひと月の地方経済の混乱は、商人から言わせてもらっても異常でございます」

　斬きりこむ鋭さで、維順が低く告げる。彼は上うわ目め遣づかいに祥飛を見ていた。

「陛下。わたしどもは、政などわかりません。興味もありません。なにしろ所しよ詮せんは商人ですから、本来陛下にお目通りする理由はないのです。しかし商人であるからこそ、経済がうまく回ってもらわねば困る。無礼を承知で対面願いましたのは、政が商あきないに悪あく影えい響きようを及およぼしているからに他なりません。陛下に救って頂きたいのです。陛下でなければできないことです」

「地方財政の逼迫が県吏の専横によるものか、純じゆん粋すいに経済の混乱かは、まだ判断がつきません。ただ気になるのは、安県県吏である関朝雲を中心に、県吏たちが密に連れん絡らくを取りあっていることです。県吏たちは中央へ顔を出しませんが、五県の県吏が会することは頻ひん繁ぱん。維順の言うことが本当であるなら、五県の県吏が結けつ託たくし、地方でなにか行っているのかもしれません」

　続く利範の言葉を聞いているうちに、祥飛は頭を締しめつけられるような頭痛を感じた。

「策を講じねば。地方官かん吏りが結託し中央を無視するのは、悪あしき兆候と歴史が物語ります」

　考仁の声に、祥飛は眉まゆ根ねを寄せる。さらに頭痛がひどくなり、強く瞼まぶたを閉じた。

　地方官吏が結託して中央を無視する動きを見せるとき、必ず起こることがある。それは歴史で幾いく度ども繰くり返された。

「地方の反乱ですか？」

　背後で、恐おそろしそうに訓記が呟つぶやいた。祥飛の体の芯しんを、震ふるえが駆かけあがった。
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　内乱の火は支配者の手が届きにくい遠くで燻くすぶり、燃えあがる。燃えあがれば瞬またたく間に炎ほのおは広がり、皇こう帝ていの裳も裾すそに火がつく。

（その火種があると、そういうことなのか!?）

　目を閉じた暗くら闇やみがうねるような感覚とともに、ぐらりと体が揺ゆれた。

　いけないと思ったとき、誰だれかの腕うでが祥飛の体を支えた。はっと目を開くと、丈鉄が祥飛の肩かたを抱だき留とめていた。彼は落ち着いた目で祥飛を見おろし、「陛下。足あし下もとにお気をつけください」と、力強く囁ささやいた。その囁きに「しっかりしろ」「威い厳げんを保て」と叱責された気がして、祥飛はよろけたのを維順に気取られぬように、丈鉄を突つき放す勢いで姿勢を正す。

（余は皇帝なのだ）

　腹に力をこめ、馬維順を見み据すえた。

「話はよくわかった、馬維順。その方の言い分はしかと聞いた。子細を確かく認にんし、宰さい相しよう、各尚書からの報告、意見も聞き善処しよう」

　馬維順は深く頭こうべを垂れた。

（……皇帝だ）

　心の中で繰り返すが、心の中の声にすら、我ながら力がない。朱西が去った。地方には反乱の火種が燻っている可能性がある。その事実に、自分を信じる力が折れそうだった。
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　衣きぬ擦ずれの音が近づいてきた。

（陛下がお帰りだわ！）

　祥飛が居室に戻もどって来た気配に、理美は椅い子すから立ちあがった。程ほどなく祥飛が室に入ってきたが、丈鉄も訓記も従えず、珍めずらしく一人だった。

「お帰りなさいませ陛下」

　祥飛は笑え顔がお満開の理美の姿を認めて、目を丸くした。

「理美、なぜ水すい祇し宮きゆうに帰っていないのだ!?」

　あまりに祥飛が驚いた表情をしているので、そのことに理美の方がきょとんとする。

「え、なぜって。せっかくだから陛下に夜食を召めし上がって頂こうかと」

「……夜食。食い物か……。そなたは……、いつも……」

　気が抜ぬけたように呟く。

（呆あきれられた!?　いつも食べ物のことばかり考えてる、おかしな女だってさっきも！）

　まずかったのかと、焦あせった。

「あ、ああ、あの。すみません。いつもそれしか頭になくて、つい！　わたし！」

　考仁たちと一いつ緒しよに祥飛が出て行った後、理美は厨ちゆう房ぼうで夜食を作り、居室で祥飛の帰りを待っていた。丈鉄が「陛下に、美味うまい夜食でも作ってさしあげな」と言ってくれたので、つい張りきってしまったのだ。良かれと思って。

　作ったのは、口当たりの良いとろみのある湯タン。冬とう瓜がんと鶏とり挽ひき肉にくのそぼろを具材にした、常チヤン瓜グア湯タンだ。食しき学がく的な食材は手に入らなかったが、せめて疲つかれているはずの祥飛がほっとできるものを饗きようしたかったのだ。祥飛が帰ってくる時間が読めなかったので、冷えても美味おいしい───かえって常温の方が味が馴な染じみ、優やさしい味わいになるものを選んだ。

（もしかしてこれは、ただの独りよがりだった!?　陛下は疲れてるから、一人になりたかったかもしれないのに。ああっ！　そうだ！　だから丈鉄様もご一緒じゃないんだわ）

　その可能性に気がつくと自分の空回りが恥はずかしくなり、卓たく子しの上にある湯タンを入れた蓋ふた付つきの鉢はちを、慌あわてて手にとろうとした。

「すぐに下げます。わたしも水祇宮へすぐに帰って……！」

　言い訳めいた言葉が、驚きに途と切ぎれた。背後から、強く抱きすくめられたのだ。

「良い。帰るな」

　首筋に吐と息いきがかかり、背中に祥飛の体温を感じる。恥ずかしさに赤面した。

「本当なら今夜は夜よ儀ぎのはずだった。夜儀はできぬが、おまえは今日ここにいてくれた。それだけで、良い。……嬉うれしい」

　躊躇ためらいがちに最後に付け加えられた恥ずかしそうな言葉に、胸に小さな火が灯ともるような温かさを感じる。その温かさは愛いとしさだろうか。だが朱西に対する愛しさとは、どこか違ちがう。喩たとえるなら、幼子を抱きしめ、笑いかけてもらえたときのような愛しさ。

　自分の胸の前で交差する腕に、そっと触ふれてみた。

「湯タンをお召し上がりになりますか？」

「……食べる」

　素す直なおに答えた祥飛は照れ隠かくしのように無言で理美の背を離はなれ、卓子に座る。常瓜湯を碗わんに注いで「どうぞ」と促うながす。祥飛はゆっくりと匙さじを口に運び、ほっと息をつく。

「口に入れると冬瓜がとろける。美味い。とろみと、あっさりとした塩味の組み合わせが良いな。生しよう姜がと葱ねぎか？　その香かおりが味わいになっている」

　張りつめていた祥飛の気配がゆるむ。食は本能に根ざすもの。人も生き物だから、胃の腑ふが満ちれば自然と気持ちが穏おだやかになる。それだけでも、理美はここにいる意味があるのだ。

　湯タンを碗一いつ杯ぱいだけ食べると、祥飛は長なが椅い子すにゆったりと腰こしを下ろした。理美は夜食の器うつわをまとめて片付け厨房へ運ぼうとしたが、見計らったように侍じ官かんが来て器を下げたのには驚おどろいた。

（そうかぁ。陛下の生活は侍官の方々が全すべてにおいて目を配ってるから）

　窮きゆう屈くつな生活だと感じるが、それが皇帝というものなのだろう。

「丈鉄様は、どちらにいらっしゃるんですか？」

「人に会う用があるそうだ」

　答えながら祥飛の目は、とろりと眠ねむそうになっている。

「もうお休みになってはどうですか？　お休みになるなら、わたしも水祇宮に帰ります」

「帰るなと言ったぞ」

　理美の「帰る」の言葉に反応し、祥飛の眠ねむ気けが一いつ瞬しゆんだけ飛んだようで、声が鋭するどくなる。

「夜儀の真似まね事ごとをしようとは思わぬ。ただ今夜だけは側そばに居て欲しい。こちらに、ここに座れ」

　自分の隣となりを目顔で示すので、理美は躊躇いがちに長椅子に腰かける。慰なぐさめを求めているような祥飛の気配を察し、静かに問いかけた。

「なにかありましたか？」

「鳳家ばかりではない、ということだ。馬維順の訴うつたえによると、地方官かん吏りたちに妙みような動きがあるそうだ。安県県吏関朝雲を中心に、反乱でも起こしかねない様子らしい」

　ふんと祥飛は鼻で笑ったが、理美は驚きに息を吞のむ。祥飛は座ったまま、ゆっくりと目を閉じた。あまりの疲ひ労ろう感かんに、目を開けているのも限界らしい。

「考仁は関朝雲を召し出せと言っているが、素直に応じまい。利範には地方の財政状じよう況きようをさらにくわしく調査せよと命じたが、地方のことは情報が集まりにくい。ことに県吏たちが隠いん蔽ぺいしているとなると……明日は早くに考仁と利範、景有が来る。また協議をしなければ……」

　独り言のように呟く声が細くなり、祥飛の体から力が抜ける。こくり、こくりと二度ほど船を漕こいだと思うと、ゆっくりと体が傾かしぎ理美の肩にもたれかかる。そしてさらにずるずると崩くずれるように、理美の膝ひざに頭を載のせた。

　頭が膝に載ったことよりも、彼がこれほど疲れている様子なのが驚きだった。

（さきほど陛下が口にされたことが事実なら、これほどお疲れになるのは当然かも）

　反乱と、物ぶつ騒そうなことを祥飛は口にしたのだ。すうすう膝の上で寝ね息いきを立てはじめた祥飛は、小さく口を開いてあどけないとさえ思える寝ね顔がお。こうやって眠っていると、一つ年下の男の子という感じが強くなる。優しく頭を撫なでてみた。さらに悩なやみが深くなれば、眠るのもままならないときもあるだろう。ならば今だけでも、穏やかに深く眠って欲しい。

（そうだ。眠りを誘さそいやすく、質の良い眠りを得られる食材があったはず）

　昼間、食学堂で見た書き付けの中にそんなことが書かれていた。安県儀ぎ山さん郷ごうに自生する子こ守もり百合ゆりの根には興奮を抑おさえ、安あん眠みんできる効能がある、と。その根が最も太るのが晩春で、採取するのは春しゆん返ぺんと呼ばれる節句の前後三日間が最も良いらしい。
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　儀山郷は安あん寧ねいのある魯ろ高こう郷ぐんに隣りん接せつしている。都からさほど遠くない。

（ちょうど明日は春返の初日だから儀山郷へ行ってみよう。子守百合を見つけて、陛下に召し上がって頂けるように）

　何度も祥飛の頭を撫でると、ふっと自然に笑みがこぼれた。

（なんだか本当に……お可愛かわいらしい）
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　頭に手が触れたことで、祥飛は実は一瞬目が覚めていた。しかし理美は祥飛が眠っていると思い込んでいるのか、何度も優しく頭を撫でる。自分は理美の膝ひざ枕まくらで眠っているらしい。

（子どものようではないか、これでは）

　微かすかな不満もあったが、それ以上に、幼子のようにあつかわれるのがなぜか心ここ地ちよく、目を開けたくなかった。優しく撫でられながら眠った経験は、祥飛にはない。膝枕のままとろとろと眠りにつけたら、それはどれほど幸福なのだろうかと、幼い頃ころはずっと夢見ていた。

　祥飛は、母の延えん貴き妃ひに抱だかれた記き憶おくも、こうやって優しく触れられた記憶すらない。

（心地が良い）

　祥飛は幸福感に身を委ゆだねて、再び眠りに落ちる。

　ずっとこれを求めていた。欲しかったのは、この優しさ。ほわりと包み込まれるような、安あん堵ど感かん。ほわほわと笑って、温かい湯タンを「召し上がってください」と差し出した女によ官かんに、なぜ心こころ惹ひかれたのか。祥飛はぼんやりと自らの心の動きを感じ取る。

　──母上。母上。

　暗くら闇やみの中、寝しん台だいでいくら呼んでも誰だれも来てはくれなかった。あの頃の怖こわさや寂さびしさが、今触れてくれる優しい手で溶とかされていくようだった。
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　鳳家の内門前で馬車を降りた朱西の足あし下もとに、こつんと小さな石が落ちてきた。

　篝かがり火びに照らされる内門の周囲は明るいが、馬車が通り抜ぬけてきた外門へ続く砂じや利り道は暗闇に沈しずんでいる。明かりの届かない辺りを見やって足を止めた朱西は、先に馬車を降りて内門を潜くぐろうとする寧孫の背に、「夜風に当たってから中へ参ります」と告げた。

　馬車が屋や敷しきの裏手へと去ると、朱西は一人、半円を描えがく可か憐れんな内門の前に残る。

　彩さい色しきした浮うき彫ぼりで装そう飾しよくされた門もん扉ぴは、規模こそ小さいが王族の屋敷らしく豪ごう奢しや。敷しき地ちは広く、寧孫が住む主殿へ辿たどり着くまでに外門と内門を潜らねばならない。しかも主殿を中心に何棟とうも建たて屋やがあり、それらが回かい廊ろうでつながれている。ちょっとした宮きゆう殿でんの様相だ。

「なんの用だ？　丈鉄。俺を殺しに来たのか」

　門前に佇たたずむ朱西が暗闇に向かって問う。すると暗闇から、静かな夜行性の獣けものの身ごなしで、丈鉄が明かりの届く場所へと出てきた。

「まさか。改めて、鳳家のご当主に挨あい拶さつをと思っただけだぜ？　ついでに、陛下のご様子を教えてやりたくてな」

　にやりと笑った彼に、朱西は無表情で答えた。

「教えてもらわなくとも結構だ。焦あせり、動どう揺ようし、大変ご立腹だろうと想像はつく」

「はずれだ。陛下はただ哀かなしんでる。おまえをまだ憎にくめないそうだ。朱西、まだ間に合う。今からでも元のおまえに戻もどれば、陛下は許してくださる。理美も哀しんでる。それでもおまえは」

「丈鉄。そんなことで止やめるくらいなら、俺は、最初からこんなことはしない」

　冷えた声だった。丈鉄は睨にらみつけるように朱西を見る。

「あのなぁ、朱西。陛下は、俺と周考仁の関係を未いまだに問い質たださない。その必要もないと思ってるらしい。それほど信しん頼らいされているんだ、俺は。そして何も訊きかないでいられる陛下は、皇こう帝ていたる剛ごう胆たんさがあるのだと思わないか？」

　ふっと朱西は笑う。

「そうだと良いな」

「俺はそうだと信じてるし、あの方を生しよう涯がいの主あるじとすると決めた。このままではいずれ、陛下も黙だまっていられなくなる。おまえを殺せと命じられるかもしれない。命じられれば、俺はおまえを殺すしかない。それでも止める気はないか」

「覚かく悟ごしてる。ただ志半ばでは、殺されてやるつもりはない」

「おまえの志なんぞ関係なく、命令はいつ発せられるかわからないぜ」

「そのときは、せいぜい殺されないようにする」

　会話は終わりとばかりに、朱西は丈鉄に背を向け内門の中へ歩む。

「……馬ば鹿かな奴やつ」

　丈鉄は一言吐はき捨てて、暗闇の中へと姿を消した。

　朱西は内門から主殿の灯りの方へ向かいながら、小さく息を吐はく。疲つかれを強く意識する。適度な緊きん張ちよう感かんは必要だが、極きよく端たんな疲ひ労ろうは思考を鈍にぶらせる。息を抜く必要があるだろうと、己おのれの疲れを冷静に見つめていた。
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　安県儀山郷は、安寧の都から馬車で日帰りできる場所。邑むらの数が少ないぶん開かい墾こんされた地も少なく、手つかずの山や渓けい谷こくが残り自然豊かなのだ。貴族のご婦人方が気ままに散策を楽しむために、足をのばすこともあるらしい。

「この辺りが散策に向いていますよ。山やま肌はだは若草で覆おおわれた斜しや面めんですし、理美様がお探しの子こ守もり百合ゆりも自生していたと記憶しています」

　禁軍尉い将しようであり皇帝護衛の勅ちよく任にん武官許訓記は、理美の前を歩き、なだらかな斜面の草原を蛇だ行こうする細い道を案内してくれる。

「へぇ～、よくご存じですね訓記様」

「母が、よく儀ぎ山さん郷ごうへ散策に来るんです。務めがないときは、母のお供を命じられ同行するので。しかし陛下の護衛を務めるようになったので、もう母のお供はしないと心に決めています。僕のお役目は陛下をお守りすることなのに、陛下以外を護衛するのは僕としては不満……」

　そこで訓記ははっとしたようになり、言い訳がましく慌あわてて付け加える。

「無論、理美様の護衛は不満ではありません。陛下のご命令ですし！」

　生き真ま面じ目めな彼の言葉に、理美はくすくす笑ってしまう。

（訓記様って、大切に磨みがかれて大きくなった、つるつる卵って感じ）

　祥飛に饗きようする夜食の食材を求めて、理美は子守百合なる植物を探して儀山郷へ来ていた。

　今朝早く。水すい祇し宮きゆうで儀山郷へ出かけようと準備をしていると、突とつ然ぜん、訓記が宮城から派は遣けんされてきた。理美の動きは逐ちく一いち報告され、祥飛の耳に入るようになっているらしい。伊い文ぶん亮りようが捕ほ縛ばくされたことにより、理美が命を狙ねらわれる危険はなくなった。しかし祥飛の不安は未だ強いらしく、外出の護衛に訓記を寄こしてくれたのだ。

　山上から吹ふき下りてくる風に、草葉が波のように揺ゆれる。

　清すが々すがしい空の広がりと若草の薫かおりに興奮したらしく、理美に抱かれていた珠ちゃんが腕うでから飛び出す。風に逆らう銀の小さな風のように、驚おどろくほどの速さで駆かけて訓記を追い越こし、かなり先まで行くとぴたりと立ち止まる。くんと顔をあげ、細い髭ひげを風にそよがせる。右前足の小さな爪つめで握にぎる珠が、明るい光を反射していた。

「あの変な鼠ねずみは足が速いですね」

　訓記はまだ、珠ちゃんのことを変わった鼠だと思っている。仮にも崑国を守護する神しん龍りゆうである五龍を鼠あつかいは本来まずいのだろうが、理美も当初は珠ちゃんを鼠呼ばわりしていたので訓記のことを言えた立場ではない。

　広々とした野原の向こうには深そうな山が連なり、谷もある。珠ちゃんが迷子にならないかと心配だったが、理美の心配をよそに、珠ちゃんは草原へ飛びこむと、大きな円を描きながらぴょんぴょんと楽しげに跳はね回りはしゃぐ。

　遠くへ行く心配はなさそうだったので、理美は訓記とともに子守百合を探し始めた。

　子守百合は、小さな白い花をつける。もうすぐ開花時期なので、ほっそりした蕾つぼみをつけていても良い頃ころ合あいだ。しかし、いくら探してもそれらしい植物は見あたらなかった。

　子守百合を求め、二人は野原を奥へと進み、その先にある森へと踏ふみこんでいた。珠ちゃんは理美たちが移動するのについてきては、その近くで遊ぶ。珠ちゃんが木の枝から枝へと飛び移るのを横目で見ながら、訓記は困ったような顔になっている。

「おかしい……、子守百合がありません。僕の記き憶おく違ちがいでしょうか。ここの木の根辺りに、去年は何本かあったと。しかも雲行きが怪あやしくなってきましたし」

　見あげると、木々の枝葉の上に広がる空が、いつの間にか黒く低い雲で覆われている。理美の鼻先にぽつりと雨あま粒つぶが落ちた。

「あ、雨です。訓記様」

「まずいですね。子守百合は見つかっていませんが、馬車に戻らなければ」

　短い会話を交かわす間にも、みるみる周囲が薄うす暗ぐらくなってきた。ぽつりぽつりだった雨粒が、ばたばたと木の葉の上で音を立てるほど降り出す。

　珠ちゃんも天候の急変に驚いたらしく、枝を渡わたって理美の方へ戻ろうとしていた。

「珠ちゃん。急いで戻りましょう」

　近くの枝に飛び乗った珠ちゃんに手を差し出すと、「キュッ」と鳴いて理美の腕に飛びこもうとした。しかし───、なにかに呼ばれたように急にぴたりと動きを止め、背後をふり返る。

「どうしたの？」

　珠ちゃんは髭をそよがせ、青い丸い目で背後を見つめている。と思ったら、くるりと方向を変えて森の奥の方へ向けて跳ちよう躍やくした。

「珠ちゃん!?」
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　みるみる薄うす暗くらがりの森の奥へと駆けていく白銀の小さな姿に、理美は焦って駆け出した。この薄暗い森で雨の中、見失ったら二度と見つけられないような気がした。珠ちゃんは崑国を守護する神龍五龍。その五龍が行方ゆくえ知れずになったらと思うと、ぞっとした。

　駆け出した理美を、訓記が泡あわを食って追って来る。

「理美様！　鼠はあとで捜さがしましょう。今は馬車へ！」

「駄だ目めなんです！　珠ちゃんは放ほうっておけません！」

「理美様！」

　雨は狂きよう暴ぼうなほど激しくなっていた。叩たたきつけるような勢いに、呼吸すらままならないし、視界もほとんどきかない。その薄暗がりの中でも、小さな白銀の姿だけは輝かがやくようで、なぜかはっきり捉とらえられた。その姿を追って理美は駆ける。

　訓記は理美を追って来たらしいが、彼の声も足音もすぐに雨音にかき消される。彼は理美を見失ったかもしれない。

　雨に打たれて体に張りついた襦じゆ裙くんや、足にまといつく裳もが重くなる。濡ぬれた髪かみから翡ひ翠すいの笄こうがいが抜ぬけ落ちるが、かまっていられない。

「珠ちゃん、待って！」

　声を振ふり絞しぼってみるが、珠ちゃんはどんどん駆けて行く。

（どうしたの珠ちゃん！　なにが!?）

　激しい雨の斜幕の向こうを見つめ続けた。珠ちゃんを見失ってはならない。すると突然、珠ちゃんがほっそりしたなにかの影かげの前でぴたりと立ち止まった。

（止まってくれた）

　息を弾はずませながら、呼んだ。

「珠ちゃん！」

　珠ちゃんと向かい合う形になっている影がかがみこみ、腕を伸のばし、珠ちゃんを抱だき上げた様子が見えた。

（あれは、人!?）

　その影が人だと認にん識しきできたが、息が苦しく足がもつれ、前のめりにつんのめって泥どろを撥はねあげて転んだ。珠ちゃんを抱いた人ひと影かげが、転てん倒とうの音で理美の存在に気がついたらしく、こちらへ向かってくる。

「理美？」

　激しい雨音にかき消されそうだったが、その人影が発した声は聞き間ま違ちがえようのない、優やさしい声。理美は驚き、地面に這はいつくばったまま顔をあげた。

　自分を見つめるその人の姿を認めて、啞あ然ぜんとした。

　幻げん覚かくでも見ているのかと思った。ずっと心に抱かかえ続ける疑問と不安、彼に会って彼の真意を確かめたいと思う焦しよう燥そう。そんなものが今、形になってしまったのかと。

「……朱西様……」

　そこにいるのは朱西だった。

　彼は動きやすい細身の上衣と袴はかまに革かわの長ちよう沓とうを身につけ、雨よけの布を被かぶっている。見慣れない服装をしていたが、激しい雨の中で珠ちゃんを抱くのは朱西に違いない。

「なぜ、あなたがこんなところに」

　呆ぼう然ぜんとしたように問われたが、理美も驚きのために咄とつ嗟さになにも言葉が浮うかばない。

　転んで擦すりむいた掌てのひらが痛くて、全速力で走ったので息が苦しくて。さらに、そこに本物の朱西がいることで、驚きとも嬉うれしさともつかない大きな空気の塊かたまりのような感情がこみあげてきて声が出ない。そのかわりに、じわりと涙なみだがにじむ。頰ほおに撥ねた泥が、涙と雨粒で流れていく。

　朱西はいち早く正気づいたようだ。早足に近づいてくると理美の傍かたわらに跪ひざまずき、自分の被っていた雨よけで理美の頭と肩かたを覆おおう。

「立てますか？　何がどうなっているのかわかりませんが……、とりあえず、こんなところにいてはまずい。せめて、すこしでも雨をしのげる場所へ行きましょう」

　理美の肩を支えて立たせてくれたが、立ちあがった途と端たんに右足首が痛んで体が傾かしぐ。

「足を痛めたようですね」

「大だい丈じよう夫ぶです。肩を貸して頂ければ」

「この雨の中、悠ゆう長ちように歩いてはいられません」

　彼は「失礼します」と断ると軽々と理美を抱き上げた。珠ちゃんが朱西の肩からするりと下りて、理美の胸に蹲うずくまる。理美は雨粒を顔に受けながら、朱西を見あげる。

「すみません。こんな……」

「かまいません。放ってはおけませんので」

「朱西様……なぜ、こんなところに」

「それは俺の方も訊ききたいですが。まず落ち着ける場所を探します。しばらく我が慢まんしてください」

　不ふ機き嫌げんな天空の獣けものの声のように、木々の上からごろごろと雷かみなりの低い音が響ひびいている。雨は一層激しい。朱西は早足に歩き出す。

「邑むらに下りるのは道がぬかるんでいて危険です。木の洞うろか、岩場に洞どう窟くつでもあれば」

　呟つぶやく朱西の顎あご先からも雨水が滴したたり落ちている。険しい表情で雨に煙けぶる森の中を歩いていた朱西の表情が、ふと動く。

「灯りです」

　すこし先で森が途と切ぎれ、鑿のみで彫ほり込んだような縦の筋が幾いくつも重なる岩がん壁ぺきが立ちふさがっていた。岩壁の上には、さらに深い森があるようだ。

　その岩壁に張りつくように、三棟とう続つづきの天神を祀まつる天てん神じん廟びようらしき建物があった。

　中央建物の観かん音のん開きの扉とびらには、天てん仙せんが舞まう姿が描えがかれ、反り返った軒のき先さきは龍の金具で装そう飾しよくされている。そこが天神廟だろう。天神廟の左右は管理者たる道士が寝ね起おきする場所らしく、装飾のない簡素な造り。天神廟の向かって右側の建物の戸が細く開き、灯りが漏もれている。

「道士が滞たい在ざいしているのかもしれません。有り難がたい。雨宿りをお願いしましょう」

　表情をわずかに明るくして、朱西は早足に天神廟に向かった。軒のき下したに入ると朱西は理美を下ろし、ふらつく体を支えてくれた。珠ちゃんはしゅるりと、理美の裳の中へもぐる。

「すみません！　急な雨に降られて困っています。雨宿りをお願いできませんか！」

　朱西が声を張る。すると中で人の動く気配がし、すぐに扉が大きく開いた。

　現れたのは、年の頃ころは二十五、六歳。暗い色味の深しん衣いを身につけた青年で、身なりは道士のものではない。瘦やせていて顔色が悪く、ひどく不機嫌そうな目をしていた。その青年の顔を見た朱西は「あなたは」と、驚おどろいたように小さく呟く。

　しかし相手は、朱西の反応に気づかなかったらしい。

「なんだね、君たちは」

　胡う散さんくさそうに言うと、彼は朱西と理美の姿を上から下までじろじろと見て眉まゆをひそめる。

「身分ありげな女性だな。君もそんな身なりだが、手が綺き麗れいだ。この人の従者というわけではなさそうだ」

　すぐに朱西は驚きの表情を消し、用件を告げた。

「こちらの方は、お察しの通り身分ある方です。野遊びに来て雨に降られ、従者とはぐれました。馬車に戻もどろうにも道がぬかるみ、不用意に歩けば危険だ。雨宿りをお願いしたいのですが」

「たまにいるのだよ。頭がお花畑の女が、お花畑の幻げん想そうを抱いだいてこんな山奥までふわふわとやって来る。そして蜂はちに刺さされ、蛇へびに嚙かまれ、雨に降られ、現実を学ぶ」

　青年の言葉に、朱西はすこしばかりむっとしたような顔をした。

「事情も申し上げていないのに、それは無礼ではないですか？」

　しかし理美は、雨に降られこんな場所で朱西に会えたことの衝しよう撃げきが大きく、まだ現実感が取り戻せないままだったので腹も立たなかった。

（お花畑？　ああ、ぽや～としてるおめでたい人って意味かぁ。まあ、こんな雨の中で、こんなぴらぴらした襦裙姿でやって来たら、おめでたそうにも見えるわねぇ）

　幽ゆう霊れい一歩手前のような顔色の悪い青年を見つめていると、彼が眉み間けんの皺しわを深くして理美を見やる。彼の眉間には常に皺が寄っているから、不機嫌そうに見えるらしい。

「わたしの声が聞こえているか？　君は、なにも言うことはないのか」

「え、はい。聞こえています。わたしはさぞかし、おめでたく見えるだろうと思います」

「なるほど。自覚があるか。よろしい」

　青年は体をずらし、扉をさらに大きく開いた。

「雨宿りを拒こばむ理由はない。ここは天神廟。かく言うわたしも道士ではない。適当な住すみ処かがないので、天神から間借りしているに過ぎない。入りたまえ」







　不機嫌そうな青年は意外にも親切だった。天神廟を挟はさんで左側の建物まで理美と朱西を案内し、自由に使えと言った。さらに乾かわいた布と着き替がえ用の衫さんを数枚、蠟ろう燭そくまで持って来てくれた。

　青年は名乗らなかった。理美と朱西が身分を明かさなかったので、互たがいに触ふれずにいようという配はい慮りよかもしれない。

（でも何者なんだろう？）

　人里離はなれた天神廟に一人住まいしているらしいが、天神廟を管理する道士でもなさそうだ。どういう経緯いきさつでここに住んでいるのか、なにをしているのか。ただ身なりはさして良くないが、理知的な瞳ひとみと物もの腰ごしは、在野の学者かなにかかと思われた。

　夕暮れ時のはずだが、空は厚い雨雲に覆われているので既すでに夜のような暗さだ。

　建物の中はがらんどうで真四角。壁かべ際ぎわに寝しん台だいが一つと長なが椅い子すがあるだけ。雨に濡ぬれて冷えた体には、石いし床ゆかの寒々しさが余計に染しみる。頰から顎に垂れた滴しずくが胸むな元もとを滑すべりひやりとした。

（訓記様。馬車か邑に、無事に避ひ難なんされていたら良いけれど。珠ちゃんを放っておけないとはいえ、わたしのせいで訓記様にご迷めい惑わくをかけている）

　訓記は武人である。理美とはぐれたおかげで逆に身軽になっているはずだから、おそらく身は守れているだろう。しかし酷ひどく心配はしているはず。

　肩を貸して理美をここまで連れてきた朱西は、彼女を寝台に座らせ、乾いた布と衫を手て渡わたす。

「布で髪かみと体を拭ぬぐって、それにお着替えなさい。俺も着替えます。このままでは風か邪ぜをひく」

　室内はがらんどうだ。姿を隠かくして着替えられる場所などない。「でも……」と口ごもり頰を赤らめると、朱西も目をそらして気き恥はずかしそうな顔になった。

「俺は背中を向けていますから。あなたも、こちらは見ないようにしてください」

　朱西は布と衫を手にし、蠟燭の灯りが届かない暗がりに向かう。

　寒くて、濡れたままでいることは考えられなかった。意を決し、結ゆっていた髪を解ほどき襦じゆ裙くんの帯を解く。寝台を支えにして裳もを脱ぬぐと、珠ちゃんが濡れた裳の中から出てきてぶるぶるっと体を震ふるわせて水を振ふるった。そして天てん井じよう近くの梁はりへとのぼっていくと、くわっと小さく欠伸あくびしてから丸まって目を閉じる。

（珠ちゃん、なんであのとき突とつ然ぜん走り出したんだろう？）

　馬車へ戻ろうとしていたとき、珠ちゃんはなにかに気がついたように急に森の奥へと走り出した。それを追って朱西と遭そう遇ぐうしたのだ。

（そういえばあのとき、珠ちゃんは朱西様に抱だかれた）

　珠ちゃんが理美以外の人間に抱かれるのを、初めて見た気がする。もしかすると珠ちゃんは朱西の気配に気がつき、彼の元へ走ったのだろうか。

　朱西へと視線を向けると、暗がりに彼の背中が見えた。首筋には拭いきれない滴が光っていた。肩けん甲こう骨こつの形や滑なめらかな背の素す肌はだに、青年らしい色いろ香かがある。

　慌あわてて目をそらすが、耳が熱くなった。

（そうだ。なぜ朱西様も、儀ぎ山さん郷ごうにいたのか……）

　戸口に置かれた袋ふくろが目に入る。朱西が腰こしに付けていたらしい麻あさ袋ぶくろの口から、小さな白い花が顔を出していた。子こ守もり百合ゆりだ。訓記が周辺に自生しているはずだと言っていたのに一本も見つけられなかったのは、朱西が一足先に子守百合を採取していたからだ。

（子守百合を採取されているということは、朱西様は今も、食しき学がくを一人ですすめていらっしゃるということ？　変わらず、食学を）

　鳳家当主となりながらも、今も変わらない食学への思いがある。朱西は変わっていない。その証しよう拠こを見つけたようで、嬉うれしさに鼓こ動どうが速まる。

　理美が期待したように、朱西はなんらかの思おも惑わくがあって、あえて祥飛を裏切ったかのように見せているだけではないか。朱西は祥飛への忠誠心を失っていないのではないか。

「朱西様。本当のことを教えて頂けませんか？」

　素肌に衫を羽織り寝しん台だいに腰を下ろした理美は、朱西の方を見ないようにしながら問う。彼も着替え終わり、衫を身につけて暗がりから出てきた。理美と適度な距きよ離りを空け、立ち止まる。

「本当のこと？」

「わたしは今日、許訓記様と一いつ緒しよに子守百合を取りに来たんです。食学の研究を進めるのと同時に、陛下に饗きようする夜食を準備するための材料が欲しくて」

　麻袋から覗のぞく小さな白い花に、理美は期待をこめて目をやる。

「なるほど。だから、こんなところで出くわしてしまったんですね」

「朱西様も、子守百合を求めて儀山郷へいらっしゃったんですよね。朱西様もまだ、食学を止やめられたわけではないのですよね」

「それがなにか？」

「朱西様は変わられていない。変わらず食学を続けていらっしゃる。それなのに陛下に反旗を翻ひるがえすようなことを、なさるわけがないです。朱西様が陛下を裏切ったかのような行動に出られたのには、なにかお考えが」

「理美」

　理美の声を遮さえぎると、朱西は切なげに微笑ほほえむ。

「あなたの考え方は相変わらず可愛かわいらしい。言い換かえれば、先ほどあなたも自分で言ったように、おめでたいのです」




　　　三




「……え？」

　朱西の言葉とは思えず、理美は何度か瞬まばたきした。屋根を打つ雨音が激しい。

「食学を続けているから、以前と変わらないはずだと？　人はそんなに単純ではありませんよ理美。俺にとって食学は趣しゆ味みです。幼い頃ころから読書が趣味だった者は、大人になっても子どもの頃と変わらないままですか？　違ちがうでしょう」

　説いて聞かせるような口調は、以前と変わらない優やさしさ。

「二十年の間周考仁に謀はかられ続け、陛下に仕えることが自分の役目だと信じていました。けれど自分の出生を知り、自分がどれほど間ま抜ぬけに操あやつられていたかを悟さとると、全すべてが虚むなしくなりました。食学博士、侍じ中ちゆうと呼ばれていても、それは周考仁の掌てのひらの上で操られていた結果なのかと。そうすると俺には確固たるものが、なにもないように思えました。それが虚しくて、確固たるものを自ら手に入れたくなりました。そして」

　声は雨音にかき消されがちだが、はっきりと聞き取れた。朱西の微笑みが、揺ゆれる蠟燭の灯りに照らし出される。哀かなしいような、虚しいような、そんな微笑みだ。

「周考仁に握にぎりつぶされてきた別の人生を手に入れることこそ、己おのれに与あたえられた運命を楽しむことだと気がつきました。そうすれば俺は、この虚しさを消せるかもしれません」

「本当に、そうなんですか。鳳青修様の子としての別の人生を手に入れると。それは帝てい位いを望まれるということですか？」

　問う声が震えた。

「鳳青修の子として望まれることをする、とだけお答えします」

　淡たん々たんと語る朱西の言葉は本心だろうか。こうやって直接彼の声を聞きながらも、理美はまだ半信半疑だった。これもまた彼の噓うそではないかと。本心はまだ別の所にあるのではないか、と。

「わたしの決断が間ま違ちがっていたんですか？　朱西様はそのために」

「決断とは、あなたが皇后となる決意をしたことですか？　それは関係ありません」

「でも……わたしが、その……欲しいと陛下に」

　目をそらしながらぽつりと言うと、朱西は苦く笑しようした。

「あれはただ陛下への挑ちよう発はつ。鳳家の主あるじとして、龍家皇こう帝ていへのご挨あい拶さつといったところです」

　空を裂さくような稲いな妻ずまが走る音が響ひびいた。

「あなたへの思いは、あなたが俺への思いを消したのと同様綺き麗れいに消しました。今さらあなたを恋こいしいと、欲ほつしてはいません。それよりも自分の中にある自分の人生への虚しさを、新しいなにかで満たしたい。それだけなのです。あなたの存在は、今回の決断と無関係です」

　互いへの思いを綺麗に消すことを、二人は互いに約束し望んでいた。だから理美は、消したふりをした。

（でも朱西様は、思いを本当に消した。ふりじゃない。そういうこと）

　それを確信すると、心のどこかが「それで良かった。二人の誓ちかいも望みも叶かなった」と言った。だが同時に、思いがけず涙なみだがこみあげてきた。なぜ泣くのかと問われたら答えられない気がして、理美は朱西から顔を背そむけた。解いた髪が顔を隠してくれる。

「今回のことに、あなたは関係ない。あなたは役目を果たし、自らの居場所を守りなさい」

　激しい雨音を危あやぶむように、朱西は暗い天井辺りに視線を向けた。

「今夜いっぱいは天候が回復しそうにありませんね。そこの寝しん台だいでお休みなさい。俺も疲つかれました。長なが椅い子すで休みます」

　顔を背けたまま頷うなずき、理美は寝台の上に丸まった。

　自分の決断が間違っていたために、朱西は祥飛を裏切る行こう為いに出たのだろうか？　最初はそれを思って思い悩なやみ、次は、朱西が裏切ったふりをしているかもしれないと、その可能性を期待した。そうした悩みや期待を抱いだいて、朱西に会いたいと思っていた。はっきりさせたいと。

　図はからずも今、彼は目の前に居る。そしてその心を聞かされた。

（はっきりした。わたしの考えていたことなんて、全部おめでたい）

　朱西は理美への思いを綺麗に消し去り、己の運命を楽しむために行動を起こしたという。裏切ったふりなどでもない。

（朱西様は本当に、以前の朱西様とは変わってしまった。以前の朱西様は、いない。わたしと心が通ったあの方は、消えた）

　朱西様と、心の中で何度も呼ぶ。すると涙が、次から次へと出てきた。それは彼が変わってしまったことへの哀しみだった。祥飛の傍かたわらを己の居場所と決め、優しく穏おだやかに理美の近くにいてくれた人が消えたことへの痛み。

　丸まって目を閉じ、流れてくる涙の熱さだけを感じていた。そのうち朱西が蠟ろう燭そくを消したらしく暗くら闇やみになる。雷らい雨うは続いている。
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　衣類は生なま乾がわきだったが、我が慢まんすれば着られる程度。朱西は衫さんから昨日身につけていた衣類に着き替がえると、戸の隙すき間まから外の様子を確かめた。東の空が薄うす紫むらさきの夜明けの色を滲にじませている。雨は止やみ、湿しめった冷たい風が吹ふいているだけ。

（早く山を下りて、許訓記に知らせてやらねばならないだろう。下手へたをしたら嵐あらしの中、理美を捜さがして一晩中歩き回っていた可能性がある）

　生き真ま面じ目めな若い勅ちよく任にん武官は、理美を見失ってから、自責の念に囚とらわれ自害しかねないほど自分を責めているはず。

　戸の隙間から洩もれ入る仄ほのかな明るさで、理美が丸まっている寝台辺りもぼんやり照らされている。朱西は寝台に近寄ると、理美の寝ね顔がおを見おろした。泣き寝ね入いりしただろう彼女の頰ほおに、涙の筋が光っている。それを見ると胸が痛む。

「許してください、理美」

　朱西の決断に理美の決意が大きく関かかわっていたのだと告げれば、彼女が今よりも苦しむことは目に見えている。それくらいならば、今の苦しみの方が彼女にとってはまだ楽なはず。

　突とつ然ぜん、理美が皇后になることを承知したときは、なぜだろうと朱西は苦しんだ。しかし冷静になれば、彼女が決断をした理由など簡単に推測できた。彼女は朱西の出生を知ったのだと。だからこそ朱西のために決断したのだろうと。

　それに気がついたからこそ、朱西もまた決断したのだ。

「あなたがまだ、どうしようもなく可愛い」

　跪ひざまずき囁ささやくと、寝台から流れ落ちる髪かみ先を持ち上げ口づけた。すぐに立ちあがり建物を出ようときびすを返すと、出入り口にちょこんと五龍が座っていた。青い瞳ひとみが朱西を見つめている。

「五龍。あなたは全てお見通しでしょう。理美を頼たのみます」

　銀色の綺麗な尻尾しつぽをゆらゆら揺らし、髭ひげをそよがせながら五龍は何度か瞬きする。

　自分が採取した子こ守もり百合ゆりが入った麻あさ袋ぶくろを朱西は手にとるが、ふと思い直して石いし床ゆかに置く。そのかわり火の消えた蠟燭を手にして、麻袋を置いた床の上に蠟燭の蠟で文字を綴つづった。

　五龍の頭をちょっと撫なで、手ぶらで外へ出る。

　昨夜の青年の元へ向かおうとしていた。しかし天てん神じん廟びようを回り込むと、訪ねようとしていた青年が天神廟の軒のき下したに立っていた。彼は明けゆく東の空に目を向けている。

　雨が大気の塵ちりを洗い流したらしく、夜明けの空の色は澄すみ、風は冷たく清い。

「おはようございます。昨夜はお世話になりました」

　朱西が声をかけると、青年は空を見つめたまま答える。

「よく眠ねむれたか」

「いいえ。でも連れはよく寝ています。彼女の迎むかえをすぐに寄こしますので、それまでは彼女をここに置いておきます。大だい丈じよう夫ぶだとは思いますが、おかしな真似まねはしないように願います。彼女には神龍の加護がありますから」

「興味もない」

「そうでしょうね」

「なぜ、そうでしょうね、だ？　わたしも男だが？」

「あなたは、そのような不ふ埒らちなことをする人物ではない」

　青年の目が細まり、鋭するどく光る。

「まさか君は、わたしのことを知っていて来たのか」

「あなたをお見かけしたことがあるんです。あれは数年前、あなたの就任式の日です。だから、あなたが誰だれなのか知っています。ただ、ここでお目にかかったのは偶ぐう然ぜん。昨日天神廟から、あなたが出てきたときは驚おどろきました。こんなところにお住まいとは、思っていませんでしたから」
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「君は何者だ」

　朱西は微笑ほほえむ。

「あなたが名乗らないのであれば、俺もまだ名乗りません」

　それから朱西が山を下りると案の定、許訓記が麓ふもとの邑むらの者たちを巻きこんで大おお騒さわぎしていた。

　理美を見失った訓記は安寧へ応おう援えんを頼もうとしたが、豪ごう雨うのため川が増水し、道が寸断されていたらしい。そのため今度は邑人の応援を頼み捜そう索さくしようとしたが、こちらもあまりの悪天候で二重遭そう難なんになる可能性があった。彼は邑人たちに取り押さえられるようにして宥なだめられ、夜明けまで待っていたらしい。そして嵐が止んだと思うや否いなや、邑人たちを引き連れて山に入ろうとしていたのだ。

　捜索準備で右往左往する邑人を一人捕つかまえ、朱西は理美の居所を知らせた。

　これで訓記は、山中の天神廟へ飛んでいくだろう。

　朱西は邑に預けていた馬を引き取り、訓記の目に入らないようにその場を後にした。安寧への道を阻はばんでいたという川の増水は引いていたので、その後問題なく鳳家に辿たどり着けた。

　湯ゆ浴あみの後、着替えをして髪を結ゆい直す。

　儀ぎ山さん郷ごうへ出向いたのは気分を変えるためだった。いずれ子守百合の保存方法を研究しようと考えていたこともあり、出かけたついでにと採取しようと思い立ったのは、昨日が春しゆん返ぺんの初日に当たっていたから。春返は三日間あるので、理美と鉢はち合あわせしない可能性もあったのだが三分の一の確率を引き当てたらしい。

　朱西にしてみれば、ついているのか、ついていないのかわからない。

　身なりを整えると、寧孫に朝の挨あい拶さつをするために主殿へと向かう。

　主殿を巡めぐる歩ほ廊ろうへ足を踏ふみ入れたとき、正面から誰かがこちらにやって来るのが見えた。その人物の姿に朱西はぎくりとして、一いつ瞬しゆん足が止まる。

（あれは？）

　襟えりに銀の刺し繡しゆうを施ほどこした白い深しん衣い。中肉中背のその男の顔には、笑いの形に細く切りこまれた目と口が開き、頰に幾いく筋か赤い紋もん様ようを描えがいた奇き妙みような白い仮面。仮面の男も朱西に気づいたらしい。すこしだけゆらりと顔が揺ゆれたが、歩みはよどみなく、躊躇ためらわず近寄ってくる。

「お初にお目にかかります、鳳家ご当主。先代ご当主寧孫様と懇こん意いにさせて頂いている者です」

　仮面の奥でくぐもった声は、若いのか年寄りなのか判然としない。

「鳳朱西です。名くらい、名乗られてはいかがですか？」

　仮面の下で男は笑った。

「では熒けい惑こくと」

　朱西は目を見開く。

（この男が熒惑か）

　鳳家に出入りするうちに、寧孫の口から度たび々たび協力者として出てくる名が熒惑だった。

　そもそも今動き出している計略の初期構想は、熒惑が寧孫とともに進めていたのだ。

　今回の計略は罪のない民たみが苦しむ。朱西としてはそんな計略は認めたくなかったが、鳳家当主となり家か督とくを継ついだことで必然的に計略を引き継ぐことになった。しかも計略は既すでに動き出していた。朱西は既に走っている馬車に飛び乗ったも同然。

　ただし。唯い々い諾だく々だくと、他人の立てた計略を実行するつもりはない。

「名前だけは存じ上げていました。自分で熒惑──人心を乱す不ふ吉きつな星と？　随ずい分ぶん面おも白しろい方だとは思っていましたが。あなたが準備してきた計、有効に使わせてもらいます」

　熒惑はいわゆる凶きよう星せいである。その星が天球のある位置に入ると、人心を乱し災わざわいを起こすと伝えられ、けして好まれる存在ではない。不吉の星と自ら名乗る男は、

「お手並み拝見いたしましょう」

　と告げると礼をとり、ゆっくりと通り過ぎていく。

「朱西」

　庭院にわ越ごしに寧孫の声がした。芍しやく薬やくの植えこみ近くを、寧孫が朝の散策をしているようだった。歩廊を回り込み庭院へ下り、礼をとる。

「おはようございます。朝のご挨拶に伺うかがいました。先ほど歩廊で熒惑に会いましたが」

「彼と会ったか。いずれおまえにも紹しよう介かいせねばならんと思っていたが、手間が省けたな。彼は五、六年も前から鳳家皇こう帝ていが帝てい位いにつくことを望み、力ちから添ぞえを申し出てくれているのだ。頼たよりになる。今朝も計画の進しん捗ちよくを訊ききに来た。そなたも今後、もっと親密にするが良い」

「ええ。役に立つ男ならば。俺は役に立つ人間以外に興味はありません」

　傲ごう慢まんともとれる言葉に「なに？」と寧孫が眉まゆを吊つり上げるが、朱西は余よ裕ゆうの笑えみ。

「随分と不ふ遜そんなことを言うものだな朱西。わたしにそのような物言いをして良いのか」

「陛下に仇あだなそうとする鳳家当主が、不遜不敬を今さら気にしてどうします。俺を鳳家当主にしたのは、お祖父じい様です。それとも当主の座をご自分に戻もどされますか？　俺の実父、青修が生きていたらなんと思うでしょうね。そのような気分次し第だいのことをされるお祖父様を」

　にこやかに冷れい徹てつな言葉を紡つむぐ朱西に、寧孫はなにか言おうとした。しかし恐おそれを感じたかのように「もうよい」と短く答え沈ちん黙もくした。

（このお方は、俺が当主として立った時点で利用価値がなくなった。勝手に動かれても困る。ただ大人しくしてもらっていれば良いだけ。それには脅おどすのが最も有効だ）

　寧孫と同様に、あの熒惑という男も今後掌しよう握あくする必要があるはず。

　自ら熒惑と呼べとは、ふざけた男だ。こけおどしの仮面も、純白という芝しば居いがかった感のある衣装も、朱西にはふざけているとしか映らない。だが五、六年も前から鳳家に接せつ触しよくし、なおかつ今まで鳳家との関係が続いているとなると、鳳家にとっては重要な人物なのだろう。

　自らの望みを果たすため、寧孫にも熒惑にも役立ってもらわねばならない。油断なく彼らを観察し、思考を推測し、彼らの存在そのものも行動も全すべて利用するのだ。

（鳳家の手た綱づなを完全に取れるまで）

　昨日雨に打たれたのに似たひんやりとした感かん触しよくが、全身を包んでいる。これは孤こ独どくだ。
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　理美が目覚めると、室内はぼんやり明るかった。雷らい雨うは止やみ朝が来たのだと寝ぼけた頭で理解し、覚かく醒せいとともに昨夜の経緯いきさつも思い出す。はっとして飛び起き、寝しん台だいから下りる。周囲を見回したが、朱西の姿は見えなくなっていた。

（行ってしまわれた。一言もなく）

　ずきりと胸が痛むが、そのとき珠ちゃんが衫さんの裾すそをくんと引く。珠ちゃんが誘さそうように裾を引くのでそちらを見ると、寝台近くに子こ守もり百合ゆりが入った麻あさ袋ぶくろが置かれていた。朱西が採取したものだ。痛めた足を庇かばいながら麻袋に近寄り、石いし床ゆかに蠟ろうで書かれた薄うすい文字を認めた。

　それを目にした理美は、両手で口を覆おおい、思わずその場にしゃがみ込む。

「朱西様……なぜですか」

　石床には蠟で『あなたに、さしあげます』と書かれていた。朱西も理美と同様わざわざ子守百合を採取に来たはずなのに、それを全て理美に譲ゆずってくれたのだ。

（思いは綺き麗れいに消えたと仰おつしやった。自らの運命を楽しむため、陛下に反旗を翻ひるがえしたのだとも、はっきり口にされた。なのになぜ、これほどお優やさしいのですか）

　朱西のことがわからず、ただ切なくて理美はまた涙なみだがこみあげてきた。戸の隙すき間まから細い朝あさ陽ひが射さしこんで、理美の横顔を照らす。

　そうしていると遠くから、理美を呼ぶ訓記の声が聞こえた。迎むかえが来たのに違ちがいなかったが、理美は暫しばらくその場を動けなかった。
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　　　一




「心配をさせるな。訓記が半泣きで、昨夜のことを報告してきたぞ。余も聞いていて、ひやひやした」

　祥飛の居室にやって来た理美を見て、彼は開口一番そう言った。厳しい声に首をすくめる。

「すみません。珠ちゃんが急に走り出してしまったので、慌あわててしまって」

「で、あんたは護衛の訓記を振ふり切ったわけだ」

　窓辺に座っていた丈鉄は楽しそうに言って、声を殺して笑う。

　訓記にひどく心配を掛かけてしまったことは、心から申し訳なかった。理美を発見した訓記は悲鳴のように彼女の名を呼び、ぐしゃぐしゃの泣き顔で崩くずれるように理美の前に跪ひざまずいたのだ。

（あのときほど、自分が悪いことをしたと思ったことはないわ……）

　その後訓記とともに水すい祇し宮きゆうに帰き還かんし、湯ゆ浴あみして身なりを整えた。するとすぐさま祥飛から参上せよとの命令が来たのだ。報告を聞き、祥飛は理美の無事な姿を確かく認にんしたかったらしい。

　痛めた足首はまだ痛むが、薬草をあて、きつく布で固定しているので歩くのに支障はない。風か邪ぜもひかなかったのだから、あんな状じよう況きようで山に取り残されたにしてはまずまずな結果だ。

「その天てん神じん廟びようにいたっていう男は何者でしょうねぇ。案外本物の天てん仙せんだったりしないですかね」

　丈鉄が頭の後ろに腕うでを組んで、面白そうな顔をする。

「天仙にしては、顔色が悪くて機き嫌げん悪そうでした。どちらかというと、地じ獄ごくのお役人みたいな」

「地獄の官かん吏りと二人きり、恐ろしくはなかったのか」

　呆あきれたような祥飛の言葉に、どきりとした。

　訓記が天神廟に来たとき、そこにはあの青年の姿はなく、朱西の姿もなかった。天神廟にいた謎なぞの青年のことは祥飛にも話したが、朱西と会ったことは言えなかった。

　ただの挑ちよう発はつとはいえ、理美が欲しいと口にした朱西と一晩ともにしたと知れば、祥飛は心を乱すはず。ただでさえ反乱の予兆という、大きな問題が降りかかっているというのに。

（でも、後ろめたい。黙だまっていることが）

　祥飛が知らないうちに朱西に会ったことは、不義を働いているような申し訳なさがある。『あなたに、さしあげます』という言葉とともに譲られた子守百合は、水祇宮の厨ちゆう房ぼうで水にさらしてあるが、それが不義の証しよう拠このようで心苦しい。

（もやもやしているくらいなら、言うべきなのかな……）

　迷いながら「あの」と口を開きかけたとき、出入り口に現れた人物が理美の声を遮さえぎった。

「あ～、と。ちょっとお邪じや魔まします陛下。急ぎますので取り次ぎは省略いたします」

「景有？」

　姿を見せたのは、礼れい部ぶ尚しよう書しよ迅景有だ。彼はいつものような軽けい薄はくな笑顔だったが、態度に余裕がないのが見て取れた。

「本来なら周宰さい相しようか利範が参上するところですが、二人が応対中なので、わたしが代理で陛下をお連れせよとの周宰相の指示で参りました」

「応対？　なんの応対だ。二人が顔も出せぬとは何事なのだ」

「安県県けん吏り関朝雲が宮城に来ています。県吏を代表し、陛下に直接奏上したきことがあると。周宰相は急ぎ諸官を招集すべきなので、陛下に承しよう諾だくを頂けと言ってます。朝雲の奏上を諸官で聞くべきだと」

　祥飛の顔色が変わった。理美も驚おどろきに目を見開く。安県県吏関朝雲とは、彼を中心に反乱を起こしかねないと聞かされていた名だ。

「何を考えて宮城に乗りこんできたのだ、関朝雲。こちらから召めし出す前に自らとは」

「詳しよう細さいは陛下に直接申し上げると頑かたくなに言い張り、我々にも彼がなにを目的にして来たのか図はかりかねます。そこで周宰相は、彼がなんのつもりでやって来たにしろ即そく座ざに対処できるようにと、諸官を臨席させることが最良との判断です。諸官招集しますか？　陛下」

「無論だ。余も新しん和わ殿でんへ向かう」

　諸官を招集せよとの祥飛の命で、新和殿には六りく部ぶの尚書と侍じ郎ろう、王族が集められることになった。祥飛は丈鉄に「理美を水祇宮へ送り届けろ」と命じると、考仁と利範との打ち合わせをするために景有とともに室を出た。

「なにが始まるんでしょうか」

　不安のあまりぽつりと呟つぶやくと、丈鉄が気軽に言う。

「新和殿でなにが起こるか、覗のぞきに行くか？」

「いいんですか、そんなことして」

「水祇宮に帰る前に、こっそり見るぶんにはかまやしないさ。俺も見てみたいんだよな、鄙ひなの仁じん者しや」

　反乱の予兆があり、その中心にいる人物が乗りこんできたのだ。このまま水祇宮に帰って気を揉もみ続けるよりは、なにが起こるのか、この目で見られるものなら見たい。

　お願いして良いですか？　と言うと、丈鉄は餓が鬼き大だい将しようのようににやりとし、「ついて来い」と歩き出す。

　丈鉄は皇こう帝ていの私室がある昇しよう龍りゆう殿でんの北側を抜ぬけ、人目のない所を選んで新和殿へと近づいた。新和殿には命を受けた諸官が集まり始めていたが、丈鉄は彼らが出入りする南口とは反対の裏側、北側の出入り口から内部に入った。そこは玉座の裏側で天てん井じようから巨きよ大だいな緞どん帳ちようが垂れている。

　緞帳を細く開いた丈鉄はそこから表を覗き見て、小さく口笛を吹ふく。

「お、いるいる。玉座の正面に跪いている男。あれが安県県吏関朝雲だろうが……若いな」

　そこで丈鉄はちょっと首を傾かしげる。

「俺の故郷の魯ろ高こう郷ぐんも安県だからな。安県県吏である鄙の仁者の話、餓鬼の頃ころ聞いた記き憶おくがある。それなら、あんなに若いはずはないんだが」

「そんなにお若いですか？」

「俺と大差ない年頃ごろだぜ。俺が餓鬼の頃は、あいつだって餓鬼だろ」

「最年少で尚書になると噂うわさされていたとか、そのあたりの話も子どもの頃耳にしたんですか？」

「それは、陛下に仕えるようになってから聞いた話だ。餓鬼の頃に鄙の仁者の話を聞いていたから、てっきり同じ人間かと思ってたが、いくら秀しゆう才さいでも餓鬼は登とう用よう試しを受けられない。俺が餓鬼の頃に聞いた噂の人物と、あそこにいる奴やつは別人だろうな。まあ、見てみろよ」

　促うながされた理美は緞帳の隙間から表を覗き、玉座正面に跪く男を見た。その途と端たん、あっ！　と思わず小さく声が出る。

　地獄の官吏のような、不健康な顔色と不ふ機き嫌げんそうな顔。

「あの方は、儀ぎ山さん郷ごうの天神廟にいたお方です！」

　声を落としつつも焦あせり告げると、丈鉄が理美の頭の上から緞帳の隙間に目をあてる。

「間ま違ちがいないか？」

　確認の声に、理美は無言で頷うなずく。

　草色の質素な深しん衣いを身に纏まとうのは、儀山郷の天神廟にいた青年に違いない。

　集まった官吏たちは、何事かと囁ささやきかわしながら玉座正面の左右に控ひかえ、跪く関朝雲を見つめている。安県県吏が皇帝に謁えつ見けんを申し込んでいることは皆みなに知らされているが、彼がなんのために宮城にやって来て皇帝との対面を望むのか、誰だれにもわからないのだ。

　出入り口近くに控える官吏が、小さくざわついた。その方向に目をやり、理美は息を吞のむ。

　深い色の深衣に身を包み、若き王族の威い厳げんを纏って堂々と踏ふみこんで来たのは朱西だ。彼は躊躇ためらわず真っ直すぐに進むと、玉座に最も近い位置の右側に立つ。

　跪いていた朝雲が、近くに人が立った気配にちらりと目をあげた。すると朱西と目が合ったらしく、わずかに眉まゆをひそめる。朱西は微笑した。

「朱西様がなぜここに？」

「鳳家当主は皇帝の次に権けん威いある立場で、位も正しよう一いつ品ぴん。官吏として役職がないから政まつりごとに関かかわる仕事も義務もないが、発言権だけはあるのさ。それを採用するか否いなかは、陛下と官吏の判断だがな」

　思わず疑問が口をついて出ると、丈鉄が苦い顔をしながら答えてくれた。

「ただ鳳寧孫は、政に関する場に顔を出したことはないぜ。朱西の奴は、なにをする気なんだか」

（朱西様。今はもう、すごく遠い……）

　雷らい雨うの中抱だき上げてくれたときは、かつての朱西そのままだとさえ思った。なのに彼は理美の楽観的な推測や願いをあっさり打ち砕くだいた。そして上質の深衣を身に纏い王族として立つ姿は、理美とはけして交わらない場所に彼が立っているのだと思い知らされるようだった。

　侍官がひと声「陛下のおなり」と発すると、周考仁と登利範、迅景有を従えて、祥飛が姿を現す。諸官が一いつ斉せいに礼をとり、朱西もまた同様に礼をとる。玉座に上がる寸前、朱西の存在に気がついた祥飛はわずかに眉をひそめたが、そのまま玉座に着く。そして、

「皆、顔をあげよ」

　と声を張った。跪ひざまずいたまま朝雲も顔をあげた。

　玉座の上から祥飛は朝雲を冷めた目で見おろし、朝雲もまた感情の読めない静かな目で皇帝の視線を受け止める。

「安県県けん吏り関朝雲。事前に宰相にも尚書にも言えぬ、直接余に奏上すべきことがあると聞いている。その勿もつ体たいぶった話というのは、なんだ」

　すっと一つ息を吸い込むと、朝雲は口を開く。

「安県県吏関朝雲。五県県吏を代表する県吏総代として、五県県吏の総意を奏上いたします」

　声は滑なめらかな石いし床ゆかを滑すべるようで、低く静かな声なのに不思議と新和殿の中によく響ひびく。

「向こう一年、五県全域の税の徴ちよう収しゆうは見送らせて頂きます」

　朝雲の言葉の意味がすぐに飲みこめなかった理美だったが、丈鉄が「噓うそだろう」と呟いたことで、朝雲がとんでもないことを口にしたのだと理解した。

　祥飛が目を見開き、官吏たちもぽかんと口を開いている。考仁も利範も景有も、息を吞んだようだ。朱西さえも信じられないといった目をして、朝雲を見ていた。

（公こう謁えつに挑いどむときに、朱西様と勉強した。確か）

　崑国は皇帝を頂点とした中央集権の国。中央朝ちよう廷ていが国内の一いつ切さいの政を取り仕切り、統治する。

　国内には五県と呼ばれる地域があり、中央から派は遣けんされた県吏が各県を統とう括かつし、治安維い持じ、経済振しん興こう、税の徴収を行う。そしてこの五県から徴収された税が崑国財源の五割を占しめる。残りの五割は、海外との交易の利益や、都に拠きよ点てんを置く商人たちから徴収される税。

（五県の税の徴収を見送るということは、財源が半分なくなるということ!?　中央から派遣されている県吏が勝手にそんなこと、していいはずないのに！）

　反乱という恐おそろしい言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。

　あまりのことに誰もが言葉を失い、呆ぼう然ぜんとしている。その中で朝雲だけは悠ゆう然ぜんと一礼し、

「五県の経済状じよう況きようは悪化しており、税収を中央に回す余よ裕ゆうはございません。そのご報告に上がったのみですので、これにて失礼いたします」

　立ちあがりきびすを返す。ゆっくりと歩み出したその姿に、祥飛はようやく正気づいたようになり玉座から立ちあがった。

「待て、関朝雲！　そなたは、そなたたち県吏は余に弓を引くのか！」

　朝雲は立ち止まるとふり返り、無表情で答える。

「いいえ。ただ無理なものは無理なので、そのようにご報告に出向いたまでです」

「それが反逆ぞ！　その逆ぎやく賊ぞくを疾とく捕とらえよ！」

　声を張ったのは周考仁だった。声に応じ、玉座の周りを警護する衛え士じが身構えたそのとき、朝雲を庇かばうように一歩前に出た者があった。

「お待ちを。たった一言で逆賊とは、興奮しすぎではありませんか周宰さい相しよう」

　張りつめた緊きん張ちようの糸を断たち切るように、朝雲を庇いつつ微笑んだのは朱西だった。「君は」と呟き、庇われた朝雲は意外そうな顔をしたが、朱西は任せろというように目配せした。

　祥飛は呻うめく。

「朱西。おまえは」

「陛下もどうぞ、冷静におなりください。なんの審しん議ぎもなくただ捕らえろでは、野や蛮ばんに過ぎます。ここは慎しん重ちように審議したうえで結論を出すべきかと。審議一つもなく鄙の仁者を捕らえたとなれば、民たみからの陛下への信しん頼らいも揺ゆらぎましょう。鄙の仁者は庶しよ民みんに格別人気がある」

　考仁が、視線で射殺そうとするかのように朱西を睨にらみつけていた。利範は拳こぶしを握にぎり、景有は鋭するどく目を細めている。

「関朝雲の奏上に関して、まずそれがもっともな申し出であるのか、反逆であるのか、実態を調べ審議する必要がありましょう」

　よどみなく朱西は続ける。官かん吏りたちは戸と惑まどっているようだ。朱西と祥飛が睨み合うのを、息を詰つめて見守っている。

「しかしその間、関朝雲を野放しというわけにはいかないというお気持ちも理解いたします。それならばどうでしょう。彼の身み柄がら、しばらく鳳家が預かりましょう。審議は陛下をはじめ、政を取り仕切る宰相、尚しよう書しよ方でご存分に。鳳家は政に関かん与よできぬ故ゆえ、審議の間は鳳家が朝雲を預かるというのは、ちょうど良い落としどころかと思いますが。如何いかがでしょうか」

　朱西がなぜ朝雲を預かろうと言い出したのかはわからなかったが、彼が口にした全すべてが、理美には正論に聞こえた。

　いくら途と方ほうもないことを言い出したからと、即そく座ざにその者を捕ほ縛ばくするのは法で治める国としては野蛮すぎる。審議が必要なのは当然で、そしてその間朝雲を預かるのは、政に関わることはできないが、王族として身分も財力も信頼もある鳳家が最適。

　官吏たちもそう思ったらしく、朱西の声に頷く者が多数あった。

　しかし。

（これじゃ、陛下と朱西様が真っ向からぶつかって、鮮あざやかに朱西様が勝ったように見える）

　考仁の目に冷たい怒いかりの炎ほのおが見えた。彼は仇きゆう敵てきのように朱西を見つめ続けていたが、朱西は考仁の方へは視線を向けない。彼が目を向けているのは、祥飛ただ一人。

「朱西の奴、真っ向から陛下に盾たて突つく姿勢を諸官に見せつけるつもりだな」

　呟つぶやく丈鉄の言葉に、不安が湧き起こった。祥飛にとっても朱西にとっても、公おおやけに対立の姿勢を見せることは良くない。それによって、思わぬ災さい厄やくが起こりそうな予感がする。

　祥飛は今この瞬しゆん間かん、どれほど傷ついているだろうか。官吏たちは、朱西にやり込められている祥飛をどう見るか。ただでさえ若き皇こう帝ていを侮あなどる気配があるというのに。

　嚙かみしめた祥飛の唇くちびるがわずかに震ふるえている。怒りだろう。

　朱西の正論を前に朝雲の捕縛を命じれば、祥飛が常識をわきまえない子どもに見える。ここは朱西の主張を認めるべきだが、「わかった」と言うことは祥飛の誇ほこりが許さない。

　祥飛に向かって朱西は微笑む。

「陛下も異存はないご様子なので、関朝雲を連れて退出いたしましょう。審議は皆さまで」

　沈ちん黙もくを了りよう承しようにすり替かえた朱西は、朝雲の背を軽く押して促うながし、歩き出す。朱西が大おお扉とびらを出ようとするその背中に向け、唇を震わせていた祥飛が我が慢まんできぬとばかりに怒ど鳴なった。

「朱西!!」

　ふり返った朱西は綺き麗れいに一礼した。そして勝者の笑えみを残し、背を向けて出て行く。

　祥飛は身を投げるようにして玉座に座ると、両の拳で肘ひじ掛かけを強く打ちつけた。その音が新しん和わ殿でんの中に反はん響きようした。
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　　　二




　なにもかもが打ち砕かれたような気分で、祥飛は居室へさがった。長なが椅い子すに身を預け、顔を片手で覆おおい立ちあがる気力もない。

　玉座を下りた途と端たんに、考仁、利範、景有は厳しい顔で、朝雲にどう対処すべきか相談したいと近寄ってきた。しかし祥飛は明日まで待てと言い置き、逃にげるようにして新和殿を出た。

　とても人と話せる気分ではない。侍じ官かんも官吏も丈鉄も、室に近づくなと命じてある。

（朱西が、あれほど厄やつ介かいな存在になろうとは）

　祥飛を支えていた食しき学がく博士はかせであり侍中であった男は、頼たよりになる秀しゆう才さいだった。味方であったときは彼以上に頼たのもしい男はいなかったが、敵に回ってみれば、彼ほど恐こわい男はいない。それが身に染しみて、祥飛は絶望的な気持ちになった。

（朱西は余が憎にくいのだろうか？）

　そうとしか思えない仕打ちだ。しかしなぜ憎まれているのか、確たる理由がわからない。唯ゆい一いつあるとすれば理美のことだろうか。

（それほど理美を欲ほつしたのか。朱西がそれほど理美を欲していたと知っていたら……、そして、こんなことになるくらいだったなら……、いっそ理美を朱西に……）

　そこまで思考が展開したとき、自分でもぎくりとした。

（なにを考えたのだ!?）

　今この瞬間も、祥飛は理美の顔を見たい。あのとぼけた笑顔を見て、柔やわらかな気配に触ふれれば、絶望感がやわらぐだろう。

　しかし今、祥飛は彼女に対してなにを思ったのか。まるで彼女を品物のように───。

　痛みを感じ、胸の辺りを押さえた。自分は、彼女の顔を正面から見る資格がない気がした。

「陛下？」

　ふいに近くで声がしたので、ぎょっとして顔をあげた。視界に入ったのは、長椅子の前に跪ひざまずき祥飛を見あげる伯礼だった。美しい薄うす茶ちやの瞳ひとみが、気き遣づかわしげな色を宿していた。

「侍官も官吏も、誰だれも近づくなと命じたはずだぞ」

「わたしは内侍ですから、侍官でも官吏でもありません」

「また詭き弁べんを弄ろうするか。さがれ」

「内侍監を拝命しても、わたしは今も陛下付き内侍のつもりです。内侍は陛下をお慰なぐさめすることを務めと心得ます。大変お顔の色が悪い。お苦しいですか？」

「苦しくなど」

「ない」と答えかけたが、伯礼の目があまりに優やさしくて、ふいに昔のことを思い出す。伯礼がまだ兄公子として後宮にあったとき、祥飛に微笑ほほえみかけてくれたことを。微笑みかけられたことが嬉うれしかった。それは、そこに祥飛を気遣う思いやりを感じたから───今と同じく。

　突とつ然ぜん視界が滲にじむ。なぜかわからないが熱くこみあげるものがあり、顔を背そむけた。

「陛下？」

　祥飛は、黙だまって顔を背け続けた。するとふわりと頭を抱だかれた。

　小さな子を慈いつくしむように、伯礼は柔らかく祥飛の頭を抱き寄せていた。「よせ」と小声で抵てい抗こうしたが、伯礼は聞こえないふりをして、よりしっかりと祥飛を抱き寄せる。

「おつらいですね。皇帝は弱みを見せられないもの。ですがその苦く悩のうを癒いやすために皇后があり、四夫人があり、後宮があります。理美に会いに行きなさい。今の陛下には必要ですよ」

「行けぬ」

「なぜですか？　こんなときこそ」

「行く資格がない。余は今、ひどいことを考えた」

　歯を食いしばり、祥飛は伯礼の袖そでに額をこすりつけた。すべすべした絹の感かん触しよく。なんの香かおりかわからないが、甘く優しい香りが伯礼の衣きぬからする。

「朱西が理美を欲して余を憎み敵となったのだとしたら、それを避さけられたのではないかと。こうなる前に朱西がそれほど理美を欲していると知っていたら、理美を朱西に……と。まるで理美を、人形かなにかのように」

　その声を受けとめるように「そうですか」と、伯礼は頷うなずく。

「ありがちなことです。人は苦しいと、苦し紛まぎれに色々なことを考えます。苦しみから逃のがれたいばかりに、ひどいことをたくさん考えます。自分でも気分が悪くなるほど考えるものです」

　苦し紛れの祥飛の非道な考えも、伯礼は責めない。彼は多くの苦しみや哀かなしみを経験したから、それができるのだろう。本当に苦しいとき、人は思いもよらないことを考える。それを知らず、残ざん酷こくなことを心に浮うかべて苦しむ者を責めるのは、きっと幸福しか知らない人だ。真の苦痛を感じたことがないのだ。

「けれどそれを後こう悔かいするのであればこそ、理美に会いにお行きなさい」

　これは内侍監蔡伯礼の声ではない、兄公子の声だ。それを感じた祥飛は小さく頷く。
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　子こ守もり百合ゆりの球根を半日水にさらせば、灰汁あくが抜ぬける。理美はそれを水から引きあげると綺麗に洗い、蒸むし器で蒸した。そうすると水分の少ない球根はほろほろと崩くずれたので、さらに細かく砕くだき、上新粉と砂糖を混ぜて丸め、小さな一口大の餅もちにしてみた。

　珠ちゃんに一つあげてみると、美味おいしそうにぺろりと食べた。理美も味見したが、ほんのりと甘さがあり柔らかく、口当たりが良い。黒くろ蜜みつや甘い胡ご麻まだれをまぶして食べても美味しいだろうが、甘い汁しる物ものに入れても良い。

　夜食としては、つるりと口に入る甘い汁が良いだろう。

　祥飛の夜食として饗きようするために手に入れた子守百合だが、昼間の出来事を考えれば、祥飛が理美の夜食をのんびり食べる暇ひまはないかもしれない。

　今日は無理でも、明日でも明後日あさつてでも、せめて夜食だけでも祥飛の元へ届けられないだろうか。そんなことを考えながら厨ちゆう房ぼうを出た。

（陛下は今、どうしていらっしゃるかな）

　満月が、水すい祇し宮きゆうの中心をなす翡ひ翠すい泉せんの水みな面もに一本の光の道を落としていた。さざ波に揺ゆらぐ輝かがやきを見つめながら、理美は露ろ台だいの欄らん干かんに行ぎよう儀ぎ悪わるく腰こしかけた。

　珠ちゃんは楽しそうに、欄干の上を行ったり来たりして遊びはじめる。

（朱西様が恐い）

　笑顔のままで、祥飛と真っ向から対立して打ちのめした彼を、理美は初めて恐おそろしいと思った。そして同時に、怒りに震える祥飛をすぐさま抱きしめて守りたいような衝しよう動どうも感じた。

（陛下のために子守百合を探していたわたしに、朱西様はそれを譲ゆずってくださった。その優しさがありながら、なぜあんなに恐いこともできるの？）

　湖面を渡わたる風に歩ほ揺ようが揺れ、しゃらしゃらと鳴る音が虚むなしい気持ちに反響していた。

「理美」

　背後から声をかけられ、びっくりした理美は体の均きん衡こうを崩した。ぐらりと視界が揺れ、体が湖の方へと投げ出されそうになった。悲鳴をあげる直前、駆かけてきた声の主が危あやういところで理美の腰をかかえて支えた。

「おまえは、余の前で身投げでもするつもりか!?　とぼけた行動もたいがいにせよ！」

　何度か瞬まばたきすると、鼻先が触れるほど近くにある整った目鼻と長い睫まつげを見つめた。

「陛下。どうして、ここに。おみえになるという先さき触ぶれは、来てません」

「先触れなど、もどかしい。余が一人、馬を飛ばしてきたのだ。供も連れていない」

「えええっ!?　そんな危ない真似まねをなさったんですか。なんて無む茶ちやな。なんでそんなことを」

「すぐに、おまえに会いたかった。だからだ。悪いのか」

　綺き麗れいな目で悪いのかとすごまれると、理美はほわりと笑ってしまった。その笑え顔がおに祥飛は照れたような顔をして、理美の体を歩ほ廊ろうの床ゆかへと下ろしてくれる。

「なんだ、そのしまりのない顔は」

「わたしも陛下のお顔を見られたことが嬉しかったので。夜食を準備してたんです。それを陛下に食べて頂けるんだなぁ、と思って」

「余が来ることを予想していたのか？」

「いいえ、来られることはないと思ってました。けれど、万が一もありますから」

「万が一のために準備していたというのか？」

「はい。すぐにお持ちします」

　祥飛が、無理をして水祇宮に顔を出したのは間ま違ちがいない。今は夜な夜な遊びに興じるほど、時間的にも心理的にも余よ裕ゆうはないはず。それでもここに来たのには求めるものがあるから。無理をして求めたものは、疲つかれきった神経を慰めるものに違ちがいない。

　そんなときに頼ってもらえることが、嬉しい。

　女としての慰めを期待されている可能性は、なきにしもあらず。しかし祥飛は夜よ儀ぎが終わるまでそのようなことはしないと明言した。となると彼が理美に求めるのは別の慰め。優しい声かもしれないし、優しい言葉かもしれない。けれどそれ以上に理美は、祥飛を慰められるものを持っている。

（食しき学がくをもとにした夜食を饗する）

　急ぎ厨房へ向かうと、準備していた子守百合の餅を、保存用の木き枠わくから取り出す。

　おそらく祥飛は今夜のうちに宮城に戻もどるので、眠ねむる直前の食事ではなく、もう少し体を動かすための力を与あたえる食事としたい。となると温かい汁物よりも、体を動かす熱量を得られる甘みが強い方がいい。

　子守百合の餅に黒蜜をたっぷりとまぶすと、白磁の器うつわに盛って祥飛の元へ戻った。

　祥飛は露台に置かれた卓たく子しに着き、水面に映る月の階きざはしを見つめている。

「食学をもとにした夜食、百パイ合フエア餅ピンです。お召めし上がりください」

　百合餅とともに、渋しぶみが少なく覚かく醒せい作用のない蒲公英たんぽぽ茶を白磁の湯飲みで饗す。百合餅と同様に器に白磁を選んだのは、乱れきった祥飛の心に負担をかけぬよう、できるだけ視覚からの刺し激げきも少ない方が良いと判断したから。

（甘い食べ物は人の心をほぐす。甘さは体の中で熱になり、気力を与えてくれる）

　祥飛は、百合餅に手を伸のばし口へ運ぶ。「お口に合いますか」と問うと「甘い」と、文句を言うように答える。しかし祥飛は百合餅を平らげた。

「百合餅というからには、これの材料は百合なのか」

　蒲公英茶に口をつけながら問う祥飛の声が、さっきに比べてすこし柔やわらかい。

「はい。昨日儀ぎ山さん郷ごうへ行ったのは、この材料の子守百合を手に入れるためだったんです。そのために、陛下にも訓記様にも大変なご心配をかけてしまいましたが」

　そこで理美は、山中の天てん神じん廟びようにいた関朝雲の様子を思い出す。

　質素な身なりで、あんな山中に一人でいた彼が安県県けん吏りだとは思ってもみなかった。県吏と言えばそれなりの重職である。屋や敷しきを構え使用人を置き、絹の衣装を身につけていてもいいはず。しかしあの場所にいた彼には立派な屋敷や絹に興味のない、天てん仙せんめいた清せい廉れんさがあった。

「儀山郷山中の天神廟で、一晩の宿を借りましたが。そこにいたのが、関朝雲様だったんです。今日、お顔を見てわかりました」

「なんだと!?　あいつだったのか！　そこで奴やつはなにをしていたのだ」

　祥飛が身を乗り出す。

「なにもしていませんでした。ただあそこに住んでいるふうで。その様子がまるで私利私し欲よくのない……というよりも、名めい誉よやお金や色に興味すらない、そんなご様子に見えたんです。そんなお方が何故なぜ陛下に反逆しようとお考えになったのか、不思議でなりません」

　朝雲は私利私欲に走る悪徳役人というよりは、変わり者でとっつきにくいが意外に親切な人、という印象だった。

「しかし馬維順が県吏の専横を訴うつたえ、助けを求めて来たのだぞ。しかも朱西が朝雲を庇かばった」

「そうでしたよね。なにが、どうなっているのでしょうか？」

「確かに朝雲がなにをしたいのかは、いま一つわからぬ。地方から反乱を企くわだてるにしても、なぜ直接馬ば鹿かみたいに余の所へ出向き、中央へ税を納めないと宣言する必要がある。書状一枚使いに持たせ、地方は独立すると宣言した方がよほど安全だ」

　祥飛は視線を床に落とし、考え込む。その様子に理美は頼たのもしさを感じる。

　さっきまでの焦あせり混乱した気配がなりをひそめ、彼は現状を吟ぎん味みする冷静さを取り戻しているようだ。次々に降りかかってくる難題に、若く経験も浅い祥飛は振ふり回されがちだし、朱西を失ったことで気弱になっている。

　それでもこうやって立ち止まり、甘い物を口にして一息つけば、落ち着くことができる。落ち着きを取り戻すだけで、皇こう帝ていとしての資質が表れる。兎うさぎのように気弱であれば、百合餅や温かい蒲公英茶程度では気は休まらない。

　もっともっと、真っ直ぐに天高く、祥飛には伸びて欲しいと願ってしまう。

「朝雲の真意を知るためにも、現状を知る必要がある。地方の内情を知らねばならぬが、県吏たちの専横が本当であるとするならば、県吏たちからの報告はあてにならない。しかし政まつりごとの組織として、県吏以上に各県の現状を把は握あくしている者はいない。となると本来の組織に属さぬ形で、地方の現状を的確に調査し知るにはどうしたら良いか……。利範に命じて調査隊を組織させるのが常道だが、時間がかかりすぎるうえに、調査隊が県吏に買収されるやもしれぬし」

　そこで祥飛は、決意を秘ひめた目で低く呟つぶやく。

「余が、行くか。身分を隠かくし直接地方を見て回れば」

「陛下それは～、あまりにも無む謀ぼうです～」

　とんでもない発想に脱だつ力りよくしたとき。

「そうですわ。その思いつき、無謀中の無謀ですわ」

　女性らしい甘い声質ながら、堂々たる口調の声が、露台とつながる室から聞こえた。
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　理美と祥飛が同時にそちらをふり返ると、室内の暗がりから四つの花が浮うかぶように華か麗れいな姿が現れる。四し夫ふ人じんだった。声は宋貴き妃ひの声だったらしい。しかも現れたのは四夫人ばかりではなく、彼女らの背後には丈鉄と伯礼の姿もあった。

　四夫人は一様に引き締しまった表情だが、ことに鳳徳とく妃ひの目にはなにやら決意めいたものが宿っており、凜り々りしさが際きわ立だち特に目を引く。

「そなたたちは、なぜ水すい祇し宮きゆうにいる」

　驚おどろいた様子の祥飛に向かって、宋貴妃は艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「伯礼から、陛下がお疲れのご様子と聞きましたの。お慰なぐさめするのは雪宝林だけでは荷が重いだろうと、来てさしあげました」

　それに続いて温賢けん妃ひが、穏おだやかに諫いさめるように言う。

「来てよかったですわ。陛下がそのような無謀なことをお考えなのを、知ることができました。皇帝陛下自ら、その身を危険にさらすような真似はおやめくださいませ」

「しかし悠ゆう長ちように構えていることはできぬのだ。この危難に立ち向かうためには」

「俺が行きますよ」

　祥飛の反論を丈鉄が遮さえぎり、前に進み出た。

「俺が地方の内情を探さぐりに行きましょう。陛下よりも体力はあるし、世せ俗ぞくに通じてる分、隠された情報も得やすい。単独であれば行動も速い。にわか仕立てで組織される官かん吏りの調査隊よりも役に立つだろう自信は、ありますけどね？」

「おまえが？」

　意外な申し出だったらしく、祥飛は目を丸くした。

「信用できませんか？　でも信じてもらわなければ、俺の立場がないんですけどね。俺は、あなたの剣けんになると誓ちかいました。それなのに主あるじが認めてくれないんじゃ、とんだ間ま抜ぬけだ」

「いや、信しん頼らいしてないわけではない。ただ……忘れていた。おまえがいることを」

「なんとひどいですね」

　丈鉄は、わざとらしく肩かたを落とすふりをしたが目は笑っていた。

「でも思い出したのであれば、命じてください。行けと」

　膝ひざを折ると丈鉄は、笑いながら頭こうべを垂れる。すると突とつ然ぜん余淑しゆく妃ひが、ついと前に出てきた。「おや」と片かた眉まゆをあげた丈鉄の隣となりで、彼女は拳こぶしを握にぎって声を張った。

「陛下。丈鉄に命じるなら、わたしにも命じてください！」

　意を決したような唐とう突とつな要求に、祥飛も理美も面めん食くらう。

「なにを命じろというのだ」

「わたしは馬維順の娘むすめです。強ごう欲よくで嫌いやらしくて、わたしはあんな人大だい嫌きらいだけど、間ま違ちがいなく崑国全土を股またに掛かける大商人で、だからこそ地方の実情も、お役人様よりも的確に素す早ばやく手に入れているはずなんです。宿下がりしてあの人の近くに帰れば、たくさんの情報を得られます。丈鉄が集める情報とあわせれば、きっと正確に地方の様子がわかるはずなんです」

　余淑妃の目には強い決意がある。

（そうしてもらえれば、どれほど有効な情報が集まるか）

　そうは思うが、理美は余淑妃がどれほど父親を嫌っているか知っている。父親を憎にくむあまり、男全すべてが嫌いになったほどなのだから、無理はさせたくない。

　するとさらに鳳徳妃が歩み出て余淑妃に並ぶと、祥飛に今一度礼をとり顔をあげた。緊きん張ちようした鳳徳妃の横顔は、硬こう質しつな美しさ。

「わたしにもお命じくださいませ陛下。鳳家の真意を探れと。わたしも余淑妃様と同様に、里帰りと称しようして鳳家へ入り込むことが可能です」

「今日のことで鳳家は、あからさまに余と対立する姿勢を見せたのだぞ。いわば余にとって敵地。実家とはいえ、余の妃きさきたる者が滞たい在ざいするのは危険を伴ともなう。余淑妃にしても、毒虫のように毛け嫌ぎらいしている父と過ごすのは、危険はないが気持ちの良い役目ではあるまい。しかも」

「陛下」

　躊躇ためらう祥飛の言葉を、宋貴妃が微笑みで遮る。

「ご安心ください。余淑妃様にはわたしが、鳳徳妃様には温賢妃様が同行いたしますわ。仲の良い者どうし、後宮を離はなれて息いき抜ぬきに来たとでも言って。わたしが余淑妃様に同行すれば、淑妃様のお気持ちもすこしは穏やかで居られますわ。鳳徳妃様に温賢妃様が同行すれば、温賢妃様の侍じ女じよも同行しますから、鳳家に飼い慣らされて骨ほね抜ぬきにされた侍女だけが周囲を固める心配はありません。温賢妃様の連れて行く取り巻きが、鳳徳妃様の安全確保の保険にもなります。温賢妃様は五大家のご出身。鳳家も粗そ略りやくに扱あつかわないでしょう」

「陛下のご心配は、わかっております。それを考えたうえでの申し出です。そうですよね皆みなさま」

　温賢妃は控ひかえめに告げるが、「お任せください」と言いたげな自信と決意がみなぎっている。

　互たがいに視線を交かわした四夫人は頷うなずきあう。

　宋貴妃は改めて祥飛を真っ直すぐ見み据すえた。

「わたしたちは、陛下の臣です。陛下がそう仰おつしやったからには」
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　祥飛は半ば呆ぼう然ぜんとしていた。

（丈鉄のこともそうだが、四夫人のことも忘れていた。確かに余は明めい来らい告こく地ちのとき、四夫人に言った。余を主として仕えよと。余の最も頼たよりになる臣下としてあつかうと）

　彼女たちはそれを胸に刻み、祥飛に仕えようとしているのだ。

　夜よ儀ぎを延期したと知ったとき四夫人は怒おこったが、その後祥飛の気持ちを汲くみ引き下がった。あのときも彼女たちは引き下がりながら、祥飛の臣であると告げてくれたではないか。

　ただあのとき祥飛は、なぜ彼女たちがそんなことを言うのか理解できていなかった。彼女たちははっきりと「明来告地の日より変わりませんわ」と言っていたのに。

（余は忘れていた。けれど四夫人は忘れていなかった）

　明来告地のときに祥飛がした決断、そして四夫人に与あたえた言葉を、彼女たちは喜んでくれたということなのだ。だからこそ今、ここで祥飛を見つめてくれている。

（あのときも、四夫人の誰だれを選ぶべきか余は困った。そして四人のうち誰も選べぬと結論を出し、儀ぎ式しきの様式を無視した）

　それは間違っていなかったということ。

（四夫人が余の臣としてここに居る。いや、四夫人だけではないのか）

　徐じよ々じよに心の目が開くように、自分の周囲が見えた。

　丈鉄は、自由の身になったときですら祥飛が愛する女を命がけで守った。そして祥飛の剣となると約束し、約束を違たがわず今ここにいる。

　伯礼は祥飛に皇こう帝ていの資質があるかなきか見み極きわめるのだと言いながらも、内侍という立場を越こえるほど力を尽つくし、仕えてくれる。そして兄公子としての声を聞かせてくれた。

　さらに今夜、やってくる可能性がほとんどなかった祥飛のために、理美は夜食を作っていてくれた。祥飛はそれに慰められ、知らず冷静になっていた。おそらく彼女はそれを願って、夜食を準備していたに違いない。そこにある祥飛を気き遣づかう真心は疑う余地がない。

　朱西が去ったあと、自分の立つ場所はどうしようもなく不安定で、寂さびしくて、ぐらついているような気がしていた。だがそれは、祥飛が大切なものをすっかり忘れて、そこに存在する者に気がついていなかったからだ。
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　理美も四夫人も、丈鉄も伯礼も、祥飛の傍かたわらにいる。

　彼らが仕える主である自分が、頼りなく、ぐらついていては駄だ目めだ。彼らが祥飛の元にありそこを居場所と決めてくれるなら、自分はそれに応こたえて居場所たり得ねばならない。そして彼らの居場所になることこそが、自らの居場所でもある。

　皇帝という居場所。それは幼い頃ころから望んだ居場所だが、想像していたのと違う。想像よりももっと責任が重く、心が痛む。人の居場所たり得る存在というのは、なかなかに重い。

　だがそれを望み、そして今否いや応おうなくその場所にあるのだから。

（守らねばならぬ。己おのれの居場所でもあり、臣たちの居場所でもある、己自身を）

　それが皇帝の務め。

（余は皇帝だ）

　強い声で心の中で言う。

　丈鉄は跪ひざまずき命令を待つ。四夫人はそろって祥飛を見つめる。

　四夫人へかけた言葉すら忘れ、忠誠心にさえ気づけなかった自分は愚おろかであるし、彼女たちに対して不誠実で申し訳ない主であった。しかしだからこそこれから、彼女たちに相応ふさわしい主として命じなければならない。

　一つ息を吸い口を開く。

「丈鉄。急ぎ安寧を立ち、五県全域の農作物の生育状じよう況きようや天候、治安、経済、民たみの暮らしぶり、つぶさに調べ余に報告せよ。同時に、余淑妃は宋貴き妃ひと……」

　丈鉄、余淑妃、宋貴妃と順に目を向ける。

「二人とも宿下がりし、馬維順の元に集まる地方の情報を余に知らせよ。そして鳳徳とく妃ひは温賢けん妃ひとともに鳳家に宿下がりだ。鳳家当主が何を目もく論ろみ、関朝雲を鳳家の庇ひ護ごの元に置くのか、その真意を探さぐれ」

　静かに命じる声に、丈鉄も四し夫ふ人じんも頭こうべを垂れる。

「余は、利範に地方の実情を探らせつつ、考仁と利範、景有と図はかり、朝雲にどう対処すべきか検討する。県けん吏りたちの専横が事実であるなら、即そく座ざに粛しゆく正せいできるように備える」

　一気にそこまで言うと一呼吸置く。

「皆、無理をするな。特に鳳徳妃に温賢妃。そなたたち二人は敵地に乗りこむのであれば、なにがあるかわからぬ。だがそなたたちならば、余に必要なものを持ち帰ると信じて命じる。自らの身の安全は、自ら正しく判断し対処せよ。そなたたちが引き時と感じるときが適時だ」

　丈鉄と四夫人は、静かに祥飛を見つめている。その視線に応こたえるように祥飛は告げた。

「頼たのむ。余の臣たち」
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　祥飛の声と微笑ほほえみに理美は小さく震ふるえた。今までの祥飛と、どこかがすこし違う。蝶ちようがゆっくりと羽う化かする様を見せつけられているようだった。

　水みな面もにかかる月光の階きざはしが、揺ゆらめき美しい。







　丈鉄はその夜のうちに安寧を立った。彼は自分が不在の間の祥飛の護衛として、許訓記に全てを託たくすことに決めたらしい。出発前に訓記を訪ね、気を抜ぬくなと釘くぎを刺さしたようだ。

　翌日から生き真ま面じ目めな訓記が、祥飛に鬱うつ陶とうしがられるほど、ぴたりと寄り添そっていた。

「いつでも、ぴったり、くっついていろと丈鉄さんに言われました！」

　と言い、訓記は頰ほおをつやつやさせながら潑はつ剌らつとしている。祥飛は「丈鉄は面おも白しろ半分で、訓記にくっついていろと言ったに違いない」とむくれていた。訓記に「くっついていろ」などと言えば、寝しん台だいの中までくっついてくる勢いになるだろうと想像がつく。

（丈鉄様は大だい丈じよう夫ぶそうだけど。心配なのは四夫人方よね）

　理美は数日後、こし餡あんを皮で包んでぱりぱりに揚あげ、砂糖でまぶした茶ちや菓が子しを作った。それを山のようにこしらえて後宮へ向かう。茶菓子を持参したことを理由にして四夫人に会うためだ。四夫人は明日から、それぞれ馬家と鳳家へ向かうのだ。

　余淑しゆく妃ひは心の底から毛嫌いしている実父の元へ行くのだし、それに同行するのが宋貴妃だ。彼女は馬維順から妻にと望まれたことがあり、因いん縁ねんのある間あいだ柄がら。

　そして鳳徳妃の実家は、言わずもがな。祥飛に忠誠を誓ちかう鳳徳妃は敵地に乗りこむようなものだし、しかもそこには当主となった朱西がいるのだ。五大家を実家とする温賢妃が同行していても、何事もなく過ごせるのかと心配になる。

　近ちか頃ごろの朱西の行動は読めない。突とつ然ぜん大だい胆たんに、冷れい徹てつな振ふる舞まいにおよぶ可能性がある。

　そんな不安を抱いだいていたから、実家へ行く前の彼女たちに会いたかったのだ。

　余淑妃の住まう太たい曜よう宮きゆうに顔を出すと、宋貴妃も一いつ緒しよにいて宿下がりに持参するべきものをあれこれ準備している最中だった。

「わぁ、お姉様！　嬉うれしい。お茶菓子がこんなに」

　きつね色に揚がった、細長いぱりぱりの菓子は、砂糖がまぶされきらきらしていた。居室は準備のために散らかっているからと、庭院にわの四阿あずまやに案内されてそこで茶が振る舞われた。庭院の植えこみには、白と黄の小さな蝶が気まぐれに楽しげに遊んでいた。

「このお菓子おいしい。お姉様が後宮にいないから、毎日のお菓子がちょっと物足りないの。でも、たまにこうやって来て頂けると喜びが大きくなるから、これはこれで良いのかもね！」

　わざとらしいほど、きゃっきゃっと嬉しそうな声を出す余淑妃に、理美はすこし困ってしまう。無理をしているのが、よくわかるのだ。余淑妃は、父親を心から嫌きらっている。父親が嫌いなあまり、男全すべてが嫌いになったほどなのだ。そんな父親の元へ帰るのは、祥飛の助けをするためとはいえ、どれほど気が重いことか。

「後宮にお戻もどりになったら、余淑妃様のお好きなお菓子をたくさん作ります」

「やった！　じゃあ、ふかふかの蒸むし菓子が欲しい。干した果物を砕くだいて散らしてある、あれ」

「承知しました。たくさん召めし上がれるように、元気にお戻りくださいね余淑妃様」

「そうよね……うん」

　ふと疲つかれたように、余淑妃は力ない笑え顔がおで答えた。その表情を目まの当たりにすると、胸が痛む。だからつい訊きいてしまった。

「淑妃様。ご無理されてませんか？」

「愚ぐ問もんね雪宝ほう林りん。本当にお馬ば鹿かさん」

　手にしていた茶器を卓たく子しに置くと、宋貴妃がきっと理美を睨にらむ。
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「え？　愚問でしたか？」

「愚問中の愚問よ。無理しなければ、馬維順の元へなど帰れない。けれど無理してでも帰ると決めたのだから、無理をしているのよ。わたしも無理しているに決まっているでしょう」

　宋貴妃は傲ごう然ぜんと胸を反らす。

「恥はじ知しらずな男の元へ、いっときとはいえ身を寄せるのは怖おぞ気けが走るわ。けれど陛下のために無理をすると、わたしたちは決めたのだからそれで良いの。だからあなたは、わたしたちのためにわたしたちが不在の間は陛下をしっかりお慰なぐさめして、そしてわたしたちが後宮に帰ってきたら、寝ねる間も惜おしんでお菓子を作りなさい！　もちろん、香かおり漬づけも山のように持ってこなければ承知しないわ。あれが切れると、わたしの肌はだの調子が途と端たんに悪くなるのだからね」

　理美はきょとんとしてしまった。これは怒おこられたのか、頼たよられたのか、慰められたのか、よくわからない。それら全部ひっくるめているのかもしれない。

「わぁ～、宋貴妃様。偉えらそう～」

　高飛車ぶりに余淑妃が半ば感動したような声を出すと、宋貴妃はさらに顎あごをつんとあげる。

「偉そうではなくて、わたしは偉いのよ。四夫人なのだから」

　余淑妃が噴ふき出す。

「それじゃあ、わたしも同じですよぉ」

「そうよ。だからあなたも偉いのよ。自覚なさい」

　笑いながら「はぁい」と答える余淑妃につられ、理美も笑ってしまう。宋貴妃の強気と、気分の転てん換かんが早い余淑妃が頼もしい。

　二人の様子にすこし安心した理美は「温賢妃様、鳳徳妃様へも菓子をお持ちしなければならないので」と断って、太曜宮を後にした。

　温賢妃の宮きゆう殿でんである太たい高こう宮きゆうでも、鳳家へ向かうための準備がなされていた。温賢妃も菓子を喜び、気き遣づかいに感謝してくれた。そして自分は別段心配ないと笑った後、ふと表情を曇くもらせ頰に手を添えて嘆たん息そくした。

「わたしは平気です。別に不安もありませんが、鳳徳妃様が心配です。ご実家にお戻りになることに、責任と重圧を感じていらっしゃるみたいです。陛下に忠誠を誓う鳳徳妃様にとっては、実家でありながら敵てき陣じん。裏切り者とそしられるでしょうから」

「わたしよりも、鳳徳妃様を勇気づけてあげてください」という、思いやりに満ちた温賢妃に促うながされ、理美は太高宮を早々に辞し、鳳徳とく妃ひの宮殿である太たい白はく宮きゆうを訪ねた。

　鳳徳妃は居室で、長い足をすらりと組んで悠ゆう然ぜんと長なが椅い子すに座っていた。他ほかの四し夫ふ人じんたちのように準備に追われている様子はない。準備は整っているようだった。

「さすがですねぇ、鳳徳妃様。ご準備が早いです。なにかご不安はありませんか」

「あるわけないわ」

　ふふんと笑って強気な言葉で微笑する鳳徳妃は、弱みを見せまいとしているようだった。そうやって平気なふりをするのに慣れているらしい。長椅子から立ちあがった鳳徳妃が理美が持参した菓子をつまもうとしたとき、居室の出入り口に侍じ女じよが現れた。

「徳妃様。内侍監蔡伯礼様が長期外がい泊はく許可の印状を持参されました」

　鳳徳妃の表情が強こわばり動きが止まるが、すぐに冷たい声を返す。

「おまえが受け取りなさい」

「陛下の署名のある印状なので、徳妃様に直接のお渡わたししかできないそうです」

「では、仕方ないわ。通しなさい」

　承知しましたと侍女がさがると、すぐに伯礼が姿を見せた。手には印状と、なぜか白い鳩はとを入れた鳥とり籠かごを持っていた。

　そこに理美がいることに気がついたようで、伯礼は「おや」というような顔をした。小さく会え釈しやくすると微笑み返してくれたが、すぐに無表情に戻り鳳徳妃に一礼。室内に入ると鳳徳妃の前に立つ。鳳徳妃の表情には、嫌けん悪お感かんがありありと浮うかぶ。

　二人の姿に、理美の胸が絞しぼられるように痛む。互たがいを思い合っているはずの二人が、なぜこんな様子で向かい合わなくてはならないのかと。

　成せい華か城じようの嵐あらしの夜から、ずっと二人はこんなふうにしか向かい合わない。

　伯礼は鳳徳妃の目つきなど気にとめた様子もなく、事務的に告げる。

「印状をお持ちしました。こちらは外泊の期間中手元に置いてください」

「わかったわ。印状はそこへ置いて、さがりなさい」

　卓子を顎でしゃくり、鳳徳妃は硬かたい声で命じる。伯礼は印状を卓子の上へ置くと、ついでに手にしていた鳩の籠も卓子へ置く。

「そしてこちらも、手元に置いてください。わたしの元へ戻るように訓練されていますので、鳳家にご滞たい在ざい中、使いが出せない状じよう況きようで急ぎ連れん絡らくをとる必要があるとき、こちらをお使いください」

「おまえの元へ飛ぶ鳥？　冗じよう談だんではないわ。おまえに飼い慣らされた鳥など、不潔で手元に置けるわけがない」

「鳳徳妃様！　そのような」

　嫌悪感があふれる言葉に、理美は思わず声を出した。しかしそれを伯礼が「理美」と鋭するどく遮さえぎる。はっとして口を噤つぐむと、彼は小さく首を振ふる。そして鳳徳妃に向かって微笑した。

「陛下はことに、鳳徳妃様の身を案じておられます。徳妃様が向かわれるのはご実家とはいえ、敵地であると。陛下のご心配の声を、あなた様も直接お聞きになりましたよね？　そのご心配を受け、せめてもの安全策としてこの鳥をお貸しするのです」

「ならば他の鳥を用意して。おまえ以外の元へ飛ぶ鳥を」

「鳥のように緊きん急きゆう手段を使うのは、のっぴきならない場合です。その状況であなた様の書いたものが、陛下の不利益を望む者の手に渡ってはまずい。ですから陛下が信しん頼らいする者の元へ飛ぶ鳥しか、お貸しできません。今はこの鳥しか準備できませんので、我が慢まんしてください」

「嫌いやだ。我慢ならない」

　鳳徳妃は顔を背そむけた。

「お願いいたします」

「嫌だと言っている！　その汚けがらわしい鳥とともに、さっさとさがりなさい！」

　伯礼は無表情のまま半歩鳳徳妃に歩み寄った。そして次の瞬しゆん間かん、鳳徳妃の頰ほおをぴしゃりと叩たたいた。理美は思わず両手で口を覆おおう。たいした衝しよう撃げきではなかったらしいが、鳳徳妃は目を見開き打たれた頰に手を当て、啞あ然ぜんと伯礼の顔を見ている。

「なにをするの。内侍が、四夫人に手を」

「ご無礼を鳳徳妃様。あまりに聞き分けがなくていらっしゃるので。罰ばつしたければどうぞ罰してくださって結構です。ただ、これだけは聞いて頂きます」

　淡たん々たんと、伯礼は続ける。

「わたしをどれほど嫌きらおうと、侮ぶ辱じよくしようと結構です。けれどこの鳥は、あなた様の身を心配する陛下のために、手元に置いてくださいとお願いしているもの。時間があれば別の鳥も用意できましょうが、間に合わないので手元にあるものを使うしかないのです。あなた様も陛下の臣だと仰おつしやるなら、わたしに対する嫌けん悪おで陛下の心配を増やさないで頂きたい」

「おまえのような汚らわしい、ふしだらな者が」

「わたしが汚らわしく、ふしだらでも、言っていることは間ま違ちがっていますか？」

　なにかを言い返そうと鳳徳妃は口を開きかけたが、伯礼の言葉は真っ当すぎる。賢かしこい彼女は賢い故ゆえに、真っ当な言葉に反論できず、唇くちびるを嚙かみ俯うつむく。鳳徳妃と伯礼の距きよ離りが、どんどん遠くなる気配に理美は焦あせるが、彼が事実を隠かくし通すことを望んでいるからにはなにも言えない。

「ご承知くださったようですね。その鳥は手元に置いてください。もちろんこのような緊急手段を使う状況にならないに越こしたことはありませんが、念のためです。では」

　伯礼は一礼し、室を出て行った。

　屈くつ辱じよくと怒いかりで動けない鳳徳妃に寄り添そい、理美は彼女を長椅子に座らせて茶を淹いれた。鳳徳妃に茶を手て渡わたしながら、理美はやるせなくてどうしようもない。

（伯礼様は、鳳徳妃様に一層嫌われてしまう。取り返しがつかないほど）

　鳳徳妃の手にある茶の表面に、ぽつりと一ひと粒つぶ滴しずくが落ちた。鳳徳妃が、小さな真しん珠じゆの粒のような涙なみだを、ぽろぽろとこぼす。

「あのような者に、諭さとされるなんて」

　その様子に胸がきゅんとする。鳳徳妃は自分が伯礼への嫌悪感で、わがままを言ったことを悟さとっているし、それを恥はずかしいと思っている。反省と腹立ちが入り混じった涙は、愛らしい。

「鳳徳妃様。陛下は鳳徳妃様が鳳家の真意を探さぐると申し出てくださったことを、心からお喜びなんです。でもお優やさしいから、同時にとても心配なさっているんです。だから伯礼様が」

「わかっているわ。わたしの役目は、重大」

　指先で目元を拭ぬぐうと、鳳徳妃は顔をあげた。

「鳥は連れて行くわ。陛下にご心配かけないようにね」

　鳳徳妃がそう言ってくれたことに、理美はほっとした。敵地に乗りこむ彼女には、可能な限りの安全策をとってもらいたかった。

（伯礼様が厳しく鳳徳妃様に接したのは、陛下のためだけではない。鳳徳妃様を守るために、あえて）

　それから二人で茶を飲み菓か子しをつまむと、鳳徳妃の気持ちも落ち着いた。理美は「お帰りになったらお菓子をたくさん持って来ます」と約束して太白宮を出た。

　祥飛に会いに行こうか考えたが、彼はこのところずっと考仁たちと膝ひざをつき合わせて会議を続けている。突とつ然ぜん行っても会えないだろうと判断し、水すい祇し宮きゆうへ戻もどることにした。

　馬車に乗ると窓を開き、ぬるい春風と安寧の都の喧けん噪そうを車内へ入れる。都みやこ大おお路じの市場は気温が上がるとともに一層活気を増すようで、露ろ店てんに並ぶ野菜の色が鮮あざやかになってくる。砂すな埃ぼこりも増すのだが、本能的に春に浮かれる人の気配は明るくて好きだ。

　馬車の窓から露店をぼんやり眺ながめていると、見覚えのある男の顔を見つけた。

「あれ、誰だれだっけ……あっ！」

　理美は咄とつ嗟さに、「止めてください」と御ぎよ者しやに向かって叫さけぶ。馬車が止まると理美は窓から顔を出し、人ひと混ごみに紛まぎれてほとほと歩く男を見つめた。

（あれは間違いない。関朝雲様！）

　五県の県けん吏りを代表し、祥飛に反旗を翻ひるがえそうとする男。

「そんな人が、こんなところを吞のん気きに散歩？」

　税は中央へ納められないという反逆宣言とも言える朝雲の言葉で、祥飛をはじめ朝ちよう廷ていは動どう揺ようしている。それなのにその本人が、気楽そうにふらふらと都を歩き回っているのは理り不ふ尽じんだ。悩なやみ苦しめとはいわないが、神しん妙みようにしていても良いのではないか。

　そもそも朝雲は、皇こう帝ていに盾たて突つく宣言をしたのだ。捕ほ縛ばくされなかったのは鳳家当主たる朱西の庇ひ護ごがあったからで、本来なら冷たい牢ろう獄ごくの床ゆかに座っていてもおかしくない。下手へたしたら、既すでに胴どうと首が離はなれていたかもしれない。

「それにしても、……なんて楽しくなさそうなお散歩」

　親の敵を見るように青菜を睨にらみ、財さい布ふを盗ぬすまれたかのように、露店の軒のきにぶら下がる鶏とりの肉を凝ぎよう視しする。最後には、まとめて十人ほど知り合いの不幸にあったかのように、暗い顔で茶さ楼ろうの店先に腰こしかけて茶をすする。その視線がわずかにあがったとき、馬車の窓から身を乗り出していた理美とぱちりと目が合った。

　距離があったし、雑ざつ踏とうの音で声は届くべくもなかったが、不ふ機き嫌げんそうに片かた眉まゆをあげた彼が「お花畑」と呟つぶやいたのが口の形でわかった。

（お花畑？）

　その瞬間、閃ひらめいた。

（そうか！　朝雲様はわたしが何者か知らないのかも。儀ぎ山さん郷ごうで会った、お花畑女と。天てん神じん廟びようでは朱西様と一いつ緒しよに居たのだから、わたしを鳳家に近い存在と思い込んでいる可能性もある）

　これは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機かもしれない。

（なにも知らないふりをして話しかければ、朝雲様の意図を探れる）

　祥飛も、朝雲がなにを考えてやって来たのか疑問だと漏もらしていた。朝雲の真意を知ることができれば、地方の現状も推察できるかもしれない。さらには朱西が朝雲を庇かばった理由も、わかるだろう。

　理美は御者に、ここで待っていてくださいと言い置き、馬車を降り茶楼へ向かった。
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　胸がどきどきした。関朝雲の前に立ってまずなにを話せばいいのかと、頭の中で時候の挨あい拶さつや、天気の話など、どうでもよい言葉がぐるぐる回っている。

　理美は初めて安寧の都大路に降り立った。馬車の窓から覗き見ていた大路の喧噪は、その中に身を置いてみると人の熱量や喧やかましさが押し寄せてくるようで、圧あつ倒とうされると同時にすこし恐こわい。崑国人は早口で、大声でまくし立てる人が多い。庶しよ民みんは一層その傾けい向こうがあり、和国でもほとんど人と接せつ触しよくしていなかった理美は尻しり込ごみしそうになる。珠ちゃんが裳もの中にでも居てくれれば勇気も湧わきそうだが、珠ちゃんは水祇宮で留守番中だ。

　砂埃にくしゃみしながら、朝雲の座る茶楼前に並べられた床しよう几ぎの前に立った。茶楼の中からは、湯を沸わかす蒸気と甘い蒸むし菓子の香かおりが漂ただよい出ていた。朝雲は近づいてくる理美を無表情に見つめ、前に立っても眉一つ動かさない。正面に立っても、彼がなにも言わずじっと理美を見あげているだけなので、無む理り矢や理り顔を作った。

「こ、こんにちは。わたしのこと覚えていますか？　儀山郷の天神廟で一晩お世話になった」

「君はあのときの、濡ぬれ鼠ねずみのお花畑か」

　ずいぶんな覚えられ方をしているが、今はその方が都合が良い。

「そうです！　あのときは、ありがとうございました。それで、え～と、その。そうだ、お礼もしていませんでした。なにかお礼がしたいのですけど」

「礼ならあのときの君の連れに、充じゆう分ぶんすぎるほどしてもらっている。おかげさまで、こうやって都見物もできた」

　素っ気ない答えに焦る。朱西は朝雲の命を救ったようなものだから礼としては充分なのだろうが、それでは理美の目的を果たせないので食い下がる。

「でも、でも。朱西様がお礼をしても、わたしの方はなにもお礼できてません。だから」

「君は鳳家当主と縁えん続つづきではないのか？　わたしの方は、と、君は自分を鳳家当主とは切り離して考えているようだが」

「ただ、知り合いなんです。それだけなので縁続きではなくて。ですから、わたしはわたしでお礼をしたいんです」

「ただの知り合い。だから君は鳳家当主と自分を切り離しているのに、当主のことは親しげに名で呼ぶ。そしてただの知り合いにもかかわらず、雨の中寄り添って山中にいた。なかなか事情は複雑そうじゃないか、君？」

　わずかな情報と理美の言葉から、彼は多くのことを読み取っていそうでたじろぐ。最年少で尚しよう書しよになるかと噂うわさされた秀しゆう才さいだけある。

「しかしなにがなんでもお礼をしたいというなら、ここの茶楼の芋ユーシ餡エイン饅マン頭トウを買ってくれたまえ」

「それでよければ、喜んで！」

　朝雲は訳ありらしい理美に逆に興味を抱いだいたらしい。この機会を逃のがす手はない。彼が立ち去る隙すきを与あたえまいと茶楼へ飛びこみ、竈かまどにかかる蒸し器の番をしている親爺おやじに勢いよく頼たのんだ。

「芋餡饅頭を二つください！」

　はいよと請うけ合った親爺は、蒸し器からほかほか蒸したての饅マン頭トウを取り出し、それを竹皮に包んで理美に渡わたした。それから、空の掌てのひらを差し出す。

「お代は二つで六備だよ。お嬢じようさん」

「………あっ!!」

　血の気が引く。

（おおお、お金！　崑国のお金を持ってない！）

　持っていないどころか、理美は崑国に来てから貨か幣へいに触ふれたことがない。そもそも和国にいたときですら、買い物をする機会など皆かい無むだったからお金というものには縁えんがなかった。

　青ざめた理美の背後から、にゅっと瘦やせた手が出て親爺の掌に銭ぜにを落とした。毎度ありと親爺が前まえ掛かけに銭を入れるのと同時にふり返ると、そこにいたのは朝雲だった。

「お金。すみません、わたし持っていなくて」

「床几に腰かけて食べたまえ」

　不機嫌そうな顔のまま朝雲は理美と並んで床几に腰かけ、芋餡饅頭を手にした。

「お金、すぐにお返しします。御者の方はお金を持ってると思うので、借りれば」

「別に払はらわなくても結構」

　どんよりと理美は落ちこんでしまう。礼をすると申し出て朝雲をこの場に繫つなぎとめたまでは良かったが、あろうことか彼に芋餡饅頭をおごらせた。こんな間ま抜ぬけぶりで果たして自分は彼の目的など聞きだせるのか。

「もったいないから食べたまえ」

　促うながされ、理美はしょぼしょぼと芋餡饅頭を口へ運んだ。するとふわりと温かく、甘い芋いもの香りと、蒸した小麦の皮の香りが広がる。もう一口ぱくりと大きく囓かじる。温かくて、素そ朴ぼくで、両掌に余るほど大きい。

「君は相当に身分が高いらしい。銭を持ち歩く必要もないほどに」

　ぱくぱくと芋餡饅頭を食う彼を横目で見て、理美は己おのれを鼓こ舞ぶして口を開く。

「どうして安寧に来ているんですか？　儀山郷の天神廟は、もしやご自宅とか？」

「天神廟は間借りしているだけだ。本来は役宅……人の出入りが多い屋や敷しきに住むが、わたしは騒さわがしいのを好まない。安寧には、務めがあったから来たまで」

　言葉の意味を図はかりかね、さらに問う。

「務めとは、仕事ですか？」

「そうだ。わたしの仕事は、わたしに任されたものを守ることだ。わたしは引き継ついだのだ」

「引き継いだってなにをですか？　誰だれから」

「鄙ひなの仁じん者しやから引き継いだ」

　鄙の仁者とは朝雲の通り名だ。意味がわからずきょとんとしたが、すぐに、いつだったか丈鉄と交かわした会話を思い出す。彼は子どもの頃ころ、安県県けん吏りである鄙の仁者の噂を耳にしている。それは朝雲の前にも、朝雲と同様に鄙の仁者と呼ばれた人物がいたということ。

「その鄙の仁者とは、以前の安県県吏を務めていた方ですか？」

「関かん楽らく成せいを知っているのかね？」

　それが、以前朝雲と同様に鄙の仁者と呼ばれた人の名だろう。姓せいが朝雲と同じ関だ。

「いいえ。安県魯ろ高こう郷ぐん出身の方から、話を聞いたんです。その方は朝雲様のお父様ですか？」

「あのような偏へん屈くつ爺じじいは父ではない。養い親だ。身寄りのない子を集めて育てるのが趣しゆ味みのような爺だったから、わたし以外にもあの爺を養い親だという関姓の人間は、安県に八十人近く居る」

「八十人!?　凄すごい方ですね」

「凄くはない。頭は切れるが阿あ呆ほうだった。そんなことをしているから妻も持てず、県吏でありながら継ぎあてだらけの深しん衣いを身につけ、毎日薄うすい粥かゆばかり食うはめになり、最後には」

　そこで言葉を切り、朝雲は動かない瞳ひとみで道行く人々を見み据すえる。そこに失った何かを探そうとしているかのように。

　しかし彼はすぐに小さく首を振ふり、芋餡饅頭にかじりついた。見る間に芋餡饅頭を平らげた朝雲は、立ちあがると不機嫌な目をして腕うで組ぐみする。

「君が何者か詮せん索さくはすまい。ただそのお花畑ぶりからすると、知ち恵えを巡めぐらせ他者を出し抜ぬく種類の人間ではなかろう。にもかかわらずあえてこうやって、間抜けなりにわたしに近づくのは、必死ななにかがあるからか。君も守りたいものがあるのやもしれんな」

　そこまで言われたら、なにも言えなくなった。理美がなにかを訊きき出したくて彼に近づいてきたことは見み透すかされていると悟さとった。項うな垂だれると、彼はすこしだけ優やさしい声で問う。

「守りたいものがあるのか君は」

「わたしは、わたしに居場所をくれた方々を守りたいです」

「君もわたしも似たようなものだな。もし君が真しん剣けんに守りたいものがあるなら、また会うこともあるだろう。そのときには話を聞く」

　一度偶ぐう然ぜん街中で会ったからといって、理美の話に耳を傾かたむける気はないということだ。もし真剣に話がしたければ、改めて、困難があろうとも自ら求めて会いに来い、と。そういうことだ。

（確かにそれが人になにかを尋たずねるときの礼れい儀ぎ。どれほど自分がその人と話をする必要があるか、それを示すことが必要。そういうこと）

　彼は「早く馬車へ戻もどりたまえ」と告げると、不ふ機き嫌げんそうな顔で人ひと混ごみに踏ふみ出す。

（探さぐるどころか）

　自分の間抜けぶりに、嘆たん息そくした。自分はほとほと、密みつ探たん稼か業ぎようや権けん謀ぼう術数を巡めぐらすことには向いていない。

　ただこうやって接触したことは、無む駄だではない。なぜなら一つ確信したことがあったから。

（朝雲様は、私利私し欲よくに走り専横甚はなはだしい悪徳官かん吏りとは思えない。澄すんだ目をしてる。そして守るものがあると、あんなにきっぱりと）

　朝雲の瞳は、不機嫌そうな表情で隠かくされがちだが真っ直すぐで、強い決意と意志がある。彼が皇こう帝ていに弓を引くような真似まねをしたのには、おそらく弓を引くだけの真っ当な理由があるはず。

　そのことは、祥飛に伝えておくべきだと思えた。知っているといないのとでは、祥飛が朝雲に対するときの態度も考えも多少変わってくるはず。

　急いで馬車に戻ると、宮城へ引き返すように御ぎよ者しやに頼んだ。







　宮城に到とう着ちやくすると皇帝の私室へ向かった。彼が会議中であれば居室で待てば良い。

　昇しよう龍りゆう殿でんへと向かっていると、時々官吏とすれ違ちがう。彼らは理美を女によ官かんと思っているらしく、会え釈しやくして通り過ぎるだけ。公こう謁えつに臨席していただろう高官にも会うが、衣装が違いすぎるためか、誰だれも彼女が皇后内定者の姫ひめ君ぎみだと思わないらしい。

（皇后になったら、こんなふうに一人で出歩けないんだろうなぁ）

　四し夫ふ人じんは後宮の中ですら、最低一人の侍じ女じよを連れて歩く。後宮から出るとなれば、数人の侍女、もしくは侍じ官かんを連れて行く。今理美が自由に動けるのは、立りつ后こう式しきの途と中ちゆうという、普ふ通つうならありえない宙ぶらりんな立場にあるためだ。

　長い歩ほ廊ろうの左右には空うつ木ぎが、白い蕾つぼみをつけて揺ゆれていた。その先に昇龍殿があるため、歩廊の周囲は広い空間が設けられている。空間の寂さびしさを埋うめるために、空木の奥には花か梨りんが植えられ大きく育ち、古木らしく樹皮表面が剝はく離りしているものもある。

　角を曲がれば昇龍殿の門が見えるところまで来たとき、柱の陰かげから伸のびた手が理美の腕うでを摑つかんだ。ぐんと引っ張られたたらを踏み、空木の隙すき間まを押し分けるように歩廊から庭院にわへと出てしまう。歩廊から死角になる花梨の木こ陰かげに引き込まれたので、怖こわさと驚おどろきで悲鳴をあげそうになったが、唇くちびるに優しく指が押し当てられた。

　その人の顔を認め、理美は目を丸くする。

「静かに。理美」

　耳に馴な染じんだ優しい声。片手で理美の腕を摑み、もう一方の手の指で理美の唇に触れているのは朱西だった。胸の中で心臓が跳はねる。彼に会えた嬉うれしさと、彼に対する怖さが同時に沸わきあがった。

　悲鳴をあげないとわかると、朱西は理美の唇から指を離はなす。

「朱西様。なにか……御ご用ようですか」

　鳳家当主である朱西が、宮城に出入りしているのは当然。しかし彼が鳳家当主となってから、宮城内で個人的に理美に接せつ触しよくしてきたのは初めてだ。

「あなたは先ほど、関朝雲と接触しましたね。彼となにを話しました？　示し合わせて落ち合ったのですか？　どうやって連れん絡らくをとったのですか」

　いつもと変わらず落ち着いて問いかけているようだったが、彼の表情にわずかな焦あせりがある。

（どういうこと？　朝雲様は都見物をしているだけだったのに、それを朱西様の手の者に監かん視しされていたの？　そういうことなの？）

　朝雲は朱西の配下に監視されていた。そこで朝雲が理美と接触したため、それが朱西にすぐさま知らされ、彼は理美に接触してきたのだ。その迅じん速そくさは焦りの表れか。

「なんでそんなことを訊くんですか」

「俺の質問に答えてください」

　こちらこそ訊きたいことが、ありすぎる。これも千せん載ざい一いち遇ぐうの機会に違いない。

　普ふ段だんは話すこともままならない朱西が、目の前にいる。うまくすれば、彼がなぜ朝雲を監視する必要があるのか聞きだせるかもしれない。それがわかれば、朱西がなにを考えて朝雲を庇ひ護ごの元に置いたのかもわかるはず。

「じゃあ、まずは、わたしの質問に答えてください朱西様」

「俺が訊いているのですよ、あなたに。答えてください」

「いやです。どうしてもと仰おつしやるなら、わたしが訊きたい質問にも答え……！」

　必死な声が驚きに途と切ぎれた。朱西が理美の腰こしを引き寄せ、花梨の幹に彼女の体を押しつけたのだ。

「このままあなたを攫さらっても良いのですよ、理美。昇龍殿周辺はひとけがない。あなたが誰に攫われたか知る者はいません。答えてくれなければ、俺はあなたを離すわけにはいかない」

　吐と息いきがかかるほどに顔を近づけ囁ささやかれたが、朱西の声は甘さもなく淡たん々たんとしている。ふいに怖さが増して、理美の声は震ふるえた。

「わたしがなにをお答えしても、噓うその可能性もあります。どうするんですか」

「それは、あなたにも同じことが言えますね。あなたは訊きたいことがあると言った。しかし俺がなにを答えたにしろ、それが本当だという保証はない。だが俺の方は、真実を引き出す方法というのを鳳家で手ほどきを受けて習い覚えました。それを駆く使しし答えてもらう方法もありますよ。あなたが嫌いやがることを、しなくてはならないですか？　気は進みませんが」

　腰を抱だき寄せているのとは逆の手で、朱西は理美の頰ほおに触ふれる。その手が理美の首を絞しめようとするのか、優しく触れて快楽を引き出そうとするのか、どちらともつかない。怖さを抑おさえ込み、悲鳴のように必死に問う。

「わたしに問うなら、朱西様も教えてください！　お願いです。なぜ朝雲様を庇かばわれたんですか。しかも保護した朝雲様をこんなふうに見張っているのはなぜなんです!?」

　朱西が、ふっと笑った。そして抱いていた理美の体を放し、一歩距きよ離りをとる。

（え？）

　幹に背中を預けた理美は、なにがどうなったのかわからず朱西を見つめた。

「陰いん謀ぼうに向かないですね、理美。あなたは自分で白状したんですよ、『なにも知らない』と。おそらく朝雲とは、簡単な世間話をした程度なのでしょう。安心しました」

「どうしてそんなこと言えるんですか」

「今俺に訊きましたよね。なぜ朝雲を保護しているのか。なぜ見張っているのか、と。それはあなたが俺の思おも惑わくをなにも知らない、悟っていないからこそ出た質問です」

　力が抜ぬける。なんと馬ば鹿かなのだろうと、項垂れた。なにかを知っているようにも振ふる舞まえたはずなのに、朱西に脅きよう迫はくめいたことを言われる怖さと同時に、以前の彼の優しさが忘れられず心の底でだぶついているから気持ちが混乱して、ただでさえ計略に向かない頭がさらに鈍にぶった。

　涙なみだが滲にじむのは、自分の愚おろかさに自分でも嫌いや気けがさすからだ。そして同時に、あの優しかった朱西が理美を脅おどすような真似したことが、哀かなしかったから。

　それでも祥飛と同様、理美は朱西を憎にくらしいと思えないので辛つらい。ただ、ただ、どうしてこんなふうになってしまっているのか、巡めぐり合わせや運命が恨うらめしい。

　花梨の葉の隙間から、ちらちらと明るい日ひ射ざしが降って理美の頰を照らす。

「すみません。すこし、脅かしてしまいました。泣かないでください」

　戸と惑まどった優しい声とともに目の前に手しゆ巾きんが差し出された。首を横に振り、沈じん香こうの薫かおるそれを手にとることを拒きよ否ひした。こんなものを手にとったら、朱西のことを恐こわい、ひどいと思っていても、愛いとしさの方がそれを上回ってしまいそうだ。

（ひどいことをなさる。けれど、なぜかこんなにお優やさしい）

　拒きよ絶ぜつされた朱西は、無言で手巾を懐ふところに収めた。

「お行きなさい」

　顔を背そむけたまま、理美はぱっと駆かけ出した。歩廊に戻もどって昇龍殿へ早足で向かっていると、抑えていた涙があふれこぼれた。

　とても恐おそろしいことをするのに、とても優しい。彼は「すみません」と口にした。それは、かつての優しい食しき学がく博士はかせそのものの口調と声だった。

　この朱西のちぐはぐさが、理美を一層混乱させ苦しくさせる。
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　理美の姿が昇龍殿の門の中へ消えると、朱西は安あん堵どして歩き出す。

　───おまえは、ひどいことをした。目的のためとはいえ、理美を怯おびえさせた。泣かせた。

　自分を責める声が胸に響ひびいて、苦しい。

　今日の午前。朝雲が安寧の街中へ出かけたいと申し出たとき、拒絶することは可能だった。しかし下手へたに拒絶し、なにかがあると怪あやしまれては事だった。

　だからこそ監視をつけ、変わった動きがあれば即そく座ざに朱西に知らせるように手配した。

　その間に朱西は、連絡を受け取りやすく距きよ離り的てきにも近い宮城にいた。朱西に好意的な禁軍将軍や尚しよう書しよたちに会い、もしもの時の種を蒔まくためだった。いま動き出している計が、当初計画を立案した熒惑が考えた方向で成功しなかったとき、ただの失敗で終わらせないために───。

　寧孫にも熒惑にも、朱西が目指す計の終着点を話していない。

（彼らは、なにも知らなくて良い。ただ駒こまとして動いてくれるだけで充じゆう分ぶんだ）

　そして宮城にいた朱西の元に、監視から急ぎの報告が来た。朝雲が雪理美と接触し、彼女はその後宮城へ引き返していると。それを聞いて、少なからず焦ったのは事実。

　もしや朝雲は既すでに様々なことに気がついており、祥飛や理美と連絡をとっているのかと。

（しかし理美と朝雲が会ったのは偶ぐう然ぜん。彼女は朝雲からなにか聞きだそうとしたが、失敗したというところか）

　理美に触れたのは計算のうえだった。だが細い腰に触れ髪かみの香かおりをかぐと、沸きあがる衝しよう動どうが今にも爆ばく発はつしそうで危あやうかった。衝動が暴れ出したらあのまま彼女に口づけし、「可愛かわいい、愛しい」と譫うわ言ごとのように、際限なく囁きを繰くり返していただろう。

（これほど理美を恋こいしがる自分を、かつての恋知らずと呼ばれた自分が見たら驚くだろう）

　自じ嘲ちようの笑えみが口元に浮うかぶ。

　恋知らずの博士は、そもそも人に強く執しゆう着ちやくすることがなかったから。

　実父として信じていた考仁は、幼い頃ころから朱西に対し愛情らしきものを見せたことがない。彼は父親というよりも、厳しい上司のように朱西を躾しつけ、命じ、支配していた。

　一方養母の陽よう夫人は朱西を慈いつくしみ、育ててくれた。だが朱西自身も陽夫人も、互たがいに血が繫つながっていないことを知っていたために、朱西の方が彼女に負い目を感じていた。陽夫人は都で有名な書家であり、高名な学者の娘むすめであったため教養も高く、彼女から教えられることは多かった。それもあり、母というよりも親しい教師のような存在だった。

（幼い頃から、周家は俺の居場所ではなかった。厳しい父と、大好きだが根本的に甘えきれない教師のような養母が住む、気の抜けない場所だった）

　だから朱西は感情を極力平へい淡たんに保つ癖くせがついたのかもしない。いつも穏おだやかに優しく振る舞うのは、波風を立てず過ごすため。

　環かん境きようのせいで朱西は、全すべてのことを理路整然と効率的に、正しい道筋で進めることをなによりも重要視した。人と接するときですら無意識に、人当たり良く他者に接して波風を立てず、効率的に人間関係を進めようとしていたのかもしれない。

　そんな朱西にとって、わがまま一いつ杯ぱいで癇かん癪しやく持もちの祥飛に仕えることは、骨の折れる仕事だった。そして同時に、その理論も効率もない、朱西とは真逆とも言える存在に惹ひかれもした。

（陛下には失礼だが、陛下は俺にとって未知の者だった。それが面おも白しろかった）

　祥飛は未知の存在でありながら、寂さびしがってなにかを求めているところは朱西とそっくり。根本的なところは自分に似ているのに、朱西と真逆の感情任せの祥飛に接していると、祥飛への対応を通して自分も人らしく、感情を動かすことができた。

（それが「感化される」ということなのかもしれない）

　その点で言えば、理美もまったく未知の者だったのだ。

　理美は、粛しゆく々しゆくと決まりごとをこなすことばかりを良しとしない。求めるものがあり、そのために知ち恵えと力を尽つくしていた。そして必死で居場所を求めていた。必死な姿にほだされ力を貸して傍かたわらにいるうちに、彼女の持つ熱量に魅みせられていた。

　ほわほわと笑って愛らしいのに、秘ひめているものは大きく強い。強くなにかを求める熱に、祥飛のときと同じく感化されたのかもしれない。そして自分に熱量を与あたえた人を愛しいと感じ、執着してしまっている。

　平淡な感情を抱かかえて生きていた朱西は、未知の者たちによって少しずつ変容したのだ。祥飛から感情を動かすことを覚え、そして理美から熱量を得た。彼らから得たものが朱西の中に蓄ちく積せきされ、燻くすぶる。他者から得た熱量は体の中で増ぞう殖しよくし、借り物ではない、本物の朱西の熱量になる。それが今の朱西を動かしている。

　足あし下もとを見つめ、彼女にした仕打ちを思うと自分でも嫌になった。

　だが朱西を突つき動かす熱があるからこそ、立ち止まることはできない。
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　執しつ務む室の窓外には、空うつ木ぎの緑が揺ゆれていた。白い蕾つぼみが枝先に揺れ、緑の葉に晩春の光が躍おどる。その美しさに惹かれ、祥飛はほんの数すう瞬しゆんぼんやりと窓の外を見ていた。

「陛下」

　考仁に呼ばれ卓たく子しに視線を戻すと、周考仁と登利範、迅景有の視線がこちらに集中していた。ぼんやりしていたのは、疲つかれが体の芯しんにこびりつき取れないためだと自覚していた。だからこそ気を引き締しめ、姿勢を正す。

「すまぬ。朝雲への対策であったな。安県以外の県けん吏りたちの反応はどうだ」

「朝雲が県吏の総意と奏上したことは本当かと、各県県吏に確かく認にんをしていますが返答はありません。無視を決めこんでいるようです。おそらく朝雲が宮きゆう廷ていに来ることも承知で、その後の対処についても申し合わせがあったのでしょう。足並みが揃そろっております」

　利範の答えを聞いた景有が、頰ほお杖づえをつき書面をめくりながら呟つぶやく。

「となるとやはり、朝雲がやってきた目的が問題ですねぇ。彼はなんのためにわざわざやって来たのか。宣戦布告ですかね？　それとももっと他ほかの意図が？　各県の動きが皆かい無むなのでその辺がわからないし、かえって不気味ですけれどね」

「推測しようにも、地方の状じよう況きようがわからねば判断材料もない。利範、なにか報告は」

　苦い顔の考仁に、利範は首を横に振る。

「各県へ調査団を組織し派は遣けんしましたが、どこからも、まとまった報告は上がっていません」

　官かん吏りたちの組織は基本的に動きが鈍にぶい。調査も慎しん重ちようで、報告も正確性を重視するので確認を繰り返し、遅おくれがちだ。その分精査された情報が上がってくるのだが、それでは間に合わないときがある。たとえば今だ。県吏が祥飛の目の前に立ち、反乱を起こしますと言っているのだ。この状況に対応するのに必要なのは、精査された情報よりも現実に即そくした雑多な情報。

　ただそれを吸いあげる構造は、整えられた政治組織であるほどに存在しない。

　丈鉄や余淑しゆく妃ひたちが情報を持ち帰る方が格段に早いはず。

「鄙ひなの仁じん者しや、関朝雲か。なにを考えている」

　うんざりして呟くと、考仁が冷たく言い放つ。

「先せん帝ていの御み世よの安県県吏もそうでした。鄙の仁者と呼ばれる者は、ろくなことをしないもの」

「先帝の御世？　なんのことだ」

　祥飛は考仁にふり返った。

「関朝雲の二代前の安県県吏も、鄙の仁者と呼ばれていたんです。ご存じありませんでしたか」

　利範が意外そうに言う。景有がひらひらと手を振ふる。

「無理無理、利範。知るわけないだろう。その頃陛下はまだ、五つ六つじゃないか」

「その鄙の仁者もなにかしでかしたのか。考仁、おまえはその時父上に仕えていたのだろう。知っているか」

　祥飛の問いに、考仁が淡たん々たんと答えた。

「わたしは宰さい相しようになったばかりでしたが、実際に関かかわりました。安県の広こう範はん囲いで水害があり、大変な凶きよう作さくに見み舞まわれ作が回復しない期間が数年続きました。そのときに安県のみ税を軽減するようにと安県県吏から提案がありましたが、先帝陛下はそれを許さず。すると、安県県吏は県軍を動かし抵てい抗こうすると、脅おどすようなことまで言い出しました」

「それで、どうしたのだ」

「安県県吏は反逆罪で捕とらえられ、獄ごく死ししましたが。捕らえられるまでの彼の抵抗は一年半余りにおよび、その間実質的に安県からの税を徴ちよう収しゆうすることが不可能でした。しかし新たに県吏が着任したときは、ほぼ水害発生前と同程度の作を得られ、税も滞とどこおりなく徴収できました。滞りなく徴収できるものであれば、先代安県県吏の抵抗の目的はなんだったのかと、新しく着任した県吏は首をひねっていましたが」

「当時の安県県吏の名が、確か関楽成だったかな」

　景有が言うと、利範が片かた眉まゆをあげる。

「関？　関朝雲の一族か？」

「違ちがうだろう。反逆罪で獄死した男の血族など、登とう用よう試しではじかれる。関は安県に多い姓せいだし」

　考仁と尚しよう書しよたちの会話を聞きながら、祥飛は唇くちびるに指をあて考え込む。

（その関楽成という者の一件、現状とよく似ている。もしや報復のつもりか？　しかし朝雲が登用試に合格しているとなると、関楽成の血族ではないはず）

　数日前、理美は偶ぐう然ぜん安寧の都で朝雲に会ったと知らせてくれた。彼女の感かん触しよくとして、朝雲はやはり私利私し欲よくで動く人とは思えない、と。専横をほしいままにする人ひと柄がらには思えないと。彼には守るべきものがあり、そのために動いているらしいと。それらは所しよ詮せん理美の主観的な感触でしかない。それを鵜う吞のみにするほど、祥飛もおめでたくはない。

　だが人と接して得られる感触というのは、無視できないときがあるのも事実。

　全てがあやふやな今、確たる情報が欲しい。

（丈鉄、四し夫ふ人じん。頼たのむ）
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（気持ちが悪い）

　余淑妃は、ずっと続く軽い吐はき気に耐たえていた。

（気持ち悪い。気持ち悪い。気持ち悪い）

　大きな卓子を挟はさんだ目の前には、笑い飲み食いする実の父・馬維順がいる。箸はしを止めることなく肉や魚や野菜を口に放ほうりこむ姿や咀そ嚼しやくする音。杯はいを満たした酒を一気に呷あおるとき鳴る喉のどの音。それら全すべてが、気持ち悪い。その気持ち悪い男の血が自分の中に流れていると思うと、一層気持ち悪い。

　今すぐ自分の肌はだに爪つめを立て搔かきむしり、血の一いつ滴てきまで流し尽くせればほっとするかもしれない。

　維順は豪ごう快かいに笑うと、余淑妃と並んで座り上品に箸を使う宋貴き妃ひに、時折声をかけていた。宋貴妃は目を伏ふせたまま「はい」とか「そうですわね」とか、短い返答しかしない。

　それでも維順は、宋家の姫ひめが自分の前にいることが満足なのだろう。笑え顔がおを崩くずすことがない。

　日焼けした肌に太い凜り々りしい眉。男らしい容よう貌ぼうで、どちらかと言えば色男。それさえも余淑妃にとっては、嫌いやらしく感じる。

　余淑妃の顔色を見て取ったらしい宋貴妃は、早々に食事を切り上げ、疲れていますので休みますと礼れい儀ぎ正ただしく断った。そして余淑妃を促うながして、準備された居室へと引きあげてくれた。

　馬維順の屋や敷しきは崑国の都、安寧の東のはずれにある。小高い丘おかを全て屋敷の敷しき地ちとし、目的に応じた建物を適度な距きよ離りを空けて配置している。余淑妃と宋貴妃が滞たい在ざいするのは、山頂にある客きやく殿でん。屋敷の中で最も格式の高い客殿で、張り出した岩に半分載のるように建てられていた。

　突つき出た岩に露ろ台だいがあり、そこから下界を見れば安寧の整然とした街並みを俯ふ瞰かんできる。

　雲が月を覆おおう暗い夜、都で揺れる民家の灯あかりが明るい。ひときわ明るいのは宮城で、特に北側に位置する後宮には、かなりの数の灯りが揺れる。

　欄らん干かんに頰ほおをつけて闇やみを見おろせば、風が吹ふき、気持ち悪さが引いてくる。欄干は山頂のふきさらしの風でひんやり冷えていた。

「お加減は如何いかが？　余淑妃様」

　姿勢正しく余淑妃の隣となりに立った宋貴妃が、つんとした声で問う。これは彼女が得意な声で、相手に対してどう振る舞まえばよいかわからないとき、基本的に偉えらそうにするのだ。具合の悪そうな余淑妃を労いたわる方法がわからず、お得意のやり方に出たのだろう。

「随ずい分ぶん良くなりました。ごめんなさい、宋貴妃様。わたしあの人が近くに居ると、気分が悪くて仕方ないんです。ずっと昔から」

「わたしも、わたしを金で買おうとした男の顔など見たくありませんけど。あなたそんな様子では、後宮に入るまで大変だったんじゃなくて？　毎日気分が悪かったでしょうに」

「時々我が慢まんすれば大だい丈じよう夫ぶだったんですよ。あの人は、わたしとお母様の所には、滅めつ多たに顔を見せませんでしたから。煩わずらわしかったようですもの、お母様が」

「そういえばあなたは、お母様にお目にかからなくて良いの？」

「いいんですよぉ。どうせ会っても、わたしのことは娘むすめだってわからないですから。もうずっと前から、わたしのことは仲良しのお友だち円えん霖りんちゃんだと言ってます。壊こわれちゃっているんです、わたしのお母様のお心」

　宋貴妃がぎょっとしたのがわかったが、余淑妃はあえて明るく軽い調子でひらひら手を振る。深刻ぶるのは性しように合わない。

「そんなお顔しないでください～、宋貴妃様らしくない。わりと楽しかったんですよぉ。お母様はどうやらご自分を十歳の女の子だと思っていらっしゃるみたいで、わたしはそれにあわせてずっとおままごとできましたもの。おままごと大好きですから、楽しかったですよ。後宮に入るまでずっとしてたんですけど、後宮に入って一いつ旦たんお母様から離はなれてしまうと気が抜ぬけたみたいで、ままごとしたくなくなりました。だからお母様には会わなくて良いんです」

　母の心が壊れたとき余淑妃は七歳で、それ以前になにがあってそうなってしまったのか、理由ははっきりわからなかった。

　けれど断だん片ぺん的な場面や言葉は、幼い彼女の心に焼き付いている。もつれ合う裸ら体たいの男女。馬維順の笑い声。許しを請こう母の惨みじめな声。呻うめき。悲鳴。馬維順の後ろ姿。馬維順の拳こぶしの大きさ。馬維順、馬維順。そればかりが強く印象に残り、恐こわくて気持ち悪い。

　だからかもしれない。馬維順が恐い。嫌きらいだ。憎にくい。彼のやることなすことが嫌で、大嫌いだ。商人ならば当然のことをしていても、きっと余淑妃は嫌けん悪おを抱いだく。それがこうじて、男全てが馬維順と同じものに見えてしまう。

「本当なら馬維順にも会いたくないんですけど。でも、陛下のためだから仕方ないですね」

　あの皇こう帝ていは、男が嫌いだという余淑しゆく妃ひを認め、それで良いから側そばに仕えよと許してくれた。認められたことにほっとして嬉うれしかった。皇帝は男だが、不思議とさほど嫌悪感がない。彼はここにいて良いと居場所をくれたのだから、居場所そのものである彼を守らなければならない。

　祥飛を守ることは、居場所を守ること。これは自分のためでもあるのだ。

　余淑妃の告白に戸と惑まどった様子で目を泳がせていた宋貴妃は、暫しばらく沈ちん黙もくした後小さく咳せき払ばらいした。そして、

「ご立派な心がけですわ。褒ほめてさしあげる」

　あくまで高飛車に告げるそれは、彼女の最大級の慰なぐさめだ。それを知っているので、余淑妃はぷぷっと噴き出す。

「ありがとうございます。褒めてもらえたから、元気を出して目的を果たさなきゃいけませんね。ちょうど今夜、馬維順は外出するって言ってましたし。宋貴妃様、一いつ緒しよに冒ぼう険けんしましょ」

「そうね。馬維順の屋敷は、あまり長居したい場所でもないですもの」

　夜や陰いんに紛まぎれ、余淑妃と宋貴妃は敷地の中を歩いた。燭しよく台だい一つだけの頼たよりない灯りで向かったのは、馬維順が仕事に利用する建物。そこでは頻ひん繁ぱんに馬維順配下の者が集つどい、話し合いをしているのだ。

　金目の物は置かれていないらしく、施せ錠じようされていない。中に入ると大きな会議用の卓たく子しがあり、その周囲の棚たなには帳ちよう簿ぼや契けい約やく書らしきものがずらりと並ぶ。

「なにを調べれば、地方の状じよう況きようがわかるのかしら……」

　困こん惑わくする宋貴妃をよそに、余淑妃は棚の帳簿を片かたっ端ぱしから引っ張り出す。

「県の名が書いてあるのが、各県にある馬ま商しよう連れんの帳簿なんです。これを見れば商売がどのくらいの規模で行われてるかわかりますから、地方に異変があれば影えい響きようが……あれ？」

　余淑妃は、引っ張り出した帳簿の奥に、もう一冊別の帳簿を見つけた。その帳簿の表紙には県の名とともに「講こう」の文字。それが五県分ある。講と書かれたそれを引っ張り出してめくり、余淑妃は目を見開く。

「これ、どういうこと!?」
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　きな臭くさくなっている。それが丈鉄の実感だった。

　馬を駆かり続けても、崑国内の全土五県を巡めぐるとなると最低でも百日以上はかかる。いつまでに帰れと祥飛は期限を決めなかったが、猶ゆう予よは七日程ほどと丈鉄は見積もっていた。

　そこで都安寧を擁ようする安県を中心に、安県、廷てい県、重じゆう県の三県の実情を知ることを優先した。それも要所を押さえつつ移動距離も最短にできるように計画した。

　残りの二県、文ぶん県、境きよう県は、極北、極南と呼ばれる、人がほとんど住まない広大な土地を抱かかえている。そのため人の暮らしは隣りん接せつ県に近い場所で営まれている。ということは隣接県の実情が、ほぼ文県、境県の実情と判断して差し支つかえない。

　安県、延県、重県についていえば、農作物はここ数年豊作とはいかないが出来はまずまず。大災害も発生していないが、季節の変わり目に豪ごう雨うや地じ滑すべりは発生し、規模は大きくなくとも被ひ害がいは出ている。目立った経済悪化の要因はない。しかし庶しよ民みん──特に農民の生活がなぜか逼ひつ迫ぱくしているらしく、農村から町へ出で稼かせぎに来る人であふれかえっていた。しかし町の経済も上向きではなく、仕事にあぶれ路頭に迷う者も多い。

（普ふ通つうに考えりゃ、生活が困こん窮きゆうするはずはないんだが）

　安県から延県を抜け重県の実情を調査した丈鉄は、馬を走らせて一路都安寧へと向かっていた。熟うれたように赤い太陽が山の向こうに落ちようとしていて、稜りよう線せんが滲にじむように輝かがやいている。

　日が落ちても馬を走らせる覚かく悟ごだった。地方の実情を急ぎ持ち帰る必要もあるのだが、それ以上に丈鉄を焦あせらせているのは、ある噂うわさと、それに呼応する各県の県けん省しよう──県けん吏りを頂点とする、地方行政組織の動きだ。

　──皇帝に対し地方に恩情を求めた鄙ひなの仁じん者しや関朝雲が、それを咎とがめられ捕ほ縛ばくされた。

　──関朝雲の処しよ刑けいは目前である。

　驚おどろいたことに、こんな噂が事実のように流る布ふしていた。そして噂と呼応するように、各県配下の県けん軍ぐんが出しゆつ陣じん準備を始めていた。号令が出れば県軍が動くはず。向かう先は崑国の都安寧だろう。地方の利権を守る代表である朝雲を、救い出そうとしているのだ。

（県軍が動くとなると、陛下がうまく立ち回らなけりゃ本当に地方の反乱になる）

　しかしいったいどこから、関朝雲の捕縛だの、処刑だのという噂が流れているのか。

　噂の広まり方があまりにも速く、しかも県吏や県省が真に受けているところを見ると、噂の出所があやふやということはあるまい。何者かが意図的に、間ま違ちがった情報を知らせて歩いているとしか思えない。

（まさか、あいつか？　にしても、目的はなんだ）

　脳のう裏りに浮うかんだのは、丈鉄が知る中でも指折りの切れる男。彼が謀ぼう略りやくを巡らせれば、じわじわと、しかし確実に物事は動く。しかも祥飛に不利な方向へ。
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「鳳徳とく妃ひ様は本気で里帰りなさったのか。勇ましいと言うべきか」

　使用人から、鳳徳妃と温賢けん妃ひが鳳家の屋や敷しきに入ったと報告を受けた朱西は、文ふ机づくえにある下書き用の紙をまとめながら苦く笑しようする。鳳徳妃の目的は見当がつく。なので当たり障さわりなく応対し、なるべく客きやく殿でんから出さないように計らい、適当な時期に後宮へ帰ってもらうつもりだった。

　これはもう必要ないだろうと、朱西は一枚の下書きを二つに裂さく。この下書きを元に清書した書状は、鳳家当主の名で五県の県省に届けられていた。

　朱西が書状に綴つづった偽にせの知らせを、安県の県省の留守役や、他県の県吏がどう受け止めるか。

（おそらく信じるだろう）

　朱西には勝算があった。

　安県県省の留守役はもちろんだが、他の四県の県吏も、関朝雲が宮きゆう廷ていへ乗りこむのを固かた唾ずを吞のんで見守っていたはず。そしてその後、彼からの知らせはないか、中央からの知らせはないかと気を揉もんで待っていたことだろう。

　しかし朝雲からの知らせはなく、中央からの叱しつ責せきや呼び出しすらない。この状況では朝雲の身になにかがあったと思って当然。そこへ鳳家当主から内密の知らせが届けば、それを信じてしまう。焦り苛いら立だっているからこそ、本来なら「なぜ鳳家が？」と疑問に感じる部分を些さ細さいなことと思考の端はしに寄せ、そこに綴られた知らせに飛びつくのだ。それが人の心理。

（これも処分しなければ）

　文机に重ねてあった、封ふうをした五つの書状も引き裂く。表書きには各県の県吏の名と安県県省の留守役の名。裏の差出人には、関朝雲の署名がある。

　無表情に、朱西はそれらを引き裂き続け、全すべて裂き終わると手て燭しよくを持って私室を出た。鳳徳妃たちが滞たい在ざいする客殿へ向かうつもりだった。鳳家当主として挨あい拶さつしなければならない。

　鳳徳妃と温賢妃の顔を見ると思うと、自然と理美のことを思い出す。明めい来らい告こく地ちの前、理美とともに北ほく嶺れい宮きゆうに滞在し二人の時間を過ごした。あのときの幸福感が蘇よみがえり、すこし息苦しい。

　主殿を抜ぬけ、複雑に離はなれを繫ぐ暗い歩ほ廊ろうを歩いていると、背後から「朱西様」と呼ばれた。

　ふり返った朱西は、暗い歩廊の陰かげから現れたその人物を認めて眉まゆをひそめる。

「この屋敷に来るのは控ひかえて頂きたいと申し上げていたと思うのですか？　あなたが鳳家と協力関係にあると、知られてはならないのですよ。馬維順」

　日焼けした肌はだに、濃こく男らしい眉の男は馬維順。彼は豪ごう快かいな笑い声をあげた。

「つれないことを言わないでください、朱西様。あなたの計は成功したようなものですよ」

　含ふくみのある笑え顔がおに、朱西は問う。

「と、いうと？」

「今朝、講から連れん絡らくが入りましたよ。陛下の足あし下もとに火がつきます」

　朱西は、体の芯しんに走る小さな震ふるえを覚える。

（いよいよ。陛下と……）

　そのとき歩廊の向こうから視線を感じる。見ると、角を曲がったところに小さな灯りが動いていた。そこに手持ち灯とう籠ろうを下げ持った侍じ女じよに先導される、鳳徳妃と温賢妃の姿があった。

（しまった！　見られたか）

　植えこみを挟はさんではいたが、彼女たちの位置からは朱西と維順の姿が見えたらしい。二人は目を見開き信じられないものを見たような表情をしていたが、朱西が二人の存在に気がついたと悟さとるや侍女を促うながして身をひるがえし、客殿の方へ早足に戻もどっていく。

　維順に「すぐにお帰りください」と投げ捨てるように告げ、朱西は二人を追って走った。
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「どういうことですか、鳳徳妃様!?　馬維順が食しき学がく博士はかせと」

　客殿に駆かけ込んだ温賢妃は息を切らしながら、急いで戸を閉めた鳳徳妃の背に向かって怯おびえたように問う。鳳徳妃も肩かたを上下させて呼吸を整えながら、首を横に振ふる。

「わからない。なぜなのか、わたしにも。よく、わからない」

　戸に両手と額をつけ、鳳徳妃は考えを巡めぐらす。

　侍女はなにがなにやらわからないらしく、きょとんとして二人の顔を交こう互ごに見ていた。

（馬維順は陛下に、県吏たちの専横とそれによる地方財政の逼ひつ迫ぱくを訴うつたえたと聞いてる。そこへ関朝雲がやってきて、地方県吏は結束し、中央へ税を納めないと告げたのだと）

　馬維順から事前に地方の怪あやしげな動きを聞いていた祥飛たちは、当然朝雲を捕縛して罰ばつするべきだと考えた。

（でもそれを食学博士が阻そ止しした）

　馬維順は、いわば地方県吏たちを罰して欲しいと願い出たようなもの。にもかかわらず、その県吏の代表者たる朝雲を庇かばった鳳家と通じているとは、どういうことだろうか。

「なにかがおかしいわ。このことを早く、陛下にご報告しなければ」

　そう呟つぶやいたとき、手を添そえている戸ががたんと揺ゆれた。はっと戸から身を離すが、その後はしんと静かなまま。鳳徳妃は恐おそる恐る、外を確かく認にんするため戸を開こうとした。しかし戸が開かない。血の気が引く。揺さぶってみるが、外から鍵かぎを掛かけられたらしく、わずかに揺れるだけ。

「なんてこと。閉じこめられた」
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　丈鉄が旅立ち、四し夫ふ人じんが祥飛の命で動いてから、祥飛は極きよく端たんに食しよく欲よくが落ちているらしい。

「陛下。お食事が冷めてしまってます」

　卓たく子しに並べられた緑鮮あざやかな青菜の炒いため物、片かた栗くり粉この衣ころもでカリカリに揚あげた豚ぶた肉にくを甘あま酢ずに絡からめた揚げ物。鶏ズイ湯タンを基本とした溶とき卵の湯タン。喉のど越ごしの良い寒天の甘い菓か子し。それらは皿の底まで冷え切っていた。

　近ちか頃ごろ祥飛が忙いそがしくてままならないのだが、珠ちゃんの無事な姿を彼に見せる必要もある。理美は義務を果たすべく、祥飛の室を訪ねていた。

　昼ひる餉げの時間だったが、祥飛は文机について書類に目を通している。

「理美。五龍も一いつ緒しよか。昼餉はこれに目を通してから食べる」

　そう答えた祥飛は、また書面に目を戻す。

（このご様子では、ほとんど食事は召めし上がっていないかも。饗きよう応おう長ちようが心配するのも無理ない）

　このところ祥飛は、考仁たちと膝ひざをつき合わせて会議をしている時間が長い。さらに夜となく昼となく、些細な情報でも新しいものはすぐに報告させている。

　そのため食事の時間も定まらず、箸はしを手にするとすぐに呼び出されることも多いという。そんな状じよう況きようが三日ほど続き、皇こう帝ていの食事を準備する饗応長の楊よう高こう晋しんは心配になったらしい。饗応長として腕うでを振るっているのに、皇帝が栄養失調で倒たおれたら沽こ券けんに関かかわる。彼は理美にこっそり手紙を寄こし、陛下の食をどうにか改善できないかと相談してきたのだ。

　祥飛が食欲をなくすのも無理からぬこと。

　朝雲はまだ大きな顔をして鳳家に滞在し、彼が言い放った皇帝への反逆めいた宣言は宙ぶらりん。その宙ぶらりんのものはいつ爆ばく発はつするやもしれぬので、爆発までに手を打てないかと祥飛も考仁も尚しよう書しよたちも、焦っている。

　しかも祥飛は自ら命じ、丈鉄と四夫人に大切な役目を担になわせている。

　これほどの重荷がのしかかっていれば、誰だれでも食欲が湧わかない。

（生き物は戦いに挑いどむ直前は、神経を尖とがらせる。食欲が落ちて当然なんだけど）

　かくいう理美も、近頃食が進まず困っている。数日前に朱西と会ってから、ずっと心のどこかに、もやもやしたものがあるのだ。自分は、なにか大切なことに気がついていない。そんな気がしてしまう。それがなにに対してかすらも、わからない。そんなあやふやな、もどかしさ。

　珠ちゃんは理美の肩から卓子へ飛び移ると料理に鼻先を近づけたが、料理が冷えきっているのがわかったのか、細い髭ひげが残念そうにへたりと卓子の上へ垂れてしまう。

　心配そうな理美の表情に気づいたのか、祥飛は書面をざっと読み終わると卓子に来て箸をとった。青菜を一口、揚げ肉を一切れ。湯を一匙さじ口にする。しかし、がつがつと食べる気配はなく、それだけで充じゆう分ぶんだと言いたげに箸を置く。

「もう良い。下げさせろ」

　傍かたわらに立つと、祥飛の項うなじの細さが気になった。

「もういいんですか？　お腹なかすきません？　瘦やせません？　なんならわたしが、あ～んを！」

「馬ば鹿かを申すな！　余は子どもか!?　病人か!?」

　と即そく座ざに拒きよ否ひした祥飛だったが、理美は箸を手にとり青菜をつまむ。

「子どもにしては大きすぎますし、病人にしては艶つや々つやです。さあ、どうぞ召し上がってください」

　うっと呻うめくと、祥飛の顔が恥はずかしそうに真っ赤になった。本当は食べたいのに、理性が邪じや魔ましている葛かつ藤とうの表情か。

「そなたは余をなんだと思っている」

「へ？　皇帝陛下ですよ？」

「皇帝を相手にそれができるとは……ある意味あっぱれだ」

「はい。どうぞ、召し上がってください」

　ほわりと笑うと祥飛の頰ほおは一層赤みを増した気がしたが、まんざらでもなさそうだ。彼は気にする素そ振ぶりで周囲を見回し、侍じ官かんの姿がないのを確認し、理美が差し出す箸に唇くちびるを近づけた。恥ずかしそうな、躊躇ためらいがちな唇が青菜に触ふれる瞬しゆん間かん。

「陛下！」

　常ならぬ焦あせった声とともに居室に飛びこんで来たのは、伯礼だった。がたがたっと祥飛は慌あわてて椅い子すから半分ずり落ち、理美は箸を持ったまま、きょとんと出入り口をふり返る。

「な、何事か!?」

　照れ隠かくしのためか、祥飛は即座に立ちあがり肩を怒いからせた。いつもならここで伯礼が、にこやかに一言二言からかいそうだったが、彼も慌てているらしい。一礼し、すぐに用件を口にした。

「余淑しゆく妃ひ様と宋貴き妃ひ様が、後宮に戻られました。お二人とも大変お疲つかれのご様子ですが、急ぎ陛下にご報告すべきことがあるそうです。無理をしてこちらにお連れすべきかどうか」

「帰ってくるのが予想よりもかなり早いな。しかも、おまえが心配するほど疲れた様子となると、なにかあったのだろう。良い、余が後宮へ行く」

　歩み出した祥飛と伯礼の背に、理美は慌てて駆け寄った。

「わたしも共に参ります。余淑妃様と宋貴妃様のご様子が心配です」

　共に参れと許され、理美は伯礼に先導された祥飛の背を前に見ながら後宮へ入る。

　余淑妃の宮きゆう殿でんである太たい曜よう宮きゆうで、余淑妃と宋貴妃は休んでいた。皇帝の突とつ然ぜんのおなりに侍女たちは慌てているらしく、ぱたぱた走り回っていた。庭院にわに面した戸が開け放たれた気持ちの良い居室に祥飛が踏ふみこむと、余淑妃と宋貴妃が、いつもに比べてやつれた様子で待っていた。

（余淑妃様、笄こうがいの数が少ない。宋貴妃様も、いつも髪かみに飾かざられている生花がない）

　彼女らがやつれたように見えたのは、大慌てで身なりを整えたからのようだ。馬維順の屋や敷しきを出るのを、かなり急いだらしい。逃にげるように後宮へ戻ったのかもしれない。

　礼をとった後、顔をあげた余淑妃と宋貴妃の顔色は、真っ白だ。特に余淑妃は吐はき気を我が慢まんしているような苦しげな表情。

　いつも潑はつ剌らつと明るく元気な余淑妃が、どうしたのか。すぐに彼女に駆かけ寄って支えてあげたいが、その場の雰ふん囲い気きはそれを許してくれなかった。特に余淑妃自身が、周囲を拒きよ絶ぜつするような硬かたい表情を崩くずさない。

「よくぞ無事に帰った。宋貴妃、余淑妃」

　祥飛の言葉に、宋貴妃は「ありがとうございます」と目を潤うるませた。

「予想以上に早い帰き還かんに驚おどろいたが、維順の元へ集まる情報で、地方の状況が把は握あくできたか」

　気き丈じように姿勢を正すと、宋貴妃は張りのある声を出す。

「地方の現状以上に、大変なことが判明いたしましたわ」

　一呼吸置き、宋貴妃は意を決したように口を開く。

「地方財政の逼迫はおそらく事実です。そしてそれを引き起こしているのは講と呼ばれる、表に出ることのない商人の組織です」

「講？」

「馬維順が主あるじである馬商連が、表おもて沙ざ汰たにできない商売をするため用意した組織のようです。講は、作物や手工芸品の買い付け価格を操作し、不当な安値で取引するように仕向けています。しかも講があらゆる商人に圧力をかけ価格統制が行われているので、不当な価格であるという認にん識しきが県省にもない。買い叩たたいた農作物や織物などは講がためこみ、値上がりを待ったうえで少しずつさばいて利益を膨ふくらませる。物資の流れが滞とどこおり物価は高こう騰とうし、人々が手にする対価が不当に抑おさえこまれ、生活に困こん窮きゆうしているようです。地方を混乱させているのは、馬維順です」

　馬維順は祥飛に直接対面を願い出て、地方官かん吏りの専横を取り締しまって欲しいと訴うつたえた。彼らの専横により地方財政は混乱し逼ひつ迫ぱくし、商人たちも困っていると。

　しかし宋貴妃は維順こそが、地方経済の混乱を起こしている張本人だと言っている。ということは、維順が訴え出た地方の財政混乱は、訴えた本人が引き起こしている、ということ。

　やっと事情を飲みこんだ理美は、啞あ然ぜんとする。

　祥飛もぽかんと口を開けていたが、みるみる目が吊つり上がる。

「そんな馬鹿なことがあるか。維順が自ら起こした混乱を、自ら訴え出たというのか。しかも本来対面できない余に対面を申し出て、直接に。なんのためだ」

　理美の脳のう裏りに、「務めがあったから来た」「守りたいものがある」と淡たん々たんと口にした、不健康な横顔が蘇よみがえる。朝雲は県けん吏りだ。彼の務めは県吏の仕事であり、それは任された土地を豊かに安全に守ること。理美は独り言で呟つぶやいた。

「県吏を困らせたかった？　そして本当に県吏たちは困って、彼らの総意を携たずさえて朝雲様は中央に来た。地方から中央へ税を渡わたせないと宣言したのは、真実、困り果てた結果」

　だからこそ朝雲は、真っ正面からやって来た。本当に困っていると祥飛に訴えるために。

　直接大だい胆たんな訴えをすることで、皇帝が本気で地方の状況に目を向けてくれるように。

（でも陛下をはじめ、周宰さい相しようも誰も彼もが、即座に反逆と怒り出してしまった）

　それは馬維順が事前に「県吏の専横」を訴えていたからなのだろう。中央官吏たちの中には事前の情報による思い込みがあったから、無理からぬことだった。

（けれど、本当にそれは無理からぬことだった？）

　県吏が突とつ飛ぴな行動に出れば、何事かと慌てはしても即座に反逆と結びつけない。「なにを考えている？」と真しん剣けんに問い詰つめるはず。事前の情報さえなければ───。

　そこまで考え、まさかと思う。

　それでも、もしもと思うと恐こわくなる。

　もし維順が県吏の専横を直じき訴そするという行動が、官吏たちに思い込みをさせるための計算であったとしたら？

「県吏たちを困らせて、馬維順になんの得がある」

　祥飛の声に、伯礼が静かに答えた。

「これにより地方と中央の対立という構図ができあがれば、陛下の治世は足あし下もとがぐらつきます。馬維順には直接、得がないのかもしれません。ですが陛下の足下がぐらついて喜ぶ者が、維順と結けつ託たくしているとすれば」

　治世がぐらつき喜ぶ者と聞いて、理美は頭を殴なぐられたような気がした。祥飛は息を吞のむ。

「鳳家。朱西なのか!?」
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　朱西は「鳳青修の子として望まれることをする」と言っていた。その望まれることというのが、祥飛の治世を足下からぐらつかせる謀はかりごとなのか。

　その推測が正しいとするならば、朱西が関朝雲を庇かばって手元に保護した意味もわかる。維順によって追い込まれた朝雲たち県吏が、祥飛に向かって「限界だ」と盾たて突つく。地方と中央の対立構造ができたとき、鳳家は何食わぬ顔で地方に味方するつもりだ。

　自ら追い込んだ者に近づき、我々は味方であると囁ささやいて取り込み、利用する。

　地方とはいうが、都である安寧以外の土地は全すべて地方であると言ってよい。大勢力だ。その大勢力を背景に、皇こう帝ていと対等に渡り合うことは可能。

　その計略の周しゆう到とうさにぞっとした。

「……許してください」

　突然、余淑妃が呟く。彼女は両手で裳もを握にぎりしめ、俯うつむき、体は小刻みに震ふるえていた。その様子に驚いた理美は、思わず駆け寄り彼女の肩かたを支える。

「余淑妃様。どうされたんですか」

「許してください、陛下」

　寄り添そった理美の存在すら気がつかないかのように、余淑妃は震える声で続ける。

「わたしの父が陛下の治世を脅おびやかしています。わたしの……父……あの人が」

　裳を握りしめた指は、力をこめすぎているせいか白い。

「娘むすめのわたしは、後宮にはいられない。父に連座させられ、罰ばつせられるのが当然ですよね。罰は嫌いやです。でも仕方ないです。ただ、あの人の罪によって罰せられるのが悔くやしい……」

　震える余淑妃を祥飛は無表情に見つめていたが、つと一歩彼女に近づく。すると宋貴妃が余淑妃を庇うように前に出る。

「陛下。余淑妃様は、今は余家の姫ひめです。馬維順の娘として扱う必要はないと存じます」

「しかし余淑妃自身が、己おのれは馬維順の娘であると知っているのではないか？　余家の姫であるというのは形ばかり。自らの中に維順の血が流れていると。ここで余家の姫だからと、形式だけのことで許しても、意味はない」

　淡々と言うと祥飛は宋貴妃をゆっくり押しのけ、改めて余淑妃の前に立つ。

（陛下。どうか寛かん大だいな処しよ遇ぐうを）

　懇こん願がんする瞳ひとみで理美は祥飛を見つめた。祥飛は、震える余淑しゆく妃ひに直じかに命じる。

「顔をあげよ」

　余淑妃はおずおず顔をあげるが、目を合わせられないらしい。視線は祥飛をさけて彷徨さまよう。

「余はそなたの中に、馬維順の血が流れていると知っている。そなたも知っている。養女に出たから関係ないと言い張っても、やはりその事実が消えぬことをそなたは知っている。違ちがうか」

　青ざめた余淑妃は、消え入るような声で「……はい」と答えた。

　祥飛は手を伸のばし、余淑妃の頰ほおに触ふれた。彼女はびくりと身を縮めるが、祥飛の掌てのひらが柔やわらかく頰に触れただけで動く気配がないと知り、何度か瞬まばたきして祥飛と目を合わせた。

　やっとまともに顔を向けた余淑妃に、祥飛はすこし呆あきれたような優やさしい微び笑しようを見せる。

「しかしそれが、なんだというのだ余淑妃よ？　そなたは余円霖という女で、あの男とは別の命。血が流れていようがいまいが、維順に似たところなど一つもない。そもそも別々の命だから、親子といえどまったく別物なのだ。明君の子が明君そのものでないように、暗君の子が暗君そのものでないように、別物だ。余の父は、子の余から見ても明君とは言えぬお方だったように思う。父は明君ではなかったかもしれぬが、余は余の父そのものではないと自分を信じている。そなたは維順と別物。別物のそなたに、罪を問う気はさらさらない」

　強く厳しく命じるような祥飛の声には、労いたわりと励はげましがあった。

　余淑妃の目に、みるみる涙なみだが盛りあがる。

「余は、そなたが余家の養女になっているという形式で、そなたを許すのではない。そなたは確かに馬維順の娘ではあるが、それは今のそなたの人格にも品性にも、思考にも、なんら関かかわりのないこと。そなたと馬維順は別物であるから、許すも許さないもないのだ。それどころかそなたは、維順の暗あん躍やくを暴あばく大役を果たした。褒ほめてやる」

　宋貴き妃ひが安あん堵どの息をつき、肩の力を抜ぬいた。余淑妃は暫しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、突とつ然ぜんわっと声をあげて泣き出し理美にすがりつく。理美は彼女を抱だきしめる。

　わんわん泣く余淑妃から、祥飛は照れたように目をそらす。

「当たり前のことだ、泣くな」

　理美は嬉うれしかった。余淑妃が罪に問われなくて済むことはもちろん嬉しかったが、罪に問わなかった祥飛の判断も嬉しかった。

　そのとき太たい曜よう宮きゆうの庭院にわの上を、白い鳥が一羽わ横切った。

（鳥？　白い鳩はと）

　伯礼の表情が変わった。彼は小さく「失礼いたします」と言い、その場を離はなれた。理美は、すぐにはっとした。あれは鳳徳とく妃ひが連れて行った鳩だ。緊きん急きゆうの連れん絡らく手段のためにと。
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　白い鳩は、長年後宮にいる老内侍から伯礼が譲ゆずり受けた。

　ある程度の年ねん齢れいになり力仕事がままならなくなると、下級内侍は暇ひまを出されるものだ。しかしその老内侍は動物の世話が上手うまく、しかも動物の病や怪け我がを治すのも得意だった。妃ひ嬪ひんたちは犬や猫ねこ、金魚など愛あい玩がん動物を飼っていることが多く、それらの面めん倒どうを見るのに重宝だからと、彼はかなり年配にもかかわらず後宮にとどまれている。彼は伯礼が公子であった幼いときから後宮にいた。昔から生き物が大好きな、おっとり大人しく、優しい内侍だ。

　──美しい鳩です。必要になるときもありましょうから、さしあげます。

　一年前、祥飛が即そく位いした頃ころだった。老内侍はそう言って、突然なんの脈略もなく伯礼に鳩を譲ったのだ。突然のことに驚おどろいたし、正直そのときは迷めい惑わくと感じた。ただすこし時が経たつと、老内侍の思いやりがわかってきた。彼はなにも語らず静かに生きているだけだったが、伯礼の身の上に心を痛め、見守ってきたのかもしれない。

　後宮の中で憎にくしみや鬱うつ屈くつを抱かかえて生きていた伯礼は、祥飛の即位によってさらに気持ちを乱し、神しん龍りゆうを放つ暴挙に出た。そんな彼の行動を、老内侍は薄うす々うす感づいていたのかもしれない。だから白く美しい鳥を与あたえ、空を見ろとでも言いたかったのか。

　窮きゆう屈くつな後宮の上にも青空があると。望めば、飛べる可能性もあると。

「やはり」

　自室の戸を開いた伯礼の目に、正面最さい奥おうに開く丸窓の桟さんに白い鳩が止まっている姿が飛びこんできた。急いで鳩に近づくと、鳩の足には紙こ縒よりのように細く折られた紙が巻かれていた。それをはずし急いで広げた。そこに書かれた文字を読み進むうちに表情が曇くもり、読み終わるとそれを握りしめ早足で室を出る。

　急ぎ太曜宮に戻もどってみたが、祥飛は理美を連れて一足違いで自室へ帰ったらしかった。考仁や利範、景有を呼び出し、余淑妃のもたらした情報を元に対応策を検討するつもりらしいと、宋貴妃が教えてくれた。

（周考仁や尚しよう書しよ方が同席するなら、好都合だ）

　伯礼は祥飛の後を追い後宮を出た。

　昇しよう龍りゆう殿でんへ向かっていると「伯礼」と呼び止められる。足を止め声の方を見ると、汚よごれた旅装で歩ほ廊ろうの外に立つ丈鉄の姿があった。彼は植えこみをかき分けて進み、歩廊に上がってきた。

「帰ったのですね、丈鉄。それにしてもおかしな場所を歩いていること」

「この身なりだ。官かん吏りたちに嫌がられるから、陛下の室の近くまではこっそり来た」

「その姿で陛下にお目にかかろうとするのは、なにか理由が」

「時間がない。まあ、それなりに大おお事ごとだぜ」

　丈鉄は低く告げ、伯礼とともに早足に歩き出す。

「そういうあんたは、陛下の元へなにしに行くんだ？　顔が青いぜ」

「鳳徳妃様と温賢けん妃ひ様の身が危ないやもしれません」
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　祥飛とともに理美が皇帝の居室に帰ると、程ほどなく考仁と利範、景有が姿を見せた。彼らに馬維順の講の存在が知らされると、利範が、右目下の傷きず痕あとを歪ゆがめ吐はき捨てた。

「だからか。通常の調べでは経済悪化の要因がわからず、県けん吏りも我々も困こん惑わくしたのだ」

「しかし話は簡単になったね。よかったねぇ利範。講の存在を証明する証しよう拠こさえあれば、維順を捕ほ縛ばくできる。それから経済状じよう況きようを改善すれば、県吏たちも収まるだろうし」

　景有が馴なれ馴れしく利範の肩かたを叩たたくが、利範は「やめろ」と軽く払はらいのける。景有が「つれないよねぇ」とぼやくが、このやりとりは景有ならではの労りだろう。

「講の存在を証明する証拠はあるのですか、陛下」

　部下たちの安堵の様子をよそに、考仁は厳しい表情のまま問う。祥飛は頷うなずく。

「余淑妃が講の帳ちよう簿ぼを数冊持ち帰った。それを吏り部ぶの者に精査させれば、彼らが地方でなにをしていたか、つまびらかになるはず」

「では早さつ速そく、経理に明るい官吏を集め精査させましょう。利範、すぐに準備できるな」

「無論。すぐに手配を」

　利範が室を出ようとしたそのとき、

「少々お待ちを戸部尚書」

　声とともに出入り口に姿を現したのは、伯礼だった。彼とともに旅装の丈鉄の姿もあった。

「丈鉄様!?」

　理美の声に丈鉄は、「よっ」と軽く手をあげて挨あい拶さつしてくれた。祥飛は早足で丈鉄に近づく。

　景有がつつっと理美の近くに寄ってくると、小声で問う。

「そういやぁ彼、近ちか頃ごろ姿を見なかったね。どこに行っていたの」

「陛下のご命令で地方の現状を探さぐりに出ていらっしゃいました。戸部から派は遣けんされる調査団よりも、動きが速いでしょうから。戸部からの詳しよう細さいかつ的確な情報を得るまでの、前段階として」

「なるほど。決断を素す早ばやくするためか。確実なものを待っていては、手て遅おくれになることもあるからねぇ。その点、利範は固すぎるな。陛下のほうが軟やわらかい。雑ではあるが」

　面おも白しろがるような声こわ音ねに呆れる。どんな状況でもこの礼部尚書は、常に面白がっている。言い換かえれば不ふ真ま面じ目め。もしくは全すべてから一歩引いて、物事を遠い斜ななめ辺りから眺ながめているのか。

　周宰さい相しようと違ちがった意味で、景有も得体が知れない。

「よく無事に帰った丈鉄。まず報告をせよ」

　汚れた旅装に旅の過か酷こくさを感じたのか、祥飛はわずかに眉まゆをひそめつつも、命じた。

　丈鉄はその場に跪ひざまずく。

「地方の現状について調査を命じられましたが、それは後ほどご報告いたします。まずは急ぎお知らせします。各県の県軍の一部が出しゆつ陣じん、合流し五県の県軍連合として一大隊を組織し、五ご交こう原げんへ向かっています。五交原への到とう着ちやくは遅くとも明日、早ければ今夜あたりかと」

　その場にいた全員が顔色を変えた。

「なぜ県軍が動いているのだ！」

　利範の声に丈鉄が答える。

「県軍は朝雲奪だつ還かんを掲かかげている模様です。朝雲の逮たい捕ほ、処しよ刑けい間近という誤報があり、それを信じてのこと。誤報は意図的に流された節がある。鳳家に保護されていると、安県県省や他ほかの県吏たちに向け知らせがあっても良いはずなのに、なぜか真逆とも言える報が流されているのです」

　五交原は都安寧の南に位置する、なだらかな山腹に広がる原野。そこに一大隊が送り込まれるとなると、それは安寧に襲おそいかかるための布ふ陣じんとしかとれない。

（県軍？　軍隊？　まさか本気で戦いくさでも起こそうというの）

　理美も、事の大きさに血の気が引く。

「こうなる前にご報告に上がりたかったが、俺の帰き還かんと彼らが動き出すのがほぼ同時になってしまいました。猶ゆう予よは半日足らず。しかし半日でも、猶予がないよりまし。安寧近きん郊こうに展開している禁軍の守備隊が、そろそろ気づいて泡あわを食っているはず。将軍へ報告が上がり、禁軍から正式な報告が陛下や宰相に届くのは今夜でしょう」

　誰だれがなにを言うべきか。あまりのことに誰もが戸と惑まどい、皆みなが一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくした。

　一瞬の沈黙の隙すき間まに伯礼の声が割って入る。

「さらに急ぎ、後宮よりご報告を」

　手にした細い文ふみを祥飛に差し出す。

「鳳徳とく妃ひ様から鳥を使って、緊急の連絡がありました。鳳徳妃様と温賢妃様が、朱西と維順が会っているのを目もく撃げきしたと、その文でお知らせくださいました」

　文を受け取った祥飛は、そこに綴つづられた細い文字に眉をひそめる。

「なぜこのような文で知らせた。鳳徳妃、温賢妃は後宮に戻っていないのか」

「お戻りではありません。そこにはなにも書かれていませんが、その文はわたしが緊きん急きゆう用にとお持ち頂いた鳥を使って送られてきました。お二方はおそらく軟なん禁きんされているのかと。鳳家と維順が裏で手を組んでいるのが事実だからこそ、それを外へ漏もらさないために」

（鳳徳妃様と温賢妃様が軟禁!?）

　理美と同様に驚いたらしい祥飛は声を高くした。

「助けてくれとの知らせはないのか」

「お二方は、陛下へ事実をお知らせすることしか頭になかったのだと思われます」

　鳳徳妃は強い心があり知的で、温賢妃も冷静で賢かしこい。その二人がうっかり「助けて欲しい」と懇こん願がんするのを忘れるわけはない。彼女たちはあえて祥飛に負担をかけまいと、軟禁されているのを知らせなかったのだ。自分たちでなんとかするつもりなのだ。

「全て鳳家、朱西の謀はかりごとなのか」

　考仁が呻うめくように漏らした。

　馬維順が講という組織を利用して地方経済を混乱に陥おとしいれているのは、余淑しゆく妃ひと宋貴き妃ひの働きで明らかになった。そして維順を操あやつっているのは鳳家。これは推測の域を出なかったが、今もたらされた鳳徳妃と温賢妃の情報から事実と確かく認にんされたということ。

　四し蓮れん花かの功により、物事の輪りん郭かくがはっきりした。

「県軍にもたらされた誤報も、おそらくは朱西か」

　考仁はいつもの無表情ではあったが、淡たん々たんとした彼には珍めずらしく握にぎった拳こぶしに力が籠こもっていた。

　今、県軍が動いている。間ま違ちがった情報を信じて。

　朝雲は五県の代表としてやってきたのだから、自分の動きを各県の県吏に報告しないわけがない。なのにそれがなされていない、ということだ。朝雲が報告を怠おこたっている可能性もあるが、それはないだろうと理美には確信がある。

（朝雲様には、務めに忠実であろうとする態度が見られた。だからこそ、陛下に直接意見をしにきたのだろうし。そのお方が報告の文を書かないわけはない）

　報告の文は握りつぶされている。それができるのは朝雲を保護している朱西。すると朝雲捕縛と処しよ刑けい間近という誤報を流せるのは、朱西しかいない。大だい胆たんにも程があるが、手元に朝雲を確保しているからこそ、彼の動きを把は握あくし制限できる。全て朱西の謀。

　皺しわだらけの文を見つめていた祥飛は、決然と顔をあげた。

「余が行く。余は、これから鳳家へ行く」




　　　三




　突とつ然ぜんなにを言い出したのかと、その場にいた全員が驚おどろいた。滅めつ多たに表情を動かさない考仁さえも目を丸くした。

「考仁。禁軍将軍と図はかり、五交原にこれから展開するはずの県軍に睨にらみをきかせられるよう出陣の準備をせよ。ただし交戦が前提ではない。あくまで県軍が動かぬように牽けん制せいするだけだ。開戦しては取り返しがつかぬ」

「お待ちください。陛下のご指示はもっともで、わたしも初手はそのように対処すべきかと存じます。しかしこの危急の際にそれ以外の手を打たず、なぜ御おん自ら鳳家へと向かうと仰おつしやるのか」

「手を打とうにも駒こまがない。朱西にまんまとやられた」

「だからといって、鳳家に乗りこんでなにをなさるおつもりか!?　やけになられては困ります」

「やけになっているわけではない！」

　祥飛は怒ど鳴なると、近くにあった椅い子すを蹴けり倒たおした。苛いら立だちは限界なのだろう。しかしその苛立ちで闇やみ雲くもな衝しよう動どうに走らないように、自分を必死に抑おさえるかのように卓たく子しに手をつき肩かたで大きく息をする。顔をあげ、その場にいる考仁、利範、景有を睨む。

「駒がないなら取り返すのだ。それができるのは、余だけだ。鳳家の屋や敷しきには鳳徳妃、温賢けん妃ひがいる。二人が軟禁されているのは逆に幸いだ。二人を迎むかえに来たと称しようし、表向きは平和的に屋敷へ入ることが可能。二人を迎えに来たとなれば鳳家も拒きよ否ひはできぬ。屋敷に入り二人を連れ出すとともに、そこにいるはずの朝雲も連れ出す。朝雲が余の言葉に耳を傾かたむけ、事実を知れば、朝雲自身が県軍へ『引け』と命じるはず」

　まずは目の前に迫せまっている県軍を抑える必要がある。それには朝雲の存在が不可欠で、彼を説得できれば、彼から県軍に知らせを走らせることで事態は収束する。

　県軍が引けば、あとは時間をかけて馬維順が操っていた講の存在を暴あばき、地方財政の立て直しに乗り出せば良い。

「そのために行くのだ。それに、余のために鳳家に出向いた鳳徳妃と温賢妃。二人を迎えに行ってやらねばならぬだろう」

　丈鉄が眉をひそめる。

「陛下が行かなくても、誰か別の者を行かせればよいのでは？　内侍監である伯礼はどうです」

「鳳家の主あるじは正しよう一いつ品ぴん。余以外の者であれば、顔を出さずとも礼に反しない。となれば誰が訪ねようが朱西には無視され、適当にあしらわれて帰るのみになる」

「丈鉄や訓記を密ひそかに屋敷に送り込み、鳳徳妃様、温賢妃様、関朝雲を連れ出せませんか」

　伯礼の意見にも、祥飛は首を横に振ふる。

「抱かかえて運べる犬いぬ猫ねこならいざ知らず、妃ひ嬪ひんを交えて三人もの人間を秘ひ密みつ裏りに脱だつ出しゆつさせるのは、ことだろう。どうだ丈鉄」

「そうですね。鳳徳妃様、温賢妃様には監かん視しがついているはずですから、かなり無む茶ちやをすることになる。脱出するはずのお三方の身にも危険がおよぶ」

「しかし鳳家に乗りこんだ途と端たん、殺されたらどうなさいますか？　陛下」

　にやにやしながら景有は問うが、その目の奥は表情とちぐはぐな鋭するどさ。

「朱西が余を亡なき者にしたいと考えるとすれば、その目的は帝てい位い。鳳家で殺されたとなれば帝位欲しさに皇こう帝ていを暗殺したと、誰の目にも明らか。もともと鳳家に尻尾しつぽを振る者どもには関係ないだろうが、鳳家龍家どちらにも特別な思い入れのない者にしてみれば、帝位欲しさに皇帝を暗殺する義なき者には靡なびかぬだろう。帝位を手に入れるにしても、朱西ならばもっとうまい方法を選ぶ」

　そこで利範が鋭く突つっこむ。

「朝雲を連れ出すと仰るが、どのような方法で？　手立ては」

「それは……」

　具体的な案を考えていなかったらしい祥飛が言葉に詰つまると、咄とつ嗟さに理美は声をあげていた。

「わたしが陛下と一いつ緒しよに参ります！　鳳家の屋敷内に入り込めたら、朝雲様を捜さがし出します。わたしは朝雲様と面識があります」

　さらに理美は、街中で芋イーシ餡エイン饅マン頭トウを食べたことを思い出す。

「聞いてもらえるはずなんです、わたしの話を。だから説得して、自ら鳳家を出て宮城に来てくださるようにお願いします」

　朝雲は、困難があろうとも自ら求めて会いに来たならば、今度は話を聞くというような意味のことを言っていた。理美が自らの身分を明かし、敵地とも言える鳳家にあえて来たと告げれば、彼はきっと理美と向かい合ってくれるだろう。

「自分ならそれができると信じる根こん拠きよは？　雪理美」

　冷えた考仁の目が、勢いだけで言うなら迷めい惑わくだと告げている。

「儀ぎ山さん郷ごうの天てん神じん廟びようで一夜の宿を借りたのち、もう一度安寧の街中で会ったんです。そのときに、なぜ朝雲様が陛下に弓を引くような真似まねをなさるかと問いかけたら、会話すらろくにさせてもらえませんでした。けれど、『もし君が真しん剣けんに守りたいものがあるなら、また会うこともあるだろう。そのときには話を聞く』と仰いました。わたしが真剣に今一度朝雲様との対話を望めば、話を聞いてくださるという意味だと受け取りました。朝雲様が本当に地方の現状を憂うれい陛下に直じき訴そに来たのなら、義のあるお方。そのお方の言葉は信じられます」

　考仁は、利範と景有と視線を交かわす。彼ら三人は無言のうちに、万ばん全ぜん策さくではないがそれしか方法がなかろうと確認し合っているようだった。

「朱西を向こうに回し、陛下は鳳徳とく妃ひと温賢妃を迎えに来たから返せと言えますか？　しかも雪宝林が関朝雲を捜し出し説得する時間を、陛下が稼かせがねばならないのですよ」

　考仁が問う。祥飛は、朱西を兄のように慕したい頼たよりにしていたにもかかわらず裏切られた。その衝しよう撃げきを引きずり、憎にくむこともできずただ哀かなしんでいる彼の気配を、考仁は察しているのかもしれない。そんな男を相手にして、うまく立ち回れるのかと。

　しかし祥飛は迷いなく頷うなずく。

「無論だ。余は、余自身を守らねばならぬのだ」

　祥飛の存在を居場所としている者たちを、彼は強く意識しているようだった。祥飛は理美にふり返り、静かに、しっかりした声で告げた。

「行ってくれるか、理美。余とともに」

「しかし、陛下の身に何かあったら……」

　未いまだ賛成しかねる様子の考仁がそう口にすると、丈鉄が立ちあがる。考仁を見すえ言った。

「ご安心を。俺がいるからには、陛下には指一本触ふれさせません」

　それから祥飛に向き直り、にっと笑う。

「あなたの剣けんは、良く斬きれますよ？」

　頼たのもしい言葉に頷いた祥飛は、隣りん室しつに控ひかえているはずの侍官に聞こえるように声を張った。

「急ぎ大型の馬車と護衛の騎き馬ばを用意せよ！　余はこれより鳳家へ向かう！」

　すぐに鳳家へ使いが走り、半刻もしないうちに祥飛は宮城を出た。







　鳳家屋や敷しきの外までは多くの衛え士じに護衛されていたが、敷しき地ちに入れるのは身分のある数人のみ。祥飛とともに主殿まで同行を許されたのは理美と伯礼、丈鉄、訓記だけだった。

　青々と葉が茂る竹林が、複雑に繫がった歩ほ廊ろうの隙すき間まを埋うめるように群れていて、敷地内の見通しはよくない。薄うす暗ぐらい感もある敷地に建物を点在させ、屋敷の全体像を容易に把握させない構造にしてある。鳳家の用心深い気質が垣かい間ま見みえる。

（皇帝陛下のおなりにしては、あまりにも人数を制限されている。普ふ通つうならありえないけれど、これは鳳家の屋敷内だからこそ、こうならざるを得ない）

　鳳家と龍家は同格なのだから、皇帝といえど示じ威い的な行動を控えるのは当然。しかし敵地とも言えるこの場所で、たった四人で祥飛を守るのは心こころ許もとない。

　珠ちゃんも祥飛の私室でお留守番なので、さらに心細い。

（鳳家の屋敷で、珠ちゃんが朱西様のところへ駆かけていくようなことがあったら大変だものね）

　儀山郷でのことがあったので、用心をしたのだ。以前はそんなこともなかったのに、なぜか珠ちゃんが朱西に反応する。その理由はわからない。

（珠ちゃんは神龍。皇帝とともにあって国を支配する力を与あたえる存在）

　そこである可能性に思い至り、強く首を振る。

（まさか。そんなことあるはずない）

　主殿は敷地内のほぼ中央辺りに位置するらしい。主殿の周囲だけは竹林ではなく、すっきりと整えられた庭院にわが広がっている。

　家令に導かれた祥飛の背後に、理美は続く。その背後に伯礼。さらにその後に丈鉄と訓記が並ぶ。歩廊を廻めぐり主殿へ辿たどり着くと、家令は出入り口に吊つり下げられた厚手の幕を引きあげ腰こしを折り、「中へお入りくださいませ」と促うながす。

　主殿の中には黒くろ漆うるしに蒔まき絵えの装そう飾しよくが施ほどこされた柱が並び、格ごう天てん井じようの升ます目め一つ一つに牡ぼ丹たんや芍しやく薬やく、鯉こいに猿さると緻ち密みつな絵が描えがかれていた。規模こそ小さいが、それはまるで新しん和わ殿でんを縮めて再現したかのような豪ごう奢しやと威い厳げんに満ちる空間だ。

　広い空間中央には、黒漆と螺ら鈿でん装飾の大きな卓たく子しと椅い子すが揃そろえられている。

　そして入り口正面に、微び笑しようをたたえて待つ鳳家当主の姿があった。

（朱西様）

　変わらない優やさしい微笑みに、条件反射で胸が高鳴る。花か梨りんの下で会って以来、ひさしぶりの再会だった。目の前にいる朱西が、祥飛を追い詰める策略を巡めぐらせ実行したのだと知っていた。祥飛を追い詰める卑ひ劣れつな計略を巡らせたことは許せないし、彼を恐おそろしくも感じる。

（でも……）

　自ら採取した子こ守もり百合ゆりを全すべて理美に譲ゆずってくれた優しさや、泣き出した理美に手しゆ巾きんを差し出す優しさが彼の中には残っていて、そのちぐはぐさが不思議で理美を混乱させる。

　許せない恐こわいと思うのに、目の前の微笑みを見て、『あなたに、さしあげます』と綴つづられた柔やわらかな筆ひつ跡せきや「泣かないでください」という戸と惑まどった優しい声を思い出すと、以前と同様に慕わしさもあふれてしまう。

　きっと朱西の微笑みは作り物で、冷れい徹てつに祥飛を追い詰めようとする策略家で、彼の理美に対する思いは欠片かけらも残っていない。冷静に判断すれば、そうなのだろう。

　しかしなぜか、大切なことを見落としているようなもどかしさが、また沸わきあがってくる。

「わざわざのお運び、恐れ入ります陛下」

　朱西が丁てい寧ねいな礼をとるのを、祥飛は無表情で見つめる。伯礼はいつになく鋭するどい警けい戒かい心しんを剝むき出しの表情で、丈鉄と訓記も表情は険しい。

「どうぞお席に」

　朱西は祥飛以外の者が存在しないかのように振ふる舞まうが、朱西を見つめる理美と目が合うと、小さく口の端はしをあげ笑う。

「あなたもご一緒でしたか？　あなたも、どうぞお席に」

　他た人にん行ぎよう儀ぎな物言いにずきんと胸が痛むが、それを抑おさえこみ冷静に答える。

「いいえ。わたしはまだ後宮に上がってもいない、位もない者です。陛下と同じ卓子につくことは憚はばかられます。鳳徳妃様と温賢けん妃ひ様がこちらにご滞たい在ざい中なので、御ご用ようがあれば女が必要ということで、お供の一人として来ただけです。そろそろ陛下と鳳家のご当主のお話が始まるご様子なので、わたしは伯礼様とともに主殿の外へ控えています」

　朱西に礼をとった後、目顔で合図すると伯礼も小さく頷き朱西に礼をとる。

　理美と伯礼が主殿を出ようとしたとき、祥飛の視線がこちらにわずかに流れてきた。頼んだと無言のうちに告げられたようで、身が引き締しまる。

　丈鉄と訓記が壁かべ際ぎわに控え、祥飛が席に着く。朱西も卓子を挟はさんで祥飛の正面に座る。

「さて、急なお見えのご用件はなんでしょうか陛下？」

　しらじらしい朱西の声を背に聞き出入り口に向かいながら、理美は胸に手を当てる。

（朱西様の声が冷たい。陛下はどんなお気持ちで、今朱西様と向き合われているのか）

　主殿の外の回かい廊ろうに出ると、伯礼が気き遣づかわしげに理美の背に手を当てる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　理美。顔色が良くないよ」

「大丈夫です。それよりも、早く朝雲様にお目にかからなければ」

「彼は客殿のどれかに滞在しているはずだよ。客殿の集まる辺りへ向かおう」

　伯礼は自信ありげに請うけ合う。

「わたしの母は鳳家の出で、昔何度かこの屋や敷しきには連れられて来た。案内してあげられる」
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（理美。恐い顔で俺を見ていたな）

　一いつ瞬しゆん朱西の胸には寂さびしさが忍しのびこむが、すぐにそれを振り払はらい、目の前に座る祥飛に意識を集中する。さすがに祥飛の顔も強こわばっている。

（陛下も当然ながら仇きゆう敵てきに相対する顔だ。こうやって鳳家に乗りこんできたのは、ご自分の判断に違ちがいないが、現状とその裏側をどこまでご存じだろうか。なんのために来られたのか）

　様々な思いが渦うず巻まき、冷静に対処できるかわずかな不安はある。だがここで心が乱れてはならない。覚かく悟ごして事を起こしたからには、揺ゆらいではならない。

「さて、急なお見えのご用件はなんでしょうか陛下？」

　祥飛は、真っ直すぐ朱西を見つめて告げた。

「鳳徳とく妃ひと温賢妃を迎むかえに来た」

　朱西は眉まゆ根ねを寄せる。

（どこからか情報が漏もれたか。この口ぶりだと陛下は、鳳徳妃様と温賢妃様が軟なん禁きん状態であることも、その理由も知っている可能性が高い。ということは、ほぼ全てをご存じと見ていい）

　なるほどと、朱西は小さく笑う。

（俺がお二人を軟禁しているのを、自由にせよと命じに来た。当然俺が素す直なおに聞く耳は持たないことも、ご承知で）

「笑っているのか？　なにがおかしい朱西」

「いいえ、別になにもおかしくありません」

　朱西は座り直すと背筋を伸のばす。そして心の中で問いかける。

（さあ、どうやって俺を従わせるおつもりですか？　陛下）
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　早足で回廊を歩く伯礼に遅おくれないように、理美は必死についていく。

「客きやく殿でんは五つほどあり、主殿の周囲に点在しています」と歩き出す前に説明されたが、その通り一つ一つの客殿がかなり離はなれて配置されている。

　客殿から客殿へ移動するのにも一苦労だ。

　渡わたり歩いた客殿はどれも使われていないようだったが、一いつ箇か所しよだけ戸の前に見張りらしき私兵が立っている客殿があった。それが鳳徳妃と温賢妃が軟禁されている客殿と思われたが、そちらは祥飛に任せるべきこと。理美も伯礼も後ろ髪がみを引かれながらも離れ、次の客殿へ向かった。

　竹林の中に現れたその客殿の戸は開いていた。さらに窓も開いており、立ち歩く男の背中が見えた。関朝雲に違いなかった。

「いらっしゃいました。あのお方が関朝雲様です」

　伯礼は初めて朝雲に会うはずだったが、鄙ひなの仁じん者しやという名は聞いたことがあるらしい。姿勢を正し「参りましょう」と理美を促うながす声には緊きん張ちようが滲にじむ。

「関朝雲様」

　客殿の前に立つと中へ呼びかけ、深い礼をとる。背後に控ひかえる伯礼もそれに倣ならう。文ふ机づくえの上にある書き付けを手にしていた朝雲は、理美の声にこちらをふり返り驚おどろいたような顔をした。

「君は、お花畑か。どうして鳳家にいる。やはり君は鳳家の縁えん者じやか」

「いいえ。鳳家の縁者ではありません。名は雪理美と申します。同行して頂いているのは、崑国後宮内ない侍じ監かんを務められている蔡伯礼様です」

「内侍監が同行しているとなると、君はただ者ではないな？　後宮女によ官かんに内侍監が同行するとは思えんし、君のその立ち位置は内侍監より上だ。となると皇帝陛下の妃ひ嬪ひんなのか？」

「妃嬪ではありません。まだ身分もありません。立りつ后こう式しきの途と中ちゆうなので」

　朝雲が目を見開く。

「君は皇后候補の姫ひめか」

　皇帝が皇后候補を決め、立后式が始まったことは県けん吏りであれば承知のこと。

「そうです。今日は朝雲様にお願いがあって参りました。わたしの話を聞いてください。安寧の街中ではお話しすることすら許されませんでしたが、こうやって改めて参りました」

　目をそらさず訴うつたえると、朝雲はしばらくの沈ちん黙もくの後、口を開く。

「また会うことがあれば話を聞くと、約束したな。良いだろう。入りたまえ。内侍監もどうぞ」

　朝雲は身をひるがえし、室内の卓たく子しへ理美を導く。伯礼は固辞して壁際に控えたが、理美は朝雲と向かい合って席に着く。

「さて、話とやら。聞こう」

　卓子の上に手を組み、静かに朝雲は促した。

　官かん吏りの居並ぶ新しん和わ殿でんで祥飛と朱西のやりとりを目まの当たりにした朝雲は、二人が手を取りあう仲ではないと理解しているはず。にもかかわらず祥飛の皇后候補がここに姿を見せたのは、のっぴきならない理由と覚悟があってのこととわかってくれたのだろう。

（わたしには謀はかりごとは無理。だから正直に、お願いするしかない）

　理美は姿勢を正し、告げた。

「朝雲様。わたしとともに、宮城へお越こしください。陛下のご命令により調査がなされ、五県の窮きゆう状じようとその原因が明らかになったんです。陛下は朝雲様と直接お話をしたいとお望みです」

「原因が明らかになった？　我々県吏がわからなかったことが、こんな短期間でわかったと？」

「原因の核かく心しんに直接触ふれることができるお方が、陛下のために働いてくださったんです。馬維順が、秘ひ密みつ裏りに講と呼ばれる組織を作っています。その講が経済を混乱させる動きをしていると」
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　ぴくっと、朝雲の片かた眉まゆが動く。なにか思い当たる節があるのかもしれない。

「朝雲様も戦いくさをお望みではないのでしょう」

「戦？　なぜそんな突とつ拍ぴよう子しもない話になる」

「五県の県軍が朝雲様の救出を掲かかげ、安寧近くの五交原に向かっているんです。今夜には五交原に到とう着ちやくする見こみのようです」

「なぜだ。わたしは鳳家に保護され、自由の身でここにいるというのに。安県県省や他の四県の県吏には、文ふみを……」

　そこで朝雲ははっとしたようになり、自分の手元を見つめて沈黙した。すると伯礼が壁かべ際ぎわから、だめ押しのように囁ささやく。

「お察しかと思います。その文はおそらく届いていない。そのかわり安県県省にも他の四県にも、あなたが捕ほ縛ばくされ処しよ刑けい間近との誤報が流されています。県省や他の県吏がそれを信じたのは、その誤報が、ある程度信しん頼らいできるところから発せられたため。誰だれがそれをできたのか、一人しか考えられません」

「鳳朱西殿か」

「朱西があなたを保護したのは、目的があったから。あなたは利用された」

　鋭するどく伯礼は告げる。

「利用されるのは本意ではなかったはず。なればこそ、一いつ緒しよにここを出てください」

「そして宮城へか？　陛下や宰さい相しようが、わたしを捕縛するため手ぐすね引いて待っている場所へ」

「陛下は朝雲様とお話ししたいと仰おつしやっています、捕縛という話は一言も」

「では宰相も同意見か？」

　問われて、理美と伯礼は顔を見合わせた。




　　　　[image: ]




　顔を見合わせた二人の反応に、朝雲は内心「やはりそうだろう」と思うのと同時に、目の前の二人が馬ば鹿か正直だと思った。

　儀ぎ山さん郷ごうと安寧と、理美には二度会っているが、彼女が策略や虚きよ言げんとは無む縁えんの人ひと柄がらと察していた。同行している内侍監は油断ならない目つきをしているが、理美に引きずられているのか、この場で策を巡めぐらせようという気き概がいは見受けられない。

　皇帝が朝雲と話をしたいと申し出ているのは、本当だろう。

　だが問題は宰相だ。朝雲の養い親であった関楽成を捕縛し獄ごくへ繫ぐ指揮をとったのは、若き宰相周考仁だった。冷ややかな瞳ひとみで馬上から、縄なわをかけられ小こ突づかれ連行される楽成を見おろすあの姿と目が、忘れられない。

　考仁の傍かたわらには、馬に乗った彼の子息という十歳くらいの少年もいた。少年は痛ましそうに楽成から視線をそらした後、怒いかりと怯おびえが混ぜ合わされたような目で父宰相を見た。

　朝雲は楽成の養い子たちと一緒に、群衆の中にいた。養い子たちはそのとき、三歳から最年長であった十五歳の朝雲まで十六人。肩かたを寄せ合い唇くちびるを嚙かみ、声を吞のみこんでいた。声を発することを楽成から禁じられていた。楽成の養い子とわかれば、連座させられるかもしれないから、と。

　最年少の三歳の子どもを抱だいて、朝雲は楽成を睨にらみつけていた。小さく柔やわらかい三歳の子どもの体は、抱いていると汗あせばむほどに体温が高い。

　良く晴れた秋の日。砂すな埃ぼこりが舞まう街路には、たくさんの人が集まって息苦しかった。

　集まった人々は口を閉とざしていた。けれど誰もが「ありがとう」「ごめんなさい」と、心の中で感謝と許しの言葉を繰くり返しているとわかっていた。誰もが、楽成は自分たちの犠ぎ牲せいになるのだと知っていた。

　群衆の中、朝雲は心の中で何度も「馬ば鹿か爺じじい」と罵ののしっていた。

　馬鹿だ。あの爺は大馬鹿だと、繰り返し心の中で罵っていると、よろめき歩く楽成の視線がこちらに流れてきた。彼はそのとき、笑った。そして口の形が「頼たのんだぞ」と動いた。

　その途と端たん、目が潤うるみ楽成の姿が見えなくなるが、涙なみだを流すまいと耐たえた。そしてさらに、あの人はなんて馬鹿なのだと、心の底から思った。

　なぜなら楽成が、罪に問われることも捕縛されることも、かまわないと思っているのがわかったからだ。それどころか自分の役目を果たせたことに安あん堵どし、喜びさえ抱いだいていると感じたからだ。

　──頼んだぞ。

　なにを頼まれたのか、朝雲はよろめき歩み去る楽成の背中を見送りながらずっと考えていた。

　馬鹿な爺だ、馬鹿だ、馬鹿だと心の中で繰り返しながら、頭の隅すみで考え続けた。

　だから登とう用よう試しを受けた。

　県吏に任命される就任式で、周考仁の姿を何年かぶりに見た。無論相手は朝雲が何者かは知らない。彼は楽成を引っ立てたときと同じく冷たい目をしていたが、そんなことはどうでもよかったから朝雲は県吏になった。そして今ここに居る。

（わたしは、会わねばならない）

　頼んだぞという、楽成の声なき声が胸の中にこだまする。
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　朝雲の問いに、理美はどう答えたものか迷った。

　祥飛が朝雲を捕縛するつもりがないのは確かで、平和的に県軍を引かせることを目的にしている。考仁も県軍を引かせるところまでは祥飛の意見と同じ。

　しかしその後だ。理由はどうあれ皇こう帝ていに弓を引くかのような宣言を、官吏たちの前でやってのけた朝雲だ。全すべてのことが終わった後に、捕縛し罪に問うと言い出す可能性はある。

「それは」

　言い淀よどむ理美と沈黙した伯礼に、朝雲は目を細めた。

「君たちは正直者だ。よろしい。別にわたしは最終的に、罪に問われようが捕縛されようがかまわない。だから宮城へ行くこともかまわない。ただ一つだけ、必ず守って欲しい条件がある」
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　鳳徳とく妃ひと温賢けん妃ひを迎むかえに来たという一言を聞いて、朱西が笑った。その笑いでわかったのは、彼は祥飛がここに来た目的も、なにを知っているのかも、ほぼ見通しているということ。

「もう一度言うが、余は鳳徳妃と温賢妃を迎えに来た。二人をこちらに連れて参れ」

「高貴な女性が移動されるとなれば、お支し度たくもあります。お帰り頂くようにお伝えします」

「ならぬ。今すぐ、ここに連れて参れ」

「では今から侍じ女じよを走らせ、鳳徳妃様、温賢妃様にそうお伝えいたしましょう。侍女がお二人のお返事をここへ持って帰るはずです」

「侍女が確かに余の言葉を伝え、二人の本当の返答を持ち帰るとは限らぬ。返答はいらぬ故ゆえ、すぐに参れと命じよ」

「正一品のお方に対して、侍女はそのような、だいそれた命令をお伝えしかねます」

　押し問答に、祥飛の苛いら立だちは募つのっていく。

「ではどうせよと言うのだ」

「さあ。ご自分で客きやく殿でんを捜さがし歩き、直接伝えにいらっしゃいますか？」

　挑ちよう発はつ的な言葉にかっとして、祥飛は思わず席を立った。「おまえの言うとおり、捜し歩いて直接行く」と怒ど鳴なりそうになった。だがそこで、跪ひざまずく四し夫ふ人じんと丈鉄の姿が脳のう裏りに蘇よみがえった。そしてふと、理美の手で頭を撫なでられたときの感覚を思い出す。すると、すっと心が落ち着く。

（守るべきものがある。冷静にならねば）

　目を閉じ、大きく息を吸う。朱西が「おや」というような意外そうな表情をした。

　理美は勝算があるからこそ、自ら行くと声をあげたのだろう。彼女ならきっと朝雲を説得し、宮城へ導けると信じている。

（朱西を相手に真相に触ふれず、駆かけ引きめいた会話を続けても無む駄だだ。朱西の土俵に乗ってしまう。一枚も二枚も、朱西が上うわ手てなことは良く知っている。朱西は余を良く知っているからこそ、こうやってのらりくらりと逃にげる。しかし朱西が余を知っているのと同様に、余も朱西を知っている）

　祥飛は再び目を開く。

（朱西が最も苦手とするのは、理論もへったくれもなく、ただ正直に、感情をぶつけられること。そうなると朱西の得意の理論は通じぬ）

　庭院にわに向け開かれている主殿の戸から、竹林を抜ぬけ風が吹ふきこむ。ざわざわ竹の葉が鳴る音が止やむのを合図に、祥飛は訊きく。

「余が憎にくいか？　朱西」

「皇帝陛下を？　まさか」

　微笑ほほえみで誤ご魔ま化かそうとするのを、祥飛は鋭く遮さえぎる。

「余は、まだおまえを憎いとは思えぬ」

　朱西の微笑みが凍こおりつく。固まった微笑みはすぐにほどけ、無表情になるが、目には途と方ほうに暮れたような色が浮うかぶ。

「それは困りましたね」

　ぽつりと言う。

「余が憎いかと訊いたのだ。答えよ。憎いか憎くないか。それだけで良い」

「それが重要ですか？　今、この場で」

「重要だ。余にとっては」

　小さく息をつき、朱西は「憎いわけではありません」と答えた。その声に祥飛は心の底からほっとした。憎まれていないというその一点だけでもあれば、朱西がなにを考えてこんなことをしているにしても、強くいられる気がした。

　結局まだ、祥飛はこの場になっても朱西を憎めない。

（しかし敵なのだ）

　憎めないが、負けるわけにはいかない。

「鳳家が馬維順と共きよう謀ぼうし地方財政を混乱させたことは、知っている。関朝雲が捕ほ縛ばくされ処しよ刑けい間近との知らせを届け、県軍を動かしたのもわかっている。地方勢力を余と敵対させ、鳳家が地方に味方し、余と対等に渡わたり合える勢力を欲ほつしたのだろうと想像がつく。しかし今回はそれらの全て罪を問わぬ」

　壁かべ際ぎわに控ひかえる丈鉄と訓記が顔を見合わせた。そんなことを約束して良いのかと言いたげな不満そうな表情にも見えたが、祥飛は二人にふり返ると「余が決めたことだ」と、有う無むを言わせぬ強さで頷うなずく。

「そこまでお察しでありながら、なぜ罪に問わぬと」

「正直なところを言えば、問えぬ。証しよう拠こが挙がっているのは、維順が講なる組織を利用し、地方経済を混乱させたということのみ。鳳家が関かかわったという確たる証拠は、ないのだ」

　ここが鳳家の賢かしこい所。

　馬維順との関係を示す確たる証拠を残していない。安県県省や県けん吏りたちに出した書簡にしても、結局たかが文なのだ。「手ちがいで間ま違ちがった文が送られた」と言えば済む程度。

「馬維順は徹てつ底てい的に罰ばつし、地方経済の混乱を収束させる。県吏たち全員も罪に問う気はない。鳳家が関かん与よしていることは、余も考仁も、利範も景有も知っている。だがあえて問わぬと約束する。それを取引条件とし、鳳徳妃と余淑妃、ついでに関朝雲を引き渡してもらう」

「さきほど証拠がないので、罪には問えないと仰おつしやいませんでしたか？」

「そうだ。証拠はない。真っ当に考え判断すれば罪に問えぬ故に、罪に問わぬ。しかし余は皇帝だ。余が罰せよと命じれば、証拠も根こん拠きよもなく、鳳家を滅めつすることも可能なのだ。ただしそうすることによって、余も暴ぼう虐ぎやくの皇帝と悪評が立つ。鳳家も黙だまっていまいから、安寧は小こ競ぜり合いで被ひ害がいが出るかもしれぬ。それは避さけたい。しかし鳳家が滅めつ亡ぼうすれば、長年の憂うれいが消える。鳳家を担かつごうとする輩やからは暴虐の皇帝に反旗を翻ひるがえしたくとも担ぐ徴しるしがなく、新たな旗印を立て組織だって行動しようにも時間を要する。その間に余は対策を立てられる」

　鳳家の画策したことを知りながら許すことなど、本当ならできない。祥飛を激しく揺ゆさぶり、地方の民たみの生活の逼ひつ迫ぱくすらも、方法の一つとして選せん択たくしたことは卑ひ劣れつだ。

　しかし同時に明らかな証拠の揃そろわない現状で峻しゆん烈れつに鳳家の罪を問うのは、今後皇帝として統治していくうえで問題を引き起こしかねない。

　どちらを選択しても祥飛は納なつ得とくできないが、寛かん大だいさを示す方が、目の前の危難を回かい避ひできるという直近の利がある。しかしそれが通じなければ、目先の危難が襲おそいかかる。回避できないなら、そうなる前にこちらから逆に襲いかかる。ただし襲いかかる相手を鳳家に絞しぼる。そうなれば大混乱は目に見えているが、それしか方法がなければ致いたし方ない。

　鋭するどく、祥飛は詰つめ寄った。

「どちらが得か、おまえならわかるだろう朱西。崑国一の博士」
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「その一つの条件とは、なんですか」

　理美は身を乗り出す。

「陛下が、わたしとの対話を望んでいると言ったな？　それだけは確実に実現すること。宰さい相しようや尚しよう書しよたちからどんな横やりが入ろうと、確実に陛下と会えること。この一点のみ」

「それはお約束できます」

「無理かもしれないが、約束の手形のようなものがあればなお良い」

　約束の証あかしがあれば朝雲はここから出てくれると確信し、理美は周囲を見回した。

（わたしが証文なんか書いても、周宰相や尚書方の前ではなんの役にも立たない。だったら）

　文ふ机づくえの上に紙を裁たち切る細い刀を見つけた。華きや奢しやな刀で柄つかに花模様が浮き彫ぼりされたものだが、刃やいばは意外に鋭い。勢いこんで立ちあがり文机からそれを取りあげ、朝雲に差し出す。

「これをお持ちください。もしなにかの手ちがいで対話が困難な状じよう況きようになったら、わたしを人ひと質じちにして陛下との対話を希望してください。わたしは朝雲様のお側そばを離はなれずにいますから」

　伯礼はぎょっとしたようで、阻そ止しするかのように理美の腕うでに手をかけた。

「理美、お待ち。わたしは、陛下から君を託たくされているんだよ。それがこんな物ぶつ騒そうな約束を」

「大だい丈じよう夫ぶです。陛下は絶対に、朝雲様と話し合いをしてくださるのですから心配いりません」

　二人のやりとりになにを感じたのか。朝雲は理美の手から小刀を取ると袂たもとに入れ、立ちあがる。

「行こう。約束は頂いた」
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　ふっと朱西の口元がほころぶ。

「寛大さと横暴さ。皇こう帝ていの力を対極の方向で、最大限に使われるということですね。正直で真っ直すぐな、とても皇帝らしい交こう渉しよう術ですよ。誰だれに頼たよるでもなく逃げるでもなく自らここに来て、俺と向き合うことがよくできましたね、陛下」

「馬ば鹿かにしているのか」

「お褒ほめ申し上げているのです。陛下が端たん的てきにご提案くださったので、俺も無駄な時間を割さかずに決断できます」

　互たがいに目をそらすことができず、祥飛は朱西の深い色の瞳ひとみに吸い込まれそうな錯さつ覚かくに陥おちいる。この瞳の奥で今なにを考え計算しているのか、底知れない。ただ目をそらせば負けるという気がして、唾つばを飲みこむのが困難なほど緊きん張ちようしながら返答を待つ。

「こちらに陛下自らいらっしゃったことが、敗因でしょうね」

　おもむろに椅い子すから立ちあがった朱西は、壁際に垂れる朱しゆ色いろの紐ひもを引く。遠くでちりちり鈴すずが鳴る。その言葉と音に、祥飛も丈鉄も訓記も身構える。

（これはなんの音だ。敗因とは!?　余が負けたとでもいうのか!?　なにが起こる）

　緊張が極限に達し周囲を見回したが、そこに朱西の静かな声が続く。

「鳳徳とく妃ひ様、温賢けん妃ひ様をこちらにお連れします。ただ朝雲については、彼と交渉をしてください。彼が行くといえばお連れください」

　朱西は祥飛に向き直ると、深く一礼した。祥飛は何度か瞬まばたきした。

「なんと言った」

「鳳徳妃様、温賢妃様をお連れするようにと侍じ女じよに合図をいたしました。程ほどなくお二方はこちらに参られます。朝雲は勝手に説得してお連れください。この件に関しては、俺の負けです」

　朱西ははっきり、負けと口にした。それでようやく理解した。

（敗因とは、朱西にとっての敗因のことだったのか）

　極限まで追い詰められていた己おのれの精神状態を知らされたようだったが、朱西の言葉の意味を正しく理解すると、急激に体の芯しんから力が抜ぬける。

「お先に失礼いたします。ただ朝雲をお連れになっても、彼が陛下の思おも惑わく通り素す直なおに動くとは限らないとだけ、申し上げておきます」

　微笑すると、朱西は祥飛の脇わきをすり抜け主殿を出て行った。彼の気配が去ったと背中で感じると、ふいに足あし下もとがふらつく。

　丈鉄と訓記が駆かけ寄って両りよう肩かたを支えてくれた。

（朱西が、負けと）

　負かしたことよりも、勝てたことが嬉うれしい。守るべきもののためにとった行動が、功を奏した。それが嬉しい。

（あとは県軍さえ止められれば）

　そう思ったときに、主殿の出入り口から理美の「陛下」と呼ぶ弾はずんだ声がした。中へ駆け込んでくると彼女は朱西がいないことに気がついたらしく、警けい戒かいした様子で「朱西様は」と周りを見回す。丈鉄が安心させるような笑え顔がおを理美に向ける。

「安心しな。朱西は退室した。鳳徳妃様と温賢妃様は、もうすぐこちらに参られる。そして朝雲も勝手に説得して連れて行けと、朱西が言ったぜ」

「朱西様を説とき伏ふせたんですか、陛下！」

　丸い目をさらに丸くした理美の表情が愛らしく、祥飛は微笑した。

「そうだ。そして、おまえはどうだったのだ」

　理美は、ほわりと微笑む。

「朝雲様はもう、馬車に乗ってくださいました」

　あと一息。宮城に帰き還かんしてすぐ、朝雲と対面するのだ。そして県軍を止めよと命じれば、危難を乗り切れる。息切れしそうな気持ちを立て直し、祥飛は体の芯に力を入れて真っ直ぐ立つ。

「帰るぞ」
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　程なく鳳徳妃と温賢妃が疲つかれた顔で現れ、再会を喜ぶ余よ裕ゆうもなく全員が馬車に乗った。

　祥飛と鳳徳妃と温賢妃は同じ馬車に乗ったが、未いまだ身分のない宙ぶらりんの立場の理美は伯礼と朝雲と同じ馬車だ。

　宮城に入り、理美はやっと肩の力を抜く。

　本当なら祥飛は、すぐに周考仁たちと合議を開くべきだった。だが祥飛自身が、考仁たちと話をする前に朝雲と対面をすると決断した。そこで伯礼と理美は朝雲を開かい明めい殿でんに案内した。

　対面の準備が整ったことを知らせに、伯礼が走る。自らが朝雲の人質になると約束した理美は、開明殿の広い空間で朝雲と二人、ぽつんと待つ。

　戸を開いた開明殿の周囲に植えられているのは空うつ木ぎだ。枝の先に白い蕾つぼみが、幾いくつもついていた。開花も近い。

「君の守りたいものはなんだ」

　宮城に到とう着ちやくしてからずっと無言だった朝雲が、顔色の悪い横顔を見せて問う。その横顔に強い緊きん張ちよう感かんが漂ただようのは、これから皇帝と直接対面するからだろう。戦いに挑いどむ前のような鋭さも感じる。

「陛下です。わたしは食をもって陛下にお仕えすることで、居場所を得られました。だから陛下のお側にあり支え続けるために、皇后になると決めたんです」

「ではなぜ、儀ぎ山さん郷ごうでは朱西殿と一いつ緒しよだったのだね。君たちはとても親しげだった」

　いきなり痛い質問に戸と惑まどったが、今の状況では下手へたな誤ご魔ま化かしは信しん頼らい喪そう失しつに繫がりかねないと判断し、意を決した。

「食しき学がく博士はかせと助手として陛下にお仕えしていたんです。わたしは朱西様が好きでした。朱西様も同じだと、言ってくれたことがあります。けれど今は二人とも立場が変わり、お互いに思いは消えました」

「君は正直だが、一つだけ噓うそをついたな。君と朱西殿は、今も互いを思い合っている」

「違ちがいます。わたしは……わたしは未練がましいので。けれど朱西様は違います。思いは消えたとはっきり仰おつしやいました」

「彼は噓をつかないか？」

　どきりとした。朱西が噓などつくはずないと、理美はずっと信じていた。けれど彼は水すい祇し洞どうで別れたとき、噓をついて理美の前から去った。あのときなぜ彼はあんな噓をついたのか。

（朱西様は、周朱西という人間は消えるのだと告白なさった。そして動どう揺ようするわたしが朱西様を放さないから、わたしの手を放させるために噓を）

　あのときそもそも、自分が消えると彼は告白する必要があったのか？　どうせ噓をつくなら正直に消えると告白せず、適当な噓をつけば良いだけ。

　事実を告げたからこそ噓をつく必要があった。

　朱西が噓をつくのは、なんのためか───。

　花か梨りんの下で会って以来理美の中にある、なにか大切なことを見落としているようなもどかしさ。その理由が、今わかりかけた気がする。

　朝雲は答えを期待してるわけではないらしく、ついと出入り口のほうへ目を向けて呟つぶやく。

「おみえになったようだな、皇帝陛下が」

　丈鉄と伯礼を背後に従え、祥飛が開明殿へと踏ふみこんで来た。それに向かって朝雲は深い礼をとるが、祥飛はそれを「礼は不要だ」と軽くいなしながら彼の傍かたわらを抜け、最さい奥おうの透すかし彫ぼりの衝つい立たてを回り込む。

「そなたに話すことがある。そして頼たのみも。こちらに参れ関朝雲」

　卓たく子しにつきながら祥飛は早口に命じた。

　県けん吏りが皇帝と同じ卓子につくのを許されるのは、異例の厚こう遇ぐう。しかし朝雲はにこりともせず顔をあげると袂たもとを探さぐり、銀の小刀を取り出すと傍らの理美に差し出す。

「わたしの望みは叶かなうようなので、これは君に渡わたしておこう。小刀とはいえ、刃は物ものを持って皇帝陛下と同席できまい」

　まるで死を覚かく悟ごした人のような真しん剣けんさに、理美は違い和わ感かんを覚える。

「朝雲様。陛下は朝雲様にお話しされるだけで、罰ばつしようと考えているわけではないのです」

「対面すればどうなるかわからん」

「陛下と対面して、なにをなさるおつもりなんですか」

「自分の務めを、果たさなければならないだけだ」

　きっぱり告げると、朝雲は衝立を回り込んで祥飛と対面して卓子につく。

　丈鉄は、祥飛の身の安全のために衝立近くに控ひかえ、伯礼は急ぎ茶の準備をして卓子に並べる。

　理美は本来この場にいる必要はない。しかし朝雲を説得したのは自分だ。ここでなにか起こったら、彼を説得した自分にも責任の一いつ端たんはある。

　この場から離はなれられず立ちつくす。

　明るい夕ゆう陽ひが、開け放たれている窓や戸口から石いし床ゆかに朱しゆ色いろの光を落としていた。開明殿の空気は、薄うすい硝子ガラスのように張りつめている。それは朝雲の発する緊張感に起因するもので、敏びん感かんに感じた丈鉄の目が鋭するどい。

　祥飛は前に座る朝雲の、不ふ機き嫌げんそうで顔色の悪い顔を真っ直すぐ見ている。

「二度目だな、関朝雲。理美の説得に応じたからには、だいたいのことは聞いたのか」

　祥飛の声は硬かたい。

「地方経済の混乱は、馬維順の画策があってのことだと聞きました。さらには、わたしが捕ほ縛ばくされ処しよ刑けい間近との誤報を信じた県軍連合が、わたしの奪だつ還かんを掲かかげ進軍中であり、今夜には五交原に到着するだろうと」

　答えた朝雲の表情は動かず、青白い顔のまま。

（なんだろう、この空気は。まるで石と石が、擦こすれ合うような）

　祥飛も朝雲も、互たがいに対面を望んでいた。そしてこうやって対面した。望んだ対面にもかかわらず、二人の間にある空気が軋きしんでいる。

「全すべて伝わっているようで助かった。余はそなたも含ふくめ、県吏たちを罪に問うつもりはない。さらには馬維順は証しよう拠この精査が終わり次し第だい捕縛し、罰する。そのように事態の収拾しゆうを図はかりたいが、まずは県軍に引いてもらわねばならぬ。県軍が五交原に到着次第、そなたは県軍の前に姿を見せ、事の真相を語り、余の判断を伝えて県軍を引かせよ」

　朝雲はかなり長い間無言だった。今夜にでも県軍は五交原に到着すると予想されていたので、猶ゆう予よはほとんどない。祥飛も焦あせっているらしく、あまりに長い沈ちん黙もくに眉まゆをひそめ声を尖とがらせた。

「余の声が聞こえなかったか、関朝雲。県軍を引かせよ」

「承知いたしかねます」

　一言、朝雲は答えた。

（拒きよ否ひなさった!?）

　手に持っていた小刀が、驚おどろきのあまり理美の手から滑すべり落ち、石床で高い音を立てる。

　よもや拒きよ絶ぜつされると思っていなかっただろう祥飛は、啞あ然ぜんとして朝雲を見つめた。丈鉄も目を見開き、茶を給きゆう仕じしていた伯礼の手元で茶器と茶器がぶつかって小さく音を立てた。

「……なんと言った」

「承知いたしかねます」

「地方の混乱の原因を調べ、原因たる維順は罰し、県吏たちも罪に問わぬと言ったのだ。それを理解しているか？」

「しております」

「ではなぜ、県軍に引けと命じぬのだ！」

　焦りと苛いら立だちを抑おさえられなかったらしく、祥飛は拳こぶしを卓子に叩たたきつけた。茶器が倒たおれこぼれた茶が卓子から流れ落ち、石床の上で黒い滴しずくの跡あとになる。朝雲はそれでも一度も祥飛から視線をはずすことなく、青白い無表情で答えた。

「それを陛下がおわかりでないからこそ、承知できないのです」

「余がわかっていないというなら、それを教えよ！」

「教えられるものではありません」

　二人の会話の応おう酬しゆうを聞いていた理美は、焦りがこみあげる。最初から軋んでいたものが、このままではさらに軋みを大きくして壊こわれる。

　危機回かい避ひまであと一歩なのに、ここで壊れたら取り返しがつかない。そんな気がした。

（軋んでいるのは、二人の思い。考え。立場）

　二人は対面することを望んでいたが、互いに望むこと、考えていることが違いすぎる。立っている場所が違う。違う場所に立って球を投げ合うと、相手の球を受け止められず空気が軋む。

（軋みを止めなければ。けれど、どうすれば!?）

「そのような曖あい昧まいな問答をしている暇ひまはないのだ！」

「残念なことです」

　軋み、壊れる。その瞬しゆん間かんが近いと感じ、思わず助けを求める。

（斎さい宮ぐう様、どうすれば!?）

　鋭く、跳はね返るように姉斎宮の声が耳に響ひびく。

　──あなたは方法を知っているでしょう、美味うましの宮みやなのだから！

　美味宮。その名にはっとして、閃ひらめく。

（そうだ、わたしは知ってる。軋みを止める方法！）

　考えるより前に理美は駆かけ出していた。透かし彫りの衝立の向こうへ跳ねるような勢いで回り込み、声を張った。

「忘れていました！　陛下、朝雲様、そろそろ夜食をお持ちいたします！」

　唐とう突とつな理美の行動に、祥飛も朝雲も眉をひそめた。丈鉄はなに言ってるんだと言いたげに目をくりくりさせた。伯礼は倒れた茶器を片づけようとしていた手を止め、こちらにふり返る。

「さがれ理美。今はそのようなときではない」

　さすがに厳しい表情の祥飛に、理美は首を横に振ふる。

「いいえ。今だからこそ、必要なんです陛下」

「なにを馬ば鹿かな」

「今だからこそです」

　強い口調で繰くり返すと、それでなにかを感じ取ってくれたのだろうか。祥飛の表情がわずかに動き、探るようにおうむ返しに問う。

「今だからこそか？」

「はい」

　このままでは軋み壊れるのは、祥飛も感じているはず。どうせ壊れるとしても、わずかな可能性でも残る理美の提案に賭かけて欲しかった。

　理美と祥飛は見つめ合い、しばし。

　小さく祥飛が頷うなずく。

「よし……許す。準備をせよ」




　　　三




　朝雲が訝いぶかしげな顔をするが、それは当然。緊きん迫ぱくした状じよう況きようで、殴なぐり合うような言葉の応酬をしていた。なのにいきなり中断して夜食にすると言ったのだからなにを考えているのかと怪あやしむ。

（でも、だからこそ、良い）

　深々と二人に礼をとり、「では準備をいたします」と慇いん懃ぎんに告げ、その場を離れる。

　衝立の向こうにいた丈鉄は、目が合うとにっと笑って小さく手を振る。頑がん張ばれよという意味のようで、彼は理美の思おも惑わくがわかっているのかもしれない。それを言えば伯礼も同様で、黙もく々もくと茶器を片づけながら、開かい明めい殿でんを出る理美の背に「あまり時間はありませんよ」と囁ささやく。

　二人に頷き返し、開明殿を出るやいなや裳も裾すそを持ち上げ、厨ちゆう房ぼうへ向けて全速力で走る。ちょうど今は、饗きよう応おう長ちよう楊高晋たちが夜食の準備をしているはず。彼らに手伝ってもらえれば、短時間でなんでもできる。

（なにを饗きようするべき!?）

　走りながら考える。

　祥飛は朱西と渡わたり合い、神経がきりきりに引き絞しぼられた状態。

　朝雲も、馬維順や鳳家の暗あん躍やくを知り衝しよう撃げきを受けているだろう。しかもなんらかの覚かく悟ごを秘ひめて皇こう帝ていと対面しているらしいので、その緊きん張ちよう感かんは計りしれない。

　二人ともまったく余よ裕ゆうがなく、かちかちで、石のような状態だから相対すれば軋むのだ。

（だったらまずは、固いものを柔やわらかくすれば良い）

　宮きゆう廷ていでは祥飛と考仁、尚しよう書しよたちは頻ひん繁ぱんに会食する。それはその席上であれこれと雑多な相談事をする必要があるからだ。宮廷のみならず、商人たちの交こう渉しよう事にも会食の席が選ばれると聞く。その理由は単純で、美味おいしいものを食べながら向き合えば、それによって場が和なごみ気持ちがほぐれるから。美味しいものを食べながら激げき高こうする人はいない。心に隙すき間まができるのは、人も生き物だから。食は、本能に根ざしているからだ。

　だから理美はまず、二人に夜食を饗するべきと判断した。

　その意図に祥飛は気づき、許してくれたのだ。

（許されたなら、なにを饗するかが問題。あまりにも緊張が強ければ、人は食しよく欲よくがなくなる。食べてもらえなければ、気まずく向かい合い、冷めていく料理を眺ながめるだけになる）

　あの二人は今、石のようだ。料理が出たからと、いきなりもりもり食べられるわけがない。

　夕ゆう陽ひは落ちて、薄うす闇やみが宮城のあちこちに沈ちん殿でんしはじめていた。その中を理美は走る。

（まず、すこしでも食べてもらえれば。すこしでも……）

　そこではっとする。

（陛下が食欲をなくしているとき、食事は一口召めし上がるだけだった。たった一口。だったら！）

　昇しよう龍りゆう殿でん北側に位置する厨房の近くへ来ると、蒸むし物や、炒いためた香こう辛しん料りようが香かおる。戸口や格こう子し窓から、もくもくと温かそうな蒸気が上がっていた。食材を刻む音や大声で指示を出す声が響き、活気があふれている。

「饗応長！」と叫さけんで中へ飛びこむと、鉄てつ鍋なべを振るっていた楊高晋が、ひぇっというような妙みような声を出し、手にしていた鉄のおたまを取り落とす。

「あんた、雪宝ほう林りんじゃねぇか!?」

「おひさしぶりです、饗応長。お願いがあって」

　駆け寄りひしっと袖そでを摑つかむと、高晋は怯おびえたように一歩足を引く。

「待て、待て！　なんでこんなところにいやがるんだ、あんた。あんた皇后候補になって、公こう謁えつも済んだって聞いたぜ」

「そうですけど、それがなにか？」

「なにか？　じゃねぇ！　とぼけてやがるな。皇后候補が厨房なんかに来るな！」

「わたしは、来なくちゃいけないんです！　陛下のお許しも頂いてます！」

　相手の混乱と驚おどろきを、強い口調で抑おさえた。伯礼が言うように、時間はあまりない。

「陛下のために、夜食を準備しなくてはならないんです。手伝ってください」

「けど、俺たちも陛下の夜食にと今、準備を」

「いいんです、それで。それにあわせて準備します」

　すこし冷静さを取り戻もどした高晋は、首を傾かしげる。

「それは、どういうこった？」

「饗すべき料理は、味さえ美味しければどんな料理でもいいんです。ただ饗する方法を工く夫ふうします。そのために料理が必要なんです、たくさん。だから饗応長やみんなの力が必要なんです。陛下は今、大切なお方と向き合っています。そのお方とともに食す料理を饗せと、命じられたんです」

　厨房の中にいた料理人たちや下働きの少年たちは、あんぐりと口を開けて二人を見ていた。

「要するに、陛下のご命令で、陛下が大切な客人とともに食べる夜食を饗する。それについちゃ、あんたに一任され、しかもあんたには考えがある」

「そうです。陛下のために、みんなと作る必要があるんです」

　理美が真しん剣けんな目で高晋を見あげ続けていると、彼はゆっくりと周囲の連中を見回す。

「だ、そうだ。陛下のご命令があった。皆みんな、この人の話を聞け」

「ありがとうございます、饗応長」

「礼は必要ない。陛下のご命令だ。あんたは、さっさと指示を出しな」

「はい！」

　料理人や下働きの少年たちは全員手を止め、こちらを見ていた。厨房でこんな視線に囲まれたことがない理美は緊張する。厨房は一人で立つものという感覚が抜けきらない。ただ、さっきまで厨房に満ちていた、料理人たちの生き生きした空気の中に身を置けると考えると、わくわくする。一人で作るのも好きだが、一いつ斉せいに皆で力を合わせるのも楽しい。

　ふと、場ば違ちがいな幸福感を感じる。朱西が祥飛を裏切り、県軍が五交原に迫せまり、それを阻そ止しできないかと祥飛は朝雲と向かい合っている。とんでもなく緊迫した状況だが、理美はこの瞬間たった一人で焦あせり戸と惑まどい、やるべきこともわからず立ちつくす孤こ独どくの中にはいない。やるべきことがあり、守るものがあり、為なすべきことが見え、力を貸してくれる人たちがいる。

　力が湧わく。

「突とつ然ぜんにすみません、みなさん。わたしは雪理美と言います。訳あって今、皇帝陛下は大切なお客人と向き合っていらっしゃいます。そこに饗する料理を準備せよと、陛下からの命を受けて参りました。力を貸していただけますか？」

　料理人たちは顔を見合わせ、その中の一人が声をあげた。

「陛下のご命令なら従うのは当然だから、もちろんできることはする。しかし、なにをすればいいんだ？　特別ななにかが必要か？」

「いいえ。まず今みなさんが準備しているいつもの夜食を作っていただき、さらに時間の許す限り、たくさんの種類の料理を作って欲しいんです。美味しければ、なんでもいいです。しかも量は必要ありません。一品につき、一人前あるかなきか程度で良いんです」

「そんなちょっぴりでいいなら、俺なら半刻で六品は作れるぜ」

　誰だれかが言うと、別の声が「俺なら八品」と負けじと言う。理美は彼らにほわりと微笑ほほえみかけた。

「できるだけたくさんの種類をお願いします。そして誰か、器うつわを納める場所へわたしを連れて行ってください。必要な器を集めます」

　理美の言葉に「応」と答えた料理人たちは、すぐに動き出した。理美もたすきを借りて袖を絞ると、まず下働きの少年に頼たのんで器を保管してある別室へ走った。
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　理美が去り伯礼が茶器を片づけると、祥飛と朝雲は沈ちん黙もくして向き合うしかなかった。朝雲はなにを考えているのかわからない無表情で、祥飛を見つめている。

（地方の混乱を収束し、朝雲本人も含ふくめた県けん吏り全員を罪に問わぬと言っているのに、なにが不満で県軍に引けと命じることを拒きよ否ひするのだ。拒否すれば逆に、この場で斬きり殺されても文句は言えぬとわからぬ頭でもあるまい）

　戸や窓から射さしこむ斜しや光こうは見る間に色いろ褪あせる。侍じ官かんが一人静かに入ってくると、丈鉄に何事か囁く。頷うなずいた丈鉄は衝つい立たてを回まわり込み祥飛の傍かたわらに来て跪ひざまずき、小声で告げた。

「禁軍から、県軍が五交原へ到とう着ちやくしそうだと報告が上がって来ました。周宰さい相しようは禁軍を五交原に向かわせる許可を求めています。あと、朝雲との対面、埒らちがあかぬのならこの場にご自身がいらっしゃり、手っ取り早く決着をつけると仰おつしやっているそうです」

　祥飛は唇くちびるを嚙かむ。

（出しゆつ陣じん、やむなしか）

　できるならば、互たがいの軍が睨にらみ合うような状じよう況きようは避さけたかった。睨み合えば些さ細さいなきっかけで衝しよう突とつが起こる危険があるし、事態が無事に収束した後でも、いつ開戦かと向き合った者の間には少なからずわだかまりが残る。

　しかし朝雲が県軍の説得に向かわないのであれば、禁軍は備えをしなければならない。

「出陣許す。ただし前にも釘くぎをさしたが、これは交戦が前提ではない。あくまで県軍が動かぬように牽けん制せいするだけだ。あと朝雲に関しては……」

　考仁は決断も早く、しかも方法を選ばず躊躇ためらいがない。彼がこの場に来たら即そく座ざに朝雲を引っ捕とらえ、さらに朝雲の友人知人家族を人ひと質じちにして、県軍を引かさねば彼らに災いが降りかかると彼を脅おどすに違ちがいない。それが確実で早い方法なのだろう。

（しかし。この男の目は）

　前に座る男は友人知人家族が引き出されてきても、目を閉じ、じっと耐たえ、けして動かないのでないかと思えた。それほど強固な意志を感じる。

「朝雲については、しばし待てと伝えよ」

　承知と答えると、丈鉄は開明殿を出ていった。

　暗くなってきた開明殿の中へ、侍官が灯りを灯ともして回る。ただあまりに広いので、祥飛たちのいる周囲が明るくなっても、室内のほとんどが暗くら闇やみに沈しずむ。

（理美はまだか）

　朝雲は、理美が夜食を準備すると告げそれを許した祥飛の行こう為いは、謀はかりごとの符ふ牒ちようだとでも思っているのだろう。なにをする気なのかと、身構えているのが手にとるようにわかる。まさか本当に夜食を準備しているとは、思っていないらしい。

　当然だろう。この状況で「食事をしよう」と言い出せば、どこの阿あ呆ほうかと思われる。

（しかしあれは、その阿呆なのだ）

　そして祥飛は、その少女に一いち縷るの望みを賭かけている。

（阿呆にすがる余も、また阿呆か）

　可笑おかしくて口元がほころぶ。それに気づいた朝雲の目に、さらなる不ふ審しんの色が濃こくなる。
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　案内されたのは厨ちゆう房ぼうと続きになっている、床ゆか板いたが張られた室だった。天てん井じようまで届く作り付けの棚たなが等とう間かん隔かくで整然と並んでおり、棚たな板いたには大小様々な器が隙すき間まもないほど並べられ、重ねられている。蓋ふた付つきの湯タンを入れる器は、一ひと抱かかえもあるものから一人用の小ぶりなものまで。

　平皿は人がまるまる乗れそうな大きさのものから、掌てのひらの窪くぼみに載のるものまで。

　彩さい色しきも様々。純白もあれば、青や、黒や黄の一色無地のものもある。鳳ほう凰おうや龍りゆうが金や銀で描えがかれたもの。青い単純な紋もん様ようが描かれたもの。

　その中から理美は必要なものを見つけ、少年たちとともに厨房へ運び出す。

　運び出された皿を見て、料理人たちは理美がなにを意図しているのかわかったらしい。料理人らしい察しの良さだ。目的がわかれば、効率的なやり方もわかる。彼らの作業の動きがさらに速くなるのが、頼もしい。

　料理人たちが作り上げた料理と、彼らが今手がけている料理をざっと見て、理美は自分が作るべきものを決めた。

（和国風の料理を作ろう）

　少年の一人に頼み、「香かおり漬づけをわけて欲しいと、雪理美が言っている」と、後宮の宋貴き妃ひの所へ使いを出してもらった。彼女には定期的に香漬をわけているので、手元にあるはず。

　近ちか頃ごろ、この厨房にも置かれるようになった堅けん魚ぎよ堅けんと海うみ布ふから出汁だしを取る。和国料理の基本の出汁は、こうやって時間のないときでもあっという間に準備できるのが助かる。

　黄こ金がね色の澄すんだ出汁を、小さな鍋なべに入れた。温めて、そこに皮を剝むいた里さと芋いも四つをころりと入れる。砂糖を加えて柔やわらかくなるのを待ち、塩と甘ガン醬ジヤンを少量加える。最後に軽く茹ゆでた菜の花を一ひと摑つかみ。さっと茹でれば、一品ができあがる。

　塩しお漬づけの紫し蘇そ葉の塩抜ぬきしたものと、薄うす切ぎりの大根を甘あま酢ずに漬つけ、暫しばらく置く。すると甘酸っぱくて薄うす紫むらさきの大根になる。

　高晋たちも、どんどん料理を作っている。片かた栗くり粉こをまぶして揚あげ豚ぶた肉にくに甘酢を掛けた一品。海え老びの甘あま辛からい炒いため物。春はる雨さめとくらげのあえもの。甘辛いたれを塗ぬり、ぱりぱりに焼いた家鴨あひるの皮。どれもこれも少量なので、食材を洗い刻み、剝くような下ごしらえがわずか。料理は、下ごしらえが一番時間を食う。それが少ないので料理人たちは、瞬またたく間に何品も作る。

（すごい）

　手を動かしながらも、周囲の料理人たちが競きそうように料理を仕上げる様子に心が躍おどる。
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　頃ころ合あいを見計らい下働きの少年の一人に、伯礼を呼びに行ってもらった。開かい明めい殿でんへ料理を運ぶのに、理美一人では到とう底てい無理だろうと判断したからだ。

　できあがった料理は五十種類以上。理美はそれらを、料理人たちの手を借りて丹たん念ねんに盛り付けた。料理人たちは手間のかかる作業を面めん倒どうとは言わず、かえって一つ一つ丁てい寧ねいにこなした。

「壮そう観かんだな、こりゃ」

　できあがった料理を眺ながめて高晋が感かん嘆たんの声を漏もらす。竈かまどの熱気と、香こう辛しん料りようや香こうばしい焦こげの香かおりが立ちこめる厨房で、料理人たちも満足そうだ。彼らは「運ぶのはことだなぁ」「大変だぞ」と口々に言い、自分たちの仕事を面おも白しろがっているらしい。

　そこへ少年に案内されて伯礼が顔を出し、作業台に置かれた料理に目を丸くする。

「これはどういう趣しゆ向こうなの？」

　その驚おどろきが嬉うれしいらしく、料理人たちはにやにやしている。

「陛下と朝雲様に召めし上がって頂く夜食です。運びたいんですけど、わたし一人では無理で」

「そうだね。君とわたし二人がかりでも無理だろうから、陛下付きの侍じ官かんを呼ぶしかないね」

　それから伯礼は、呆あきれたような顔になる。

「急に夜食と言い出すからなにかと思えば。こんな趣向？　これでなんになるの？」

「わかりません。ただ、空気を変えられれば良いんです」

「あの状態のお二人に、食べてもらえればね。あんな様子では、せいぜい食べて一口……」

　そこまで口にした伯礼は、はっとしたように改めて料理に目をやる。

「そうだね、だから」

　伯礼は、「趣しゆ旨しは承知したよ」と告げ、すぐに侍官を手配するために厨房を出た。程ほどなく数名の侍官を連れてきた伯礼は、理美を促うながす。

「さあ、君が先導して陛下と朝雲に饗きようするんだよ」

　侍官たちが料理を運ぶ準備を終えると、理美は厨房の出入り口に立つ。そして高晋と料理人たち、下働きの少年たちに向かって深い礼をとる。

「ありがとうございました。この夜食はみなさんの力がなければ、作れませんでした。感謝します」

「これが俺たちの仕事だ。行きな。陛下をお待たせしちゃならねぇ」

　にかりと笑った高晋たちに今一度礼をとり、理美は厨房に背を向け、開明殿へ向けて歩ほ廊ろうに踏ふみ出した。

「夜食が参りました」

　開明殿の出入り口から伯礼が声を発すると、正面しか見ていなかった朝雲が、透すかし彫ぼりの衝つい立たて越ごしにちらっと出入り口の方へ視線を向ける。祥飛もそちらに目を向けた。

　伯礼が出入り口脇わきに控ひかえると、理美が姿を現すが彼女は手ぶらだ。夜食はどこかというように祥飛の目が訝いぶかしげだったのは一いつ瞬しゆんで、理美の背後から四人の侍官が入ってくると興味深そうに視線で追う。侍官は、二人で一つの巨きよ大だいな黒くろ漆うるし塗ぬりの盆ぼんを運んでいた。

　なにが始まるのかと朝雲は身構えるが、理美が近づくにつれ料理の香りが強くなると、意外そうな顔をした。本当に料理が運ばれてくるとは思っていなかったらしい。

　衝立を回り込んだ理美は礼をとり、

「夜食をお持ちしました」

　と告げた。それを合図に侍官がそれぞれ運んでいた盆を、祥飛と朝雲の前へ置く。

「これは、なんだ」

　と祥飛が問う。朝雲も珍めずらしそうに盆を見おろす。

　侍官が下がると理美は顔をあげた。そしてふっと小さく息を吐はき、軽く目を閉じた。

（いよいよ夜食を饗する。どうかこの料理が、陛下のお役に立ちますように）

　心静かに祈いのったそのとき。

　──神の口からすら、おいしいと一言を引き出せるように向き合え。美味うましの宮みやよ。

　ぴりっとして涼すずやかな姉斎さい宮ぐうの声が聞こえた気がした。

（はい。斎宮様。承知しました）

　ゆっくりと目を開く。理美の中に柔やわらかく清く、それでいて強くてけして折れないなにかが凝こごっていく。それは聖せい餐さんを饗する仙せん。
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（理美？）

　彼女の気配の変化に、祥飛は心強いものを感じた。いつもの彼女に変わりはないが、そこに揺ゆるぎなく清らかな者が舞まい降り、不安がる祥飛を優やさしく包むような気配。

「百パイ品ピン一イー皿ミンと名をつけました。召し上がってください」

　気負いなく告げ、理美はほわりと笑う。

　黒漆塗りの盆には笹ささの葉が敷しかれ、鮮あざやかな緑が黒に映はえていた。そして笹を敷いた盆の上には、掌てのひらに載のる小さな皿が整然と並んでいた。横十枚、縦五枚と並んだ皿は、それぞれが小さいながら完かん璧ぺきな一品となっていた。

　青と黄と赤の野菜と揚あげ豚肉を甘辛いあんで絡からめた料理は、料理そのものが鮮やかな彩いろどりなので皿は純白。掌大の皿なので、盛られた揚げ肉は一切れのみ。彩り野菜も青、赤、黄、と一切れずつきちんと配され、細やかな気き遣づかいを窺うかがわせる。
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　真っ白い芋いもを和国風の出汁で煮にた皿は、芋が白いのでそれを引き立てるように、蔦つた模様が彩さい色しきされた皿に盛った。それも芋は一切れだけ。芋の上に、ちょこんと黄色い花弁が載っている。

　ほんのり紫むらさきに染まった大根の甘あま酢ず漬づけらしきものは、青磁の皿に三切れ。

　翡ひ翠すい色の香かおり漬づけは、縁ふちに金の環わが描えがかれた皿に二切れ。

　一つ一つは、珍しい料理ではない。しかし全部の皿に全すべて違ちがう料理が一口ずつ盛られ、しかも細やかな気遣いで盛り付けが整えられている。

　それが五十皿。並ぶと壮観であるが、たいした量でもない。

　理美は百パイ品ピンと名をつけているが、実際は五十品。数が多い喩たとえの百品だろうが、もし時間があれば彼女は本当に百品作りたかったのかもしれない。

　ただ、祥飛はこの趣向に戸と惑まどった。

（なんの意図があって、これを準備したのだ？）

　ぱっと見は確かに面白い。一皿一皿繊せん細さいに盛り付けられているが、珍しい料理ではない。しかし理美がこれを食せというのだから、なにかがあるはず。そう信じて祥飛は、箸はしを手にとった。

「朝雲。そなたも食べよ」

　勧すすめてはみたが、かくいう自分も食べる気分ではない。だが祥飛が食べなければ朝雲も食べないのはわかりきっているので、とりあえず手をつけなければならない。

　手前の一つ、揚げ豚ぶた肉にくのあんかけを箸でつまんで口に入れた。

　一口できれいに口の中へ入る大きさで、皿は空になる。

（もう一皿くらいは、手をつけねば）

　そう思い、隣となりの冬とう瓜がんの煮に物ものに手をつける。さっきとは違う、あっさりとした鶏ズイ湯タンの風味のとろみが口の中に広がる。その一口でまた、隣の皿は空になる。甘あま辛からい味と、あっさりとした味を食べると、その中間辺りの味が欲しくなり、五十の皿を見回して香漬を見つける。香漬の二切れを一口で食べると、すこしまだ物足りなさを感じる。

　次になにか、もう一皿くらいは口に入れようかと、皿を眺める。

　三皿目を祥飛が空にしたときに、ようやく朝雲は箸を手にした。気が進まない様子でざっと五十の皿を眺め、一番手前の左ひだり端はしの一皿に手をつける。
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　朝雲は食事をする気分ではなかった。しかし目の前に座る皇こう帝ていが、ぱくぱくと皿を空にしていくのをただ眺めているのも間ま抜ぬけなようだし、実際食しよく欲よくはなくとも空腹ではあるのだ。

　皇帝が食べるのを黙だまって待っているのも、手持ちぶさただ。

　一皿、二皿、手をつけてみようと思い、手前の左端の一皿を口に入れた。それはぴりっと辛い海え老びの炒いため物で、口の中がすこしひりつく。そこで隣の、味の優しそうな甘芋の煮物を口に入れる。田舎いなか料理でも頻ひん繁ぱんに饗される味にほっとした。

　そしてふと、眉まゆをひそめる。

　手前に五つ並んだ皿の二つだけが綺き麗れいに空になっていると、どうも残り三つが残っているのは収まりが悪い。

（一列は、綺麗にすべきか）

　そんな気がして、三皿目に手をつける。
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　祥飛の皿が六つほど空になり、朝雲の皿も五つ目が空になろうとしていた。朝雲は五つ目の皿を平らげると一いつ旦たん箸を置くが、じっと盆を見つめ、すぐにまた箸を手にして二列目の左端の皿に手をつけた。

　祥飛はあちこち、気になった皿に手を伸のばしていく。

　その様子を衝立の透かしから見つめていた丈鉄の隣に、伯礼が立つ。

「見てみな。二人とも、料理に手を出したぜ。よく食う気になったもんだな」

　丈鉄が囁ささやくと、伯礼が微笑ほほえむ。

「どんな美味おいしそうな料理が普ふ通つうに出ても、彼らは手を出さなかったかもしれませんね。理美は料理そのものではなく、料理を饗する方法を最も大切にしたんですよ」
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　料理に合わせ、必要なときに口の中をさっぱりさせる効能のある茶を、理美は給きゆう仕じする。

　朝雲が一旦箸を置いたのに改めて持ち直したのを見て、理美は微び笑しようする。

（このお方は几き帳ちよう面めん。しかもきっと食べ物をとても大切にしていらっしゃるから、目に見えて『残っている』のが、気になって仕方ない）

　普通の皿で出されたならば、こんなに食べられないと考え手をつけない。しかし小さな一皿であればと、とりあえず手をつけてしまう。

　まずこれが、百品一皿の最初の効果。

　食欲がない人の前に普通に料理を出しても、箸さえ手にとってもらえない。だが見るからに一口の小皿であれば、食欲がなくとも、一皿だけなら食べられるだろうと手を出しやすくなる。もっと言えば、手持ちぶさただという理由だけでも、手を出してもらえる可能性がある。

　一皿手を出してもらえたら、良いのだ。

　一口食べて、まだまだ山盛りに同じ料理が残っていれば、もういいやと拒きよ絶ぜつ感が湧わきもする。しかし一口で一皿が空になると、物足りなさが演出される。「もっと、どうぞ」と言われるよりも、「はい、おしまい」と言われた方が、本能的にもっと欲しくなる。それと同じ。食欲がないと思っていても、あまりの少なさに本能が「もう一皿食べても良いのでは？」と囁く。

　それが第二の、百品一皿の効果。

　さらに一皿、二皿食べて終わりにしようと思っていても、俯ふ瞰かんで見ればたくさんの『残り』があると見えてしまう。手をつける前は、一皿だけ綺麗に食べられれば良いと思うのに、一皿欠いてしまうと、他ほかは『残り』になる。几帳面であればあるほど、または食べ物を大切にしようという思いが強いほど、次々手を出してしまう。

　これも百品一皿の効果だ。

　そして小さな一皿を重ねていけば、充じゆう分ぶん満腹になる。それが百品一皿の最大の効果。

　料理はただ、味わいだけが必要なのではない。饗きようする方法もまた料理のうち。

　次々と皿に手を伸ばす祥飛は、ふと朝雲の方に目を向けて眉をひそめた。

「おまえは、端から順に食べるのか。嫌きらいな料理があってもそうするのか」

「食べ物に好すき嫌いを言うのは、子どもか貴族だけです」

　さらりと返され、祥飛はむっとしたような顔をした。

「おまえも貴族だ」

「登とう用よう試しに合格していなければ、わたしは農民でした」

　理美は背を向けて茶器を整えていたが、二人のやりとりに笑えみがこぼれた。

（声がやわらかい）

　棘とげのある会話に聞こえたが、それでも先ほどの軋きしむような硬かたさの会話とはまるきり違う声こわ音ねだ。食事をしながら、生き物があんな硬い声で話せるわけはないのだ。生き物の本能が、喜び満足しているのに。

　好きなものから選び食べていく祥飛と、端から片づけていく朝雲。そんなことに互たがいに気がついて、わずかに相手を理解する。けれどほんのすこしだけでも理解できれば、ほろほろと、ほどけていく。なぜなら同時に、お腹なかも満たされ、ゆっくりとだが本能が、「くつろげ」と囁くから。

　それが、食。
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「農民？　ならば登用試に合格するだけの学はどこで身につけた」

「かつて安県県けん吏りであった関楽成に教えられました。わたしは、彼の養い子でした」

　驚おどろいたのは一いつ瞬しゆんで、すぐになるほどと納なつ得とくした。

「それで今回、このようなことを起こしたのか？　県軍を引かせぬのも、そのためか。余も関楽成の話は聞いた。反逆罪で捕ほ縛ばくされ獄ごく死しした安県県吏。養い親が先せん帝てい陛下の命で死んだのを恨うらんでのことか？　しかし楽成の後に就任した県吏は、問題なく安県を引き継ついだ。楽成が先帝陛下に盾たて突つくような理由は、見あたらぬと。であれば楽成が罪を問われ獄死したのもまた、自じ業ごう自じ得とくではないのか」

　朝雲は、首を横に振ふる。

「わたしは楽成の死を悲しみはしても、恨みなど持ち合わせていない。だからご存じないと、言うのです。楽成が抵てい抗こうした一年半。そこに意味がある」

　祥飛は眉まゆ根ねを寄せた。

「一年半でなにが変わる？　せいぜい季節が一ひと巡めぐり半するだけ……」

　そう口にしたときに、箸はしの先にある、米こめ粒つぶをまぶして蒸むした魚のすり身団子に目が行く。そしてはっとした。

「作物か！」

　思わず声に出していた。

　凶きよう作さくで作物の収しゆう穫かくがおぼつかなくても、翌年に例年並みに収穫できれば民たみは潤うるおう。

　しかし数年間凶作が続いていれば、どうか。税を払はらえば、過去の負ふ債さいがあるため凶作の年と同じになる。せめて税として徴ちよう収しゆうされるものが一年でも免めん除じよされれば、過去の負債は支し払はらえるかもしれない。

「楽成は安県の一年分の税を民に支払わせないために、あえて先帝陛下に一年半抵抗したのか。税の減げん免めんを認められなかったが故ゆえに、そのような手段に？　抵抗している間は、必然的に税の徴収ができないゆえに」

　一年半の楽成の抵抗で、安県の民は一年分の税の徴収を免まぬがれた。しかしそうすることで、楽成は逆ぎやく賊ぞくとして捕とらえられ罰ばつせられるのは目に見えている。それでも彼はやったのだ。

「楽成は……罰せられるのを承知で」

「楽成は馬ば鹿かな爺じじいです。ただわたしは爺から、頼たのむと言われてしまいました。なにを頼むのか、あの馬鹿爺は伝えてくれなかったので自分で考えました。だからここに居るのです」

　役人として庶しよ民みんの生活のために命を張った県吏が、最後に「頼む」と言ったとしたら、それはなにを頼むだろうか。

　祥飛は朝雲の答えに胸をつかれ、この男の根底にあるものを垣かい間ま見みた気がした。

（この男は、楽成の遺志を引き継いだのだ。だからこそ県吏という職にこだわり、楽成と同様に鄙ひなの仁じん者しやと呼ばれるほど清せい廉れんに生きようと）

　とすると、彼が頑かたくなな態度に出て、県軍を引かせぬと我を張る理由もそこにある。そもそも彼が、宮城に乗りこんできた意味もそこにある。

　宮城に来る理由は、なんだろうか。

（ここにある唯ゆい一いつのもの？）

　祥飛は息を吞のむ。

（余だ！）

　宮城にしかなく、唯一無二の存在は皇こう帝ていしかない。

　朝雲が県軍に引けと命じられないのは、祥飛がなにも理解していないからだと言った。彼は皇帝としての祥飛に、なにかを求めている。求めているからこそ宮城に乗りこんできたのだ。

　向こう一年地方から税を納めないという宣言は、反逆と捉えられかねないもの。それを承知であえてやって来たのが、挑ちよう発はつや、図太さでないとしたら、考えられる答えは一つ。これほど困っているのだと、皇帝に直接訴うつたえるためだ。地方に目を向けて欲しいと、罪に問われることを承知で、命がけで訴えに来たのだ。

　関楽成と同様に。

（にもかかわらず余は、県軍を引かせる条件に、県吏たちの罪を問わぬと言った。罪と。余は実際彼らがどれほど考えあぐねて行動したかを、理解していない。だら朝雲は、引かせぬと）

　馬維順の件を祥飛が解決したとしても、祥飛の意識が変わらなければ、似たようなことが起こったときに県吏たちはまた悩なやむ。今回は意図的な経済の混乱だが、飢き饉きんや天変地異が起こったとき、皇帝や中央が、今回と同じようにぎりぎりまで状じよう況きように気づかないのでは困る。地方の訴えに素す早ばやく対応し、目を向けていなくてはならない。

　楽成のように心ある県吏が罪を再び負わなくても良いように、皇帝という最も力ある存在に朝雲は知らせに来たのだ。

　すとんと、なにかが祥飛の中に落ちると同時に箸を置く。

　心の中に大切なものが落ちたと感じると、ふと、適度にお腹が満たされていることにも気づく。あんな小さな一口なのに、幾いく皿も口にすればほどよく腹は満ちる。些さ細さいなことも積み重なれば大きくなる。

　適度に腹が満たされ逆立っていた神経も凪ないだのか、とても静かな気持ちになれた。すると色々なことが見える。

（これが余には必要なことかもしれぬ）

　朝雲は、祥飛が箸を置いたのを見て訝いぶかしげな顔をしながらも、あわせて箸を置く。

「朝雲」

　祥飛は静かに口を開く。

「すまぬ。余はおまえの、県吏たちの思いを理解していなかったのだな」
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　丈鉄と伯礼は驚き、顔を見合わせた。県吏に対して皇帝が詫わびを言うなど、前ぜん代だい未み聞もん。

　諫いさめようとしたのか伯礼が一歩踏ふみ出しかけるが、その肩かたを丈鉄が摑つかむ。

「待てよ」

　鋭するどく囁ささやく。

「けれど陛下のお立場を」

「考えてるからこそ、陛下は口にしたんだ」
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　軽く目を閉じて、理美は自分の耳には聞こえていないのだという態度を見せる。それが礼れい儀ぎだと咄とつ嗟さに判断した。皇帝の詫びなど、臣下は聞こえないふりをするべきだ。しかし。

（陛下が、口にしてくださった。とても大切な言葉を）

　嬉うれしかった。

　祥飛が冷静になり、必要な言葉を適切に選んだことこそ、勇気あることだ。

（陛下はお強い）
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（すまぬと言ったのか!?）

　朝雲は目を見開く。よもや皇帝が一県吏に対して詫びの一言を口にするとは、思ってもみなかったのだ。そもそも皇帝と食しよく卓たくを同じくするのも驚いたのに、そのうえ詫びを口にするとなると、それは朝雲の中にある皇帝という存在の常識を覆くつがえすに足りることだった。

「おまえがなぜ直接余の元へ来て話をしたいと言ったのか、冷静に向き合ってようやく理解した。余がどれほど、政まつりごとに対して雑な意識しか持っていなかったか痛感した。県けん吏りたちはそれをわからせたいために、おまえを代表として寄こしたのだな？　こちらを見よと、余の横よこ面つらを叩たたきに来たのだ。余は叩かれた意味もわからず戸と惑まどい怒おこった。だが理解した。官かん吏りたちに任せきりで、地方のことについても報告を聞き流すだけになっていた。地方のことのみならず、全すべてに注意を向けなければならぬ。そういうことだな」

　啞あ然ぜんとして、朝雲は祥飛を見つめた。

（このような皇帝が、いるのか）

　初対面のとき、玉座に座っていた祥飛は皇帝らしい皇帝で、朝雲の一言に激げき高こうした。それなのにあの場を下りてこうやって向かい合うと、彼はただ真しん摯しな態度の若者に見える。自らを省かえりみ、己おのれの至らなさを飾かざり気のない言葉で口にしている。

　祥飛の言葉は、とても素す直なおだ。そのことが衝しよう撃げきだった。しかしさらに祥飛は続ける。

「余は崑国初代皇帝のような英えい傑けつではないと、薄うす々うす自分でもわかっている。だが余には、力弱くとも心から忠義を尽つくしてくれる臣が何人かいる」

　祥飛は百品一皿の載のる盆ぼんの縁ふちに、臆おく病びようそうに指を触ふれさせた。

「その臣たちの働きにより、今こうしておまえと向き合うこともできている。余は大皿に牛一頭を載せ、どうだと誇ほこるほどの力はない。だが……それでも良いと思う。この料理のように、小さな一皿でも集めて大切に抱かかえていれば、腹を満たすことは可能なのだ」

　言われて朝雲は、はっとした。言われてみれば、気づかないうちに腹が適度に満たされている。卓たく子しの脇わきに控ひかえるお花畑──雪理美に、ちらりと目を向けた。

「そして余は牛一頭の大皿より、小さな皿たちを愛いとしく感じる。大切にこれらを抱えていたい」

　祥飛の言葉に、理美は微笑ほほえんでいた。
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　理美は笑え顔がおを隠かくせなかった。祥飛が大切なことに気がついたのが、嬉しくてたまらない。

　朝雲が祥飛に伝えたかったのは、祥飛自身の意識の問題。だからこそ教えられぬと突つっぱねた。そこを察したからこそ、理美は祥飛にも、朝雲の心を察して欲しかった。

　五十品を一つにまとめて一人前として、それを二人前。足して百品。二人前で一つの料理だ。

　お互たがい自分の皿に手をつけているのだが、名としては同じものを共有している。共有するからこそ互いが気になる。気になれば、相手を見つめる。そうすればわかることがある。

　そして───理解する。

　そこでゆっくりとお腹なかは満ちて、冷静になる。

　理美はこの料理に百品一皿と名をつけた。名には力があり、名づけられたものには力が宿る。

　百品は多い品数の喩たとえではない。二つであるが、実は一つのものを共有すること。それは互いを意識し共感を呼ぶための端たん緒しよ。それが百品一皿の力。
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（そうか。これが皇こう帝ていの策か。そして彼女も皇帝が抱える小さな一皿というわけか）

　祥飛は戸惑いがちに言葉を選びながら、話を続けている。

「余は、美しい小さな皿を集めていきたい。おまえたち県吏が余の横面を叩きに来たのなら、心からそれに感謝し、己の至らなさを詫びる。県吏たちに敬意を表す。そして改めて彼らに対し、余に仕えてくれるかと問いたい」

　腹が適度に満たされていたこともあるのだろうが、ふと体の中に温かいものを覚える。朝雲はわずかに顔を伏ふせ、思わず口元で笑っていた。

（……これほど手て強ごわい皇帝がいるか？）

　こんな素直な言葉をかけられては、それを拒きよ絶ぜつする方がかえって幼よう稚ち。

　素直さというのは最大の武器だ。だが大たい概がいの者はそれをできずに言葉を弄ろうし、策を弄すのだが、この皇帝はいとも簡単に最大の武器を振ふるう。

　確かに朝雲は県吏代表として、皇帝の横面を叩きに来た。そして皇帝が詫びを言ったのだから、皇帝に勝ったと言ってもいい。

　だが実際、朝雲のほうが打ち負かされたような気がした。しかも負けたことが清すが々すがしいとすら思える。祥飛の戦い方は真っ直すぐで真っ当で、未来の明るさを予見させるからか。

（あの馬ば鹿か爺じじいの時代にこの皇帝が居たら）

　もしかしたら楽成は今も生きていて、せっせと身寄りのない子を育てていたかもしれない。

「そうですか。では、わたしも申し上げる」

　わずかに浮うかぶ笑いを収め、いつもの無表情で朝雲は顔をあげた。

「もとより県吏は、皇帝陛下の認にん可かのもとに戸こ部ぶ尚しよう書しよに任じられるもの。陛下の臣です」

　おもむろに立ちあがりながら、朝雲は続けた。

「陛下のご理解、大変ありがたく承うけたまわりました。五交原へ向かい、県軍へわたしの無事を知らせ、陛下のお心を伝え、軍を引くように申しましょう」

　暫しばらく目をぱちくりさせていた祥飛だったが、ゆっくりと喜びが湧わき上がってきたのか、雲間から光が射さしたかのような笑顔になる。その笑顔に、朝雲はまた小さく口元がゆるむ。それは無意識だったから、理美が彼の笑顔を見て目を丸くし、その後ほんわりと笑ったのにも気づかなかった。

（五代皇帝陛下は、名君となる方かもしれぬ）
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（朝雲様が、笑った）

　地じ獄ごくの官吏みたいな不ふ機き嫌げんそうな男の笑顔に、理美の胸が熱くなる。

　祥飛も「まことか？」と確かく認にんしながら立ちあがった顔は、花が開いたような笑顔。

「今から急ぎ五交原へ走ります。申し訳ありませんが馬をお貸し願いたい」

「余も一いつ緒しよに行く。五交原の県軍に、余からも一言ねぎらいが必要であろう」

「陛下が行ってくださることは、県吏にとっては望ましいことです。しかし県軍の者たちが興奮していれば、なにか起こるやも」

「かまわん。必要ならば行く。そなたも望ましいと申した」

　危き惧ぐを口にする朝雲を、祥飛は一言で抑おさえこむ。するとそれに呼応するように、衝つい立たての陰かげから丈鉄が姿を現し、そこに跪ひざまずく。

「俺がお供しますよ、陛下」

「頼たのむ」

「なにがあっても、俺が命に代えてお守りします。ご安心を」

　にやりと不敵に笑う。

「では、すぐに行く。伯礼、詳しよう細さいを考仁と尚書どもに伝えておけ！　ともに参れ、朝雲」

　そのとき理美の足あし下もとをしゅるしゅると、小さな銀色の生き物が駆かけ抜ぬけた。

「珠ちゃん!?」

　祥飛の私室で待っていたはずの珠ちゃんだった。珠ちゃんの小さな青い瞳ひとみがきらきらしていた。つむじ風のようにその場で嬉うれしげにくるくるっと三度ほど回るとぴょんと跳はね、祥飛の肩かたに飛び乗った。

　祥飛は目を見開く。

「五龍!?」

　思わず祥飛が口にした名に、朝雲はぎょっとしたようだ。

「五龍ですと!?　まさか神龍!?」

　祥飛は慌あわてたらしく、

「いや、これは。五龍という名の、理美が飼っているただの……ただの鼠ねずみだ！」

　おかしな言い訳をしながら肩から珠ちゃんを下ろし、胸の前に抱える。珠ちゃんは嬉しげにふんふんと祥飛の胸に鼻を擦こすりつける。

「とにかく急ぎ五交原へ向かう。理美、この鼠を頼む」

　珠ちゃんを理美に抱だき渡わたすと、彼は丈鉄を従えて一歩踏ふみ出す。その背中に向かって理美は深く礼をとり、「お気をつけて」と言った。

　すると祥飛は一いつ瞬しゆんだけ足を止めてふり返り、「助かった」と笑顔を見せる。そして再び早足で歩き出す。朝雲は理美の脇を通り過ぎ様に、「君は役に立つお花畑だ」と囁いた。きょとんとして彼を見返すと、わざとらしく小さく顔をしかめて、そのまま歩き去る。

　彼らの後ろ姿をぼうっと見送っていると、伯礼が傍かたわらに来た。

「驚おどろいたね。五龍が陛下に抱かれるとは」

「初めてです。珠ちゃんが陛下に抱かれるなんて。しかも嬉しそうに」

　まるで探し求めていた主あるじを見つけたかのように、嬉しそうだった。今も祥飛が去った方向を見つめる瞳がきらきらしている。

　伯礼は理美の頭をそっと撫なでた。

「よくやったね、理美。褒ほめてあげる」

「伯礼様」

　綺き麗れいな薄うす茶ちやの瞳を見あげると、彼は優やさしく微笑む。いつもなら伯礼が立つ場所に朱西がいてくれた。けれど彼はここにいない。それでも理美は、こうやって自らの役目を果たすことができたのだと、すこしだけ切なさが鏤ちりばめられた喜びが胸を満たす。

　──上々、美味うましの宮みや。

　声が聞こえた。懐なつかしい姉斎さい宮ぐうの声が、褒めてくれている。朱西がいなくても、心が苦しくても切なくても、自分を支える柱を信じていればいい。そう勇気づけられた気がした。







　禁軍と県軍連合が距きよ離りを置いて睨にらみ合う五交原に、その日の深しん更こう、安県県けん吏り関朝雲と崑国五代皇こう帝てい龍祥飛が姿を現した。突とつ然ぜんの皇帝のおなりに禁軍将軍は大いに慌てたが、皇帝は単身県軍本ほん陣じんへ向かうと宣言し、泣いて止める将軍を振り切り、安県県吏関とともに護衛の一騎きのみを連れて県軍本陣へと入った。

　そして、夜明け。

　五交原がぼんやり明るくなるのと同時に、県軍は撤てつ退たいを開始した。禁軍本陣に戻もどってきた皇帝と護衛、安県県吏は傷一つなく、禁軍とともに宮城へと帰き還かんした。

　その翌日、皇帝と戸部尚書の連名で馬維順の不正に関する証しよう拠こが吏り部ぶに渡り、さらに刑けい部ぶに渡り、馬維順は捕ほ縛ばくされた。彼の主しゆ宰さいしていた馬商連は解体され、私財は没ぼつ収しゆう。維順は親族とともに国外追放となった。

　馬商連から没収した私財は戸部を通じて五県へ配分され、各県の財政の立て直しにあてるようにと指示が出された。

　さらに。皇帝の命により、かつて反逆罪で獄ごく死しした安県県吏関楽成は無実とされ名めい誉よ回復がなされ、彼の墓が安県に建てられることが許された。楽成の墓は、今までなかったのだ。安県の民たみはそれをことのほか喜んだという。







　鳳家が陰で糸を引いた一件は全すべて、鮮あざやかに幕が引かれたかのように見えた。




　　　三




　鳳家の主殿の軒のき下したに立ち、朱西は腕うで組ぐみして竹林のざわめきを見つめていた。

　すると背後から、寧孫と、奇き妙みような白い仮面と白い深しん衣いという芝しば居いがかった恰かつ好こうの男が、連れだって近づいてくる。彼らは朱西の背後に立つと暫くどう言葉をかけるべきか迷うように沈ちん黙もくしていたが、寧孫が重く口を開く。

「此こ度たびのことは残念であった。熒惑とわたしが数年がかりで準備し、万ばん全ぜんと思ったからこそ、そなたに託たくし動かした計ではあったが」

　やはり寧孫は、今回の計略が潰ついえたことで朱西が気落ちしていると思っているらしい。それはまったく当て外れの慰なぐさめだったが、仮面の男も寧孫と同様に、気にするなと言いたげに口を開く。

「四し夫ふ人じんが、あそこまで皇こう帝ていに手て懐なずけられていたことが計算外でしたね。残念ですが、労多く益少なしとはいえ……」

「いいえ。結果はどうあれ、この計で鳳家が手に入れるものは変わりません」

　朱西は彼の声を遮さえぎると、ふり返った。寧孫が渋しぶい顔をする。

「なにを言っておるのだ朱西。皇帝と地方を対立させ、地方勢力を鳳家の支持基き盤ばんにするという計略はもはや成立せん。皇帝は県吏と信しん頼らい関係を築いたのだぞ」

「それは熒惑の謀はかりごと。俺はそれを元にした流動の計を動かしたのです。俺が宮城に出入りし、鳳青修に───俺に対して好意的な禁軍将軍や尚書方と親しくしていたのには、目的があります」

　朱西は続けて、手のうちを明かした。彼の口からその謀の結果を聞くと、寧孫が感心したように唸うなった。

　熒惑もなにも言えないらしく沈黙する。

「つくづく、そなたを鳳家当主として良かった」

　寧孫が、朱西の周しゆう到とうさに恐おそれさえ感じているような目をして言う。朱西は微び笑しようを返し、熒惑を見やる。白い仮面に開いた目の穴から、賢かしこそうな輝かがやきの黒目だけが見えた。

「あなた方は手ぬるい。しかし今は俺が当主。ぬるい策でずるずると、鳳家が権力から遠ざかるままには致いたしません。ですから、あなた方は俺に従ってください」

　冷えた目で、淡たん々たんと朱西は告げた。言葉は丁てい寧ねいだが、これは鳳家当主としての命令だった。
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「ああ、本当に。こうやって、ここでお茶を飲めるなんて夢のよう」

　あれこれと菓か子しをつまんで満足したらしい余淑しゆく妃ひは、茶器を卓たく子しに置くとふぅっと満足の溜ため息いきをつき、これ以上ない笑え顔がおを見せる。

　崑国後宮北ほく嶺れい宮きゆうで、四夫人は集まって茶を飲んでいた。四夫人をお茶に誘さそったのは理美で、彼女たちが祥飛のために働いて後宮に帰ってきたあかつきには、美味おいしいお菓子をたくさん用意するという約束を果たすためだった。

　北嶺宮はまだ模様替がえの途と中ちゆうで、主殿の家具や装そう飾しよくは以前のまま。円形の卓子には、米の薄うす皮かわに餡あんを巻いてぱりぱりに揚あげ、砂糖をまぶした揚げ菓子。刻んだ乾かん燥そう果物を混ぜ込んだふかふかの蒸むし菓子、乾燥すももの糖とう蜜みつ煮に、香かおり漬づけ、塩しお漬づけの桜でほんのり色をつけた甘い寒天が並べられていた。四夫人たちの好物だ。それらをたんまりこしらえて並べ、さらに茉ま莉り花か茶、猿さる茶、上じよう茶ちやと数種の茶も用意した。

　笑顔の余淑妃を見て、温賢けん妃ひが気き遣づかわしげな顔をする。

「ご無理なさってませんか？」

　馬維順が捕縛され、馬商連は解体。維順とその親族が国外追放になったのだから、皆みんなが心配するのも道理だったが、余淑妃はあっけらかんと言った。

「別に。わたしはもう余家の娘むすめだから、関係ないし。異母兄弟たちとはほとんど会ったことはないから、同情もできないし。馬維順が追放されたのなんて、いい気味。ただお母様だけは、ちょっと心配だったけど」

　宋貴き妃ひがそっと余淑妃の手に触ふれた。余淑妃はその優しさに応じるように、にこりとした。

「運良く馬維順はお母様をほっぽって行ったみたいだから、お母様は身元不明のご夫人ってことで、余家の厚こう意いで面めん倒どう見てもらえることになったわ。余家も、わたしのお母様を余家が面倒見ていれば、わたしからの恩おん恵けいを受けやすいと思ったんでしょうけどね」

　これ以上余淑妃に身の上話をさせる必要はないと思ったのか、宋貴妃が別の話題をふる。

「それよりも、鳳徳とく妃ひ様と温賢妃様こそ、大変な思いをされたのでしたわね。食しき学がく博士はかせに軟なん禁きんされるなんて、おそろしい」

「まあね。驚いたけど、ただ建物から出してもらえないだけだったから、大変でもなかったのだけど。幸いにも連れん絡らく手段が」

　そこまで口にして鳳徳妃は口を噤つぐんでしまうが、彼女がなぜ嫌いやそうな顔をしたのかは、理美以外の三人にはわからない。温賢妃がその先を引き取る。

「ええ、連絡手段があったので事なきを得ましたの。鳳徳妃様が鳥をお連れになっていなければ、陛下も鳳家へおみえにならなかったでしょう。ありがとうございます、鳳徳妃様」

　礼を言われた鳳徳妃は、ばつが悪そうな顔で手元に視線を落とし、

「あれは、わたしではなく伯礼……」

　と、小さな声で言いかけたとき、

「失礼いたします。皆みなさま」

　鳳徳妃の声を遮るように、室の出入り口から柔やわらかな声が響ひびく。その場にいた全員の視線が声の方へ向かうと、いつもながら魅み惑わく的な微笑をたたえた伯礼がそこにいた。彼は綺麗な礼をとり、その後中へと踏ふみこんできた。

「お茶の途中で申し訳ありませんが、理美。陛下の室へ来るようにと」

　実は今、理美の裳もの中には珠ちゃんが隠かくれている。四夫人とお茶をする前に、毎日の日課である祥飛に珠ちゃんの元気な姿を見せる義務を果たそうとしたのだが、祥飛は会議中で会えなかった。そのかわり丈鉄が、祥飛の仕事が一段落ついたら理美を呼び出してくれると約束していたのだ。

　四夫人に、すぐに戻ってきますと約束し、伯礼に先導されて北嶺宮を出た。北嶺宮から真っ直すぐ南の道を歩み出してすぐ、背後から「伯礼！」と鋭するどく呼ぶ声がした。

　ふり返ると、鳳徳妃が侍じ女じよも連れずに一人だけ早足に、こちらへやってくる姿が見えた。

（鳳徳妃様？）

　いつも優ゆう雅がに振ふる舞まう人が、侍女も連れずに一人裳も裾すそを蹴けるような早足でやってくる。

　伯礼は訝いぶかしげな表情で足を止め、鳳徳妃を待つ。すぐに追いついてきた鳳徳妃は、小さく胸を上下させながら、きっと彼を睨にらみつける。

「鳳徳妃様。どうなさったんですか」

　理美が問うと、鳳徳妃は小さく唇くちびるを嚙かむ。

「伯礼に言いたいことがあって来たのよ」

　伯礼は無表情で小さく首を傾かしげた。

「わたしになにか御ご用ようでしょうか」

　二度ほど深く呼吸してから、鳳徳妃は覚かく悟ごしたように口を開く。

「伯礼。……ありがとう」

　その言葉に伯礼は驚おどろいたらしく、ぱちぱちと瞬まばたきする。

「ありがとう。あなたが鳥を持たせてくれたから、陛下も温賢妃様もわたしも助かった。礼を言うわ。このことに関してだけは、感謝する。このことだけ」

　礼を言いながらも、鳳徳妃は伯礼を睨みつけている。

　誇ほこり高い鳳徳妃は伯礼を、無礼で卑いやしい人間になり果てたと思い込んで毛け嫌ぎらいしている。けれど彼のおかげで助かったのは事実で、そのことに礼を述べないのは彼女の良心が許さないのだろう。奇妙な感謝の態度で、彼女の葛かつ藤とうがありありとわかる。

「たいしたことでは、ありません」

　思わずだろう。伯礼がごく自然な微び笑しようを見せた。鳳徳妃の葛藤を含ふくめた、彼女の心のありよう全すべてが愛いとしいのだろうと、その笑顔を見て理美は悟さとった。

　伯礼の笑顔に、鳳徳妃はびくりと震ふるえる。しかしすぐにぷいと目をそらす。

「礼は言った。北嶺宮へ帰るわ。雪宝ほう林りん、早く帰っていらっしゃいよ、みんな待ってるから」

　身を翻ひるがえす鳳徳妃を、理美と伯礼は礼で見送った。鳳徳妃の姿が遠ざかると、二人はまた歩き出し、内門を抜ぬけ、さらに後宮の大門を出る。

　伯礼は口元に微び苦く笑しようを浮うかべる。

「あれほど憎にくらしそうに睨みつけながら、よく『ありがとう』と言えたものだよね。驚いた」

「お可愛かわいらしいです」

　つい言ってしまうと、伯礼が「そうだね」と嬉うれしそうに微笑し、小さく頷うなずく。

　胸の中に、温かいものが灯ともったような心ここ地ちがする。伯礼が密ひそかに抱かかえている思いは、彼を苦しめると同時に慰なぐさめてもいる。

（わたしの思いは……どうなんだろう）

　伯礼が自らの思いを心の中へ隠したように、理美も朱西への思いを隠し通すことを決めた。けれど理美が抱える思いは、理美を切なくさせる一方だ。

　伯礼と鳳徳妃は、二人とも祥飛を守り仕えるという共通の目的があるからこそ、慰めの余地もある。だが理美が慕したい続ける朱西は、祥飛と敵対する立場を選んでしまったのだ。

　朱西に会いたかった。しかし会うのは、恐こわい。彼がなにを考えなにを企たくらんでいるのか、わからないから一層恐い。

　けれど「彼は噓うそをつかないか？」と朝雲から問われたあのとき、理美は答えを見つけたような気がしたのだ───ずっと理美を混乱させている、その原因を。

　昇しよう龍りゆう殿でんに入り皇こう帝ていの私室が見えるところまで来たとき、考仁に先導された祥飛が丈鉄を従え、急ぎ出て行く姿が見えた。伯礼が眉まゆをひそめる。

「どうしたのでしょうね。合議が終わり、暫しばらく陛下は休むはずなんですが」

　祥飛の横顔は緊きん張ちようし、青ざめているようにも見えた。彼は理美と伯礼の姿に気づいたらしく、前を行く考仁に何事か話しかけると歩みを止め、二人を待つようにこちらを見やる。

　急ぎ足で近寄った伯礼と理美は礼をとるが、祥飛は「礼は不要」と早口に言う。

「すまぬ、理美。また考仁たちとともに、話し合いが必要なことが持ち上がった。暫く室で待ってくれぬか。伯礼は、余とともに参れ。内侍監として把は握あくしている後宮の様子も訊ききたい」

「なにかあったのですか？」

　訝しげな伯礼に、考仁が答えた。

「禁軍将軍と尚しよう書しよや侍郎の一部から、陛下のなさりように対する大きな不満が上がっている」

「陛下は県けん吏りたちの造反かと思われた騒そう動どうを、収束してくださったばかりです。地方経済を混乱させていた馬維順も断罪してくださいましたし。その手しゆ腕わんに対して称しよう賛さんこそあれ、今は不満が出る時期には思えないです」

　思わず理美が言うと、祥飛が憎にく々にくしげに口を開く。

「県吏たちの造反を収束させたことが問題なのだ」

「なんでですか!?」

「朝雲をはじめとした県吏たちに、なんの咎とがめもないことが不満なのだ。余が地方官かん吏りに肩かた入いれし中央官吏をないがしろにしたと、一部の官吏どもが言いだしたのだ。いずれ余は地方官吏を中央に招き、中央官吏を地方へ送るのではないかと、妙みような噂うわさまで出ているらしい。禁軍は地方の者どもが都に迫せまるとは何事かと腹を立てていた。それを余が罰ばつすることもなく引かせたことも、気に入らぬと。禁軍将軍は怒おこっている。今度は中央官吏が造反しかねぬ勢いだ」

　思いもよらないことに、理美は絶句した。

「そういうことだ。すまぬが理美、待っていろ。伯礼は来い」

　祥飛の言葉を合図に歩き出した一団を、理美は呆ぼう然ぜんと見送る。歩き出し様に伯礼が、「陛下の居室で待っておいで」と優やさしく囁ささやいてくれたが、それに返事もできなかった。

　一つの山を越こえたと思ったら、その先に深い谷があった。そんな気分だ。

　珠ちゃんが裳裾からちょろりと顔を出した。珠ちゃんはひくひくと鼻をひくつかせていたが、急に飛び出して歩ほ廊ろうの欄らん干かんに乗った。

「珠ちゃん!?」

　欄干の上を、珠ちゃんが駆かけ出した。ぎょっとした。いつものように「お散歩に行くね」というような合図もなく、理美を無視していきなり駆け出したのだ。散歩なら放ほうっておけたが、いつもと様子の違ちがう珠ちゃんは放っておけない。

（また珠ちゃんが、なんだか変！　追わなくちゃ！）
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（今度は中央官吏どもの造反だと）

　祥飛は早足で歩きながら、苛いら立だたしさに拳こぶしを握にぎりしめる。

「次から次へと、まるで図はかったように」

　独りごちた自分の言葉に、祥飛ははっとする。

（図る？　誰だれかの謀はかりごとなのかこれも）

　そしてすぐに思い浮かんだのは、朱西の顔だ。鳳家で直接対決したとき祥飛は朱西と真っ向勝負して勝ったのだ。朱西ははっきりと言ったのだ。

　──この件に関しては、俺の負けです。

　その声を思い出し、ぞくりとした。

（朱西は「この件に関しては、俺の負けです」と言った。「この件に関しては」と、限定した）

　ということは、彼は「他ほかの件に関しては、俺の勝ちです」と暗に言いたかったのか。そしてその他の件が、今現在持ち上がっているこれのことだとしたら？

　朱西は鳳家の支持基き盤ばんとして、地方の勢力を利用しようと画策し動いた。しかしそれが失敗したときのことも、考こう慮りよしていたのだ。

　地方勢力が祥飛の側についたとき、いち早く中央官吏たちの間に不満が起こるように、祥飛が県吏たちを許したことを逆手にとって、「皇帝は地方官吏をご寵ちよう愛あい」とでも噂を流す。禁軍は県軍と睨み合った。そして県軍に腹を立てながらも、祥飛の命令で矛ほこを収めたばかり。県軍への苛立ちが残るところへ、皇帝は県吏や県軍を寵愛していると聞けば、面おも白しろくないし、あらぬ妄もう想そうを働かせもする。

（結局、朱西はこの謀が成功しようが失敗しようが、どちらでも良かったということか！）

　成功すれば地方が鳳家の支持基盤になる。

　失敗すれば中央官吏の一部が、皇帝への不満から鳳家の支持基盤になり得る。

　事がどのように流動してもかまわないという、周しゆう到とうな謀。流動の計とでも言うのか。

　祥飛は唇くちびるを嚙かむ。

（もしそうなら、朱西。余を憎くないと言いながら、なぜこのようなことをする。あまりにも状じよう況きようが緊きん迫ぱくすれば、望むと望まざると、命の取り合いをしなくてはならなくなる！）
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　珠ちゃんは昇龍殿を出ると、建物の軒のきを伝い走り南へと向かい、賓ひん客かくのもてなしや滞たい在ざいに利用する双そう龍りゆう宮きゆうの塀へいに飛び乗った。そのまま中へ飛び下りたので、理美は門へ回って双龍宮の中へと駆け込む。

　主殿を回り込んで、植えこみをかき分け庭院にわへ出た。

「珠ちゃん！」

　と呼んだ瞬しゆん間かん、息が止まるほど驚おどろいて立ちつくす。

　庭院の中央に配された石の周囲には菖蒲あやめが群生し、剣つるぎのようなほっそりした葉を伸のばし、濃こい紫むらさきの花をつけている。そして菖蒲の中に佇たたずんでいる長身の青年は───朱西。彼は胸の前に珠ちゃんを抱だき、理美がやって来ることを予見していたようにこちらを見つめていた。

「朱西様。珠ちゃん、なんで」

　珠ちゃんはきっと朱西の気配を察し、ここまで来たのだ。朱西の気配に駆け出したのは、これで二度目。

（珠ちゃん。なんで？　どうして朱西様にこんなに懐なついているの？　朱西様になにがあるの？）

　朱西が、以前と変わらず優しく微笑ほほえんだ。

「五龍が飛びこんできたのには、驚きました。自由にさせすぎると危ないですよ、理美」

「どうして朱西様。こんなところへ」

「陛下へのご機き嫌げん伺うかがいに来ましたが、暫く会えないということなので待たせてもらっています。どのように陛下が慌あわてていらっしゃるか、拝見するために」

（慌てる？）

　祥飛は今、官吏の一部に造反の気配があると、慌てていた。それをなぜ朱西が知っているのか。そしてなぜわざわざ見物に来たのか。答えは、一つ。祥飛を慌てさせている原因を、朱西が作ったから。

　血の気が引く。

「朱西様……もう、おやめください。虚むなしさを埋うめる方法は他にもあるはずです」

「あるかもしれません。ですがもう始めてしまったことを、止やめることはできないんです。こんな話をしていても、仕方ないでしょう。さあ、五龍とともにお帰りなさい」

　理美の方へ近づいてくると、朱西は珠ちゃんを差し出そうとして抱き直した。しかし珠ちゃんがそれを拒きよ否ひするように、くるりと身をかわし朱西の胸へ鼻先を埋うずめる。

「どうしたの、珠ちゃん」

　朱西は困ったように眉まゆ尻じりを下げると、もう一度抱き直して理美へ差し出す。

「俺に懐かれても困りますよ五龍。さあ、行ってください」

　珠ちゃんは観念したように理美の手に渡わたるが、そのとき朱西と理美の手がわずかに触ふれ合う。触れた瞬間、「彼は噓うそをつかないか？」という朝雲の言葉をまた思い出す。

　朱西が噓をつくのは、なんのためか。花か梨りんの下で会って以来理美の中にあった、大切なことを見落としているようなもどかしさ。その正体。それが今、見えそうだ。

「なぜ珠ちゃんをお返しくださるんですか」

「俺に五龍の力は必要ありません。自らの望みは、自らの力でのみしか叶かなえられません」

（それは！）

　朱西の言葉で卒然、悟さとった。

（そうなんですね、朱西様。朱西様がそのおつもりなら、わたしは）

　珠ちゃんを抱きしめ、以前と同じ賢かしこそうで優しい、愛いとしくてたまらない彼の瞳ひとみを見つめる。

「朱西様は鳳家当主という立場を、降りられる気はないんですね。覚かく悟ごなさっているんですか？　全すべてのことを。なにがあっても、と」

「はい」

（……朱西様……大好きです、今も。そしてきっと、ずっと……）

　迷いない朱西の声に、哀かなしくて心が潰つぶれそうだった。
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「わかりました。でしたら」

　声が震ふるえた。泣き出しそうなのを堪こらえ、朱西を睨にらみつける。精せい一いつ杯ぱいの威い嚇かくに見えるように。

「本当に、朱西様は陛下の敵。だから、わたしの敵。それで良いんですね」

「ええ。俺はあなたの敵です」

　切なげに朱西は微笑む。

　陽ひざしは明るく、既すでに初夏の気配を感じる。太陽の光は翡ひ翠すいの歩ほ揺ようや髪かみや睫まつげに触れ、来きたる夏を待ちかねるように輝かがやく。そして風が吹ふき、菖蒲の鋭するどい葉が揺ゆれた。







　あとがき




　皆みなさま、こんにちは。三み川かわみりです。前巻、朱しゆ西せいの一大事（？）があり、引き続きの今回となります。今巻、理り美みも祥しよう飛ひもあれこれ忙いそがしいのですが、一番悩なやんだのは朱西の扱あつかいでした。彼をどんな方向に向かわせるべきか悩みながらプロットを作り、担当様に見て頂きました。すると担当様が朱西に一言、「……エロ紳しん士し」と。エロ紳士は拙まずいということで、朱西はまた別の方向へ進みました。担当様のおかげで、彼は品位を保たもてています。朱西の恩おん人じんです。

　ということで、担当様には今回も大変お世話になりました。いつも色々とお手間をかけさせて申し訳ないと思いつつ、頼たよりにしてます！　これからも、よろしくお願いいたします。

　イラストを描かいてくださる、凪なぎかすみ様。前巻の表紙の切ない美しさ、何度見てもうっとりします。月と木もく蓮れん、そして朱西と理美の雰ふん囲い気きと表情が本当に素す敵てきで。丈じよう鉄てつも初登場で、彼をカラーで見られたことにも感謝です。毎回、美しいイラストをありがとうございます。

　最後になりましたが読者の皆さま。朱西の一大事まで物語が漕こぎつけたのは、皆さまのおかげです。本当にありがとうございます。理美と朱西と祥飛のすったもんだはまだ続いていますが、ゆるく見守ってもらえればと。次回は、ある人が再登場の予定です。なにはともあれ、今回も皆さまに楽しんでもらえれば嬉うれしいです。


三川みり　　


















『一華後宮料理帖 第六品』　電子版特別ショートストーリー

大問題　無問題







　　　大問題　無問題







「問題点が、わかりましたわ」

　宋そう貴き妃ひは厳おごそかに告げ、いきなりびしりと理り美みを指さした。

「一番の問題点は、雪せつ宝ほう林りん。あなたに色気がないことよ！」

　指さされた理美はただ目を丸くしたが、その場にいた他の四し夫ふ人じん、余よ淑しゆく妃ひ、温おん賢けん妃ひ、鳳ほう徳とく妃ひは「あ～」と納得したように声をあげ、宋貴妃の意見に同意するように深く頷うなずく。

　公こう謁えつが終わり、水すい祇し宮きゆうでは次なる夜よ儀ぎの儀式へ向け、四夫人たちは衣装の準備に余念がない。彼女たちは山のように反たん物ものを取り寄せ、それらをいちいち理美にあてがい顔映りを確認し、彼女に似合う色を決め、夜儀の衣装を仕立てさせたのだ。まず、どのような衣装にするべきか見当もつかない理美は、もはや四夫人の気に入りの人形のように、彼女たちに任せきりにするしかなかった。

　そして今日、夜儀の衣装が仕立て上がってきた。四夫人は大喜びだった。

　試着しろとせかすので、理美は言われるがままに出来あがったばかりの衣装を身につけ四夫人の前に立ち、「如何いかがですか」と胸むねを張ってみた。すると四人が四人とも微妙な表情になったのだ。「足りないものがある気がする」「想像よりも、ときめかない」「可愛かわいらしいけれど、どこか違い和わ感かんがある」「何かが違う」と、考え込んでしまった。

　四夫人が考え込むこと、半刻。やっと宋貴妃が問題点を見つけたのだ。

「色気ですか？」

　理美は自分の体を見おろす。

　夜儀は、皇帝と皇后の二人、ほぼ密室で行われる儀式。お祈りめいたことや様々な作法はあるらしいが、その後は二人で寝台へ向かい朝まで過ごす。四夫人たちの主張によれば、この儀式で最も大切なのは、皇后が女として皇帝を魅み了りようすることなのだそうだ。そのため夜儀の衣装は、女らしく悩ましいものが望ましい。

　理美が身につけている夜儀の衣装は、薄桃色の薄絹で作られた、すべすべした光沢のある深しん衣い。独特の技法で織られた薄絹なので、布一枚なら薄く透ける。腿ももから下、背中、腕は体の線がはっきり見えている。二重に重なる胸元さえも、よく見れば透けていた。その薄絹の深衣の上には、すこし濃い目の桃色の深衣を重ねて羽織る。

　髪かみはゆるく一つにまとめ、右肩から胸の前へと垂らす。耳の上に生花をさし、首には真しん珠じゆが連つらなる、細く華きや奢しやな首飾り。

「う～ん、そうですね。……ぺったんこ過ぎるんでしょうか」

　自分の胸辺りを残念な気持ちで撫なでていると、その手をぺしりと宋貴妃が叩たたく。

「そこよ！　それだわ！　あなたの態度や表情が問題なのよ。どんな可か憐れんな衣装を身につけても今のあなたは、『じゃあ、饅マン頭トウを蒸ふかしてきます』と言って、厨ちゆう房ぼうへ行ってしまいそうなのよ。これから陛へい下かに甘えて、お膝ひざに擦すり寄り、しなだれかかろうという雰ふん囲い気きではないわ」

「ええっ!?　膝に擦り寄ったりしません。そんな無ぶ礼れいなこと」

「いや、しなくちゃならないんだよ。夜儀で饅頭蒸かす方が無礼だから」

　悲鳴をあげた理美に、鳳徳妃が呆あきれたように言う。温賢妃も悩ましげに頰ほおに手を当てる。

「雪宝林には、練習が必要かもしれませんわね」

「そうと決まれば、さあさあ、お姉様！　ここの長なが椅い子すに色っぽく座って！」

　面おも白しろいことが大好きな余淑妃が、理美の腕うでを引いて長椅子に座らせる。

「端はしに腰こし掛かけて、足は座面に横流しにしてお座りなさい。片腕を肘ひじ掛かけに置いて」

「こうですか？」

　腰に手を当て宋貴妃が命めいじるので、迫はく力りよくに負けて言われるがままに座る。しかし足を横流しにして、しどけなく座ったことがない理美は、足がつりそうで顔をしかめる。

「これ。なんだか足がよじれて。腰が痛いし。関節が……」

　しかし理美の訴うつたえは無視され、

「裾すそを開いてすこし足を見せたほうがいいね」

　と鳳徳妃が深衣の裾を開いて、膝から下が覗のぞくように工夫する。すると温賢妃と余淑妃が、

「ならば胸元もすこし緩ゆるめなければ、釣つり合いませんわ」

「上の深衣の胸元は開いちゃいましょうよ、お姉様」

　と、二人して理美の深衣の袷あわせに手を出す。

「ほら、すこしは色気が出たわ！」

　鼻高々に宣言した宋貴妃に、他の四夫人たちも満足げにうんうんと頷いたそのとき。

「そなたたちは、何をしている」

　室の出入り口から突然声がした。理美も四夫人もぎょっとしてそちらに目をやると、祥しよう飛ひが怪け訝げんな顔でそこに立っていた。

「陛下！」

　四夫人たちは一いつ斉せいにその場に跪ひざまずき、理美も咄とつ嗟さに長椅子から飛び下りて跪こうとした。しかしその瞬しゆん間かん、ぴしりっと足が硬こう直ちよくし両足に痛みが走った。

（いいいい、痛ぁ───い！　どうしよう、動けない！）

　不慣れな体勢でいきなり動こうとしたものだから、足が攣つっていた。動けない事実に、血の気が引いた。今、理美の足は生々しくさらされているうえに、透けている胸元。とんでもなく恥はずかしい姿だ。さすがに胸元は両手で隠したが、足は隠す余裕がない。

　祥飛は理美の艶あで姿すがたに、びっくりしたように目を見開く。

「理美。その姿は……」

「夜儀の衣装ですわよ陛下。お気に召めしましたか？　脱ぬがし甲が斐いのある、雪宝林に似合いの美しい衣装にしてみました」

　鳳徳妃が悪戯いたずらっぽく告げると、祥飛の頰が真まっ赤かになった。耳まで赤くしつつ、理美から目をそらす。

「何をしているのか知らぬが。暇ひまだったので、すこし立ち寄っただけだ。急ぐ用事もない。余は翡ひ翠すい泉せんの四阿あずまやへ行く。来たければ皆みな、後から来るが良い」

　うわずった声でそれだけ言うと背を見せ、逃にげるような早足で歩き出す。

「……ああ……なんて恥ずかしい姿を……どうしよう……」

　呻うめいた理美は思わず顔を覆おおって、いやいやするように小さく首を振る。

　その様はまさに恥じらう乙女おとめ。その恥じらいがあるからこそ彼女に触ふれてみたくなるような色香が漂ただよい、繊せん細さいで清せい楚そで若々しく、なよやか。可憐な野の花が、震ふるえながら手た折おられるのを待つようだ。

「雪宝林は、きっと夜儀では問題なく陛下を魅了できますわね」

　笑顔で温賢妃が呟つぶやくと、宋貴妃、余淑妃、鳳徳妃も、にっこり笑って頷く。

　誰だれが一いつ華かを手折るのか。まだ、誰も知らない───。
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　晴天から一転、急に降り始めた雨はどうどうと唸うなり、天がむせび泣くようだ。

　壁かべも柱も白しろ塗ぬりの、神しん殿でんと見まごう美しい屋や敷しきの奥深く。雨音と男たちの怒ど号ごうを背に、彼は精せい悍かんな横顔を厳しくしかめ、長ちよう廊ろうをひとり歩みゆく。

　腰こしには大たい剣けんを佩はき、甲かつ冑ちゆうは朱しゆ地に金の李り花かの紋もん。

　太子にのみ許された禁色禁紋をまとった彼は、州王一族の祭さい壇だんとおぼしき房ぼうの扉とびらをくぐり、足を止めた。

　それ以上歩を進められなかったのは、臆おくしたからではない。

　──目の前に、異様な光景が広がっていたからだ。

　極ごく彩さい色しきの花々が壁になって行く手を阻はばんでいる。いや、壁と言うより砦とりでだ。

　ふきぬけの高窓まで届く、群れ生えた茨いばら、石榴ざくろ、山さん査ざ子し、ありとあらゆる花が凍いてつく寒気の中を咲さき誇ほこり、棘とげの蔓つるをうねらせ、あるいは鋭するどい葉をむきだしに、こちらを威い嚇かくしている。

　まさに、花の砦。

　太子は草花をなぎはらおうと剣を抜ぬき──、ふと、軍ぐん靴かのつま先が赤く染まっているのに気がついた。血だ。砦のむこうから流れてくる。

　蔦を剣で押し分けて覗のぞきこむと、最初に目に入ったのは、床ゆかに転がった女の白い腕うでだ。視線をのばせば、子どものうつぶせた体。若い男、金きん冠かんの女。いくつもの遺い骸がいが折り重なり、そのいずれもが輝かがやく白はく髪はつを血だまりに赤く染めている。

　痛々しい姿に、彼は奥歯を強く嚙かみしめた。間に合わなかったか。

　中に体をすべりこませると、青甲冑の男の背が目に入った。ぎくりとふり返った男は、真っ赤に血走らせた目を太子の顔にとめ、ただちに膝ひざを落として拱きよう手しゆする。

「殿でん下か！　こっ、これは、私が殺したのではありません、すでに自害されていらしたのです！」

　将軍の叫さけぶような申し開きに、太子は眉まゆ根ねを寄せた。

「杏きよう武ぶ将軍。だれの許しを得て戦せん陣じんを離はなれた。そのうえ、たとえ自害であろうと蓮れん礼れい王の軀むくろを前に神器を盗ぬすもうとは、天をも畏おそれぬ勇ゆう猛もうな将軍よ。飼い主もろとも褒ほう美びをくれてやらねばな」

　青ざめる将軍を、太子は正面から見すえる。その黒こく瞳とうがまっすぐに、深く鋭く彼を射い貫ぬく。

　将軍は自分より十も年下の若人わこうどの視線にねじ伏ふせられ、鼻先にふつふつと汗あせをにじませた。

　──その時。

「殿下！」と、青年の張りつめた声。

　その声に太子が気をそらした一いつ瞬しゆんの隙すきに、どうと音を立て、将軍の体が石床に落ちた。彼の首から赤いものが噴ふき出すように流れていく。

　太子は舌を打った。

　宮きゆう廷てい議会にかける生き証人を失ったか。これは面めん倒どうなことになるぞ。

　ふり返れば、若き軍師が茨の棘に刺さされながらもこちらに顔を出すところだ。

「殿下、ご神器は、《天てん命めいの華はな》はどこです!?　あれが失われたら我が国は……！」

「《華》なき皇帝が即そく位いすれば、国は天の加護を失い国土はたちまち荒こう廃はいする。──だが蓮礼王は、絶望しようとも国を滅ほろぼすような方ではない。守り手の絶えた城に《華》は残すまい」

　太子は歩を進め、十人ばかりの遺骸を見て回る。そして花のかんざしの少女に手をかけ、そっと首をあおのけさせた。

「……やはり違ちがう」

　つぶやきは、遠えん雷らいにかき消されるほどに小さなものだった。

　見開いたままの少女のまぶたを閉じてやると、太子はその場に立ち上がる。

「蓮礼王は、第一公主と《天命の華》を逃にがした。世を騒さわがせず、極ごく秘ひに捜さがすぞ」

　彼はしばし美しき一族の軀を眺ながめていたが、思いきるように花砦の下へ松明たいまつを置いた。

　ぱちぱちと爆はぜながら、花々を舐なめるように燃えあがる赤い炎ほのお。




　光こう天てん二十八年十一月六日　第七十二代蓮礼王　彩さい章しよう玉ぎよく自じ刃じん。

　非業の女王とその血族が天華の園へ還かえった朝であった。
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　屋台で焼かれる照り豚ぶたの香かおりにつられて、あばらの浮ういた仔こ犬いぬがうろうろしている。

　霧きりにかすんだ、五階だての市し楼ろう。

　その下の十字路には、肩かたがぶつかるほどひしめく人の群れ。

　ツンとする香こう辛しん料りようと、あちこちの屋台の飯がまざりあったにおい。

　灰色の石いし壁かべが並ぶ東市は、天てん華かの神かみに守護される四し華か神しん国こくの皇都らしく、屋根の軒のきにも小路のわきにもずらりと植樹や鉢はちが並んでいる。だが今は、それらも寂さびしい枯かれ枝えだを見せるばかり。

　薄うす雪ゆきのつもった大通りを行きかう人々は、凍こごえる風に身を縮めて足早に通りすぎる。

　その中を、身の丈たけの倍はある荷物の塔とうを抱かかえた子どもが、よろめきながら歩いてきた。

　頭から首までぐるぐると布を巻きつけ、大きさの合わない汚よごれた麻あさの短衣に褲ずぼん。はた目にはまだ十二、三ばかりの瘦やせた少年に見えるだろうが、実は十七の少女、彩さい華か琳りんである。

　彼女はまだ、この都に春が訪おとずれ、「華か王おう城じよう市し」の名にふさわしく百花が咲きこぼれる光景を見たことがない。華琳にとっては、この乾かん燥そうした灰色の景色が皇都のすべてだ。

　横よこ面つらに吹ふきつけてきた粉雪が目にしみて、華琳は澄すんで輝く雪銀の瞳をしばたたいた。

　しかも、うずたかく積み上げられた荷物がじゃまで前がろくに見えないのだ。

　雑ざつ踏とうのむこうに、女主人のものらしき笑い声が聞こえる。華琳はあわてて足を速めた。

　主人は侍じ女じよを両がわに、さらに背後には護衛まで従え、市の目ぬき通りを練り歩いていく。

　護衛の軍ぐん袍ぽうの背と肩にほどこされた紋は、銀糸の李花。

　人々はこの紋を見るだけで、護衛がこの四華神国の皇帝から借り受けた武官だと知り、道を空けて遠巻きになる。

　主人はこうして夫の部下を連れ歩くのがお気に入りなのだ。

　そして華琳が抱えている荷物の塔は、彼女の今日の戦利品。

　一番下の袋ふくろづめの塩は南の椿ちゆん仁じん州から入ってきた上等の品で、その上は絹けん布ぷと織物。こちらは東の桂けい文ぶん州から大河を越こえて運ばれたもの。西方の杏武州からは、外とつ国の香こう木ぼくや上等のかんざしを仕入れている。上に危あやうく乗っかっているのは、彼女の夫の機き嫌げん取とりのための干し肉の束と、新しん鮮せんな鶏けい卵らんだ。

　主人は蓮礼州の碧へき玉ぎよくが手に入らなかったとくやしがっていたけれど、もともと蓮礼は他三州ともこの華王城市とも距きよ離りを保ち、州王ですらめったに姿を見せない特異な土と地ち柄がら。いかに皇都の大市といえども、蓮礼からの輸入品は手に入りづらい。

　それでも、四華神国を成す中央・華王城、ほか杏武、桂文、椿仁の三州からこれだけの品を買いこめば、羽は振ぶりのよさを見せつけるには十二分だろう。彼女曰いわく「小生意気で気にくわない家僕」に大荷物を持たせ、多少なりとも胸がすくのにも役立つのだから、一石二鳥だ。

　華琳は必死に彼女たちの後ろ姿を追うが、人だかりに道をはばまれた。

　荷物を落としそうになって、アッと短い悲鳴をあげる。

　群れる頭のむこうには「皇こう榜ぼう」と題された掲けい示じ。

　そこに目を走らせたとたん、胸が、冷えた。

「まさか蓮礼の州王さまが謀む反ほんなんてなぁ」

「先月の禁軍の行列はそれかい。王さまは一生軟なん禁きんって、よく死罪にならなかったもんだ」

「そりゃアンタ。蓮礼王っちゃあ天華の神の巫み女こさまだもの。《天命の華》を育てるお役目があるじゃないか。天子さまだって殺したくったって殺せないよ。でもさぁ、あそこの公主さま、太子さまの後宮に入るって話じゃなかったのかい」

　街の人たちのひそひそ声に、華琳の足は凍こおりついて動かない。

（蓮礼王が謀反の罪で軟禁？……馬ば鹿かを、言わないでよ）

　華琳の脳のう裏りに、倒たおれ伏す家族の血の海がよみがえった。

　蓮礼王は、死んだ。今は皇こう帝ていの手の者が、ひそかにあの美しい土地と民たみを掌しよう中ちゆうにしている。

　謀反の罪だって噓うそっぱちだ。母王は皇帝に忠義を尽つくしたのに、いわれなき罪で王府を攻せめられ死に追いやられ、一族はみな自決した。私一人を残して──。

「捨て犬！　さっさとおいで！」

　主人の甲かん高だかい声が飛んできて、華琳はびくりと肩をはねる。

「奥さま、ただいま！」

　荷物をぐらぐらさせながら往来を行く小こ汚ぎたない少年に、まわりの人たちは迷めい惑わくそうに舌を打ち、あるいはその必死なようすに手をたたいて笑う。

　悔くやしいも苦しいも、この流る浪ろうの一ひと月つきのうちに麻ま痺ひして分からなくなってきた。そんなもの感じないほうがよいのだ。私は使命を果たすためだけに生きのびているのだから。

　ふいに、くぅんと甘えた声が足もとに聞こえた。

　見下ろせば、さっき屋台の前にいた仔犬が、華琳のだぶだぶと大きすぎる褲ずぼんに鼻づらをすりよせ、哀かなしい目で空腹を訴うつたえている。つぶれ鼻の愛あい嬌きようのある子だ。

　だがもう気力も尽きたのか、枝のような前まえ脚あしをぺたりと地面に落とすと、そのまま動かなくなってしまった。

（すぐに、死んでしまいそうだわ）

　王府の花はな園ぞのにも犬がいた。犬笛でよく躾しつけた彼らは花園の優すぐれた衛兵であり、外に出ることのない王家の女たちの大事な家族だった。それゆえ、犬にはひとかたならぬ情がある。

（みんなうまく逃げられたかしら……）

　あの時は、無事も確かめられずに逃げるしかなかった。

　仔犬のあどけない瞳が彼らに重なって見えて、胸がぎりりと痛む。

　華琳は荷を片手と膝ひざで支え、なんとか自由になった残る手でふところを確かめる。けれど何も見つからなくて、今度は褲の腿ももをはたく。……しかし、出てきたのはホコリだけ。饅まん頭とうのかけらすらない。

　少女と犬は一いつ緒しよに首をうなだれた。

　と、下をむいた視界のすみに、赤茶けた葉っぱ。

　路地の奥、建物の石積みと路面の間に、ぎざぎざ尖とがった葉が寂しげに顔を出している。

　華琳は目をまたたいた。そして空を見上げ、天に咲さく大輪の華──太陽をさがす。

　灰色の雲のとぎれ目から、わずかに細い光の帯がさしていた。

（少しだけなら……できるかしら）

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっと待っていてね」

　犬に言い置いた華琳は、路地に人目がないのを確かく認にんしてから葉っぱの近くまでにじりより、荷を揺ゆらさぬようにゆっくりゆっくりと膝を折る。

　あかぎれだらけの指が、葉先に触ふれた──そのとたん。

　指の触れているところから、冬枯れした葉がみるみる明るい緑色を取りもどし始めた。

　茎くきが伸のび、新たな葉が生まれ、白い花が咲く。と思ったら、しまいに赤い実がぽこぽこ生まれ、指さきほどに大きく育っていく。

　あざやかな赤い実が、ひとつ、ふたつ、みっつ。

　でもここで限界だ。倒れんばかりの空腹だし、天華の神──太陽からもらえる力が少なすぎる。

　ぱっと指を離はなすと、ずり這はってきた犬が尾おをふって、何ヶ月も早い春の実に夢中になった。

「……よかった」

　同じ「犬」どうしの憐あわれみだけれど、華琳の凍えた心もいくばくか温ぬくもった。

　犬の背中に別れを告げ、荷物を持ち直そうとした、その時。

「これはまた、ずいぶんと気の早い野の苺いちごだな」

　耳のすぐ後ろに、低く響ひびく男の声。華琳は体を震ふるわせた。

（見られた!?）

　ふり返った拍ひよう子しに、荷物のてっぺんがぐらりと揺れる。

「あっ、あっ」

　声を上げるも、荷物の塔は前へ後ろへぐねぐねたわみ──、次の瞬しゆん間かん、大通りに向かってなだれを起こす！

　散らばった干し肉、潰つぶれた卵。箱から飛び出した香木、それに塩の袋まで、淡あわ雪ゆきの地面に！

「そんな……っ！」

　蒼そう白はくになってかがんだ華琳の目の前で、年かさの女がかんざしを拾ってくれた。

　礼を言いながら手を差しだせば、女はそれを自分のふところに突つっこみ、すぐさま身を翻ひるがえす。

「ま、待って！」

　集まってきた人たちは、みじめな家僕が悲ひ愴そうな顔をしているにもかかわらず、次々拾えるモノを失敬し始め、騒さわぎが広がっていく。

　華琳はあたふたと手近の高価な玉に腕うでを伸ばすが、すんでのところで手を弾はじかれた。目を上げれば、老人が歯のない口に下げ卑びた笑いを浮うかべている。

　その間に絹布も織物も、大袋の塩すらも、次々に華琳の目の前から消え、老人は猿さるのように身軽な動きで人ごみに飛びこんだ。

（ひどい……！）

　嫌いやだ。こんな情のない人間たちも、誰だれ一人ひとり助けてくれないこの街も、大だい嫌きらいだ。

　華琳は土くれを爪つめで搔かく。

「これはこれは、大判ぶるまいだな」

　背後に、さっきの男の声。

「あなたっ！」

　だれか知らないが、あんな唐とう突とつに声をかけてくるからこんな事に！

　八つ当たりとは分かっていても、華琳は背後にぎろりと激しい目を向けた。

　若い男だ。まだ青年と言ってもいい清潔な面つらがまえ。

　涼すずやかな眉まゆにまっすぐ通る高い鼻び梁りよう。闊かつ達たつな印象の、しかし色気のある彼は、長い黒くろ髪かみを大おお雑ざつ把ぱな一つ結びにくくり、同じ色の真っ黒な瞳ひとみで華琳をゆかいそうに眺ながめている。

　着ているものは商人風のありきたりの丸首袍だが、腰こしに大きな剣けんを下げ、帯には貴人がつける珠たまの佩はい飾しよくをじゃらじゃらと垂らしていて、一見して身分が分からない。

　そしてからりと明るい、人好きのする笑え顔がお。

　だがその瞳と視線を交かわしたとたん、気け圧おされて、喉のどまで飛び出しかけていた文句がまるごと腹まで押しもどされてしまった。

　この男の瞳の強さは、存在感は、いったいなに──？

　黒い瞳に思考を吞のまれたように頭の中が白くなる。

　だが華琳はぶるると首をふり、負けじと男を睨にらみ返した。

「あなたのせいで、荷を落とした」

「突とつ然ぜん声をかけて悪かったな。そう毛を逆立ててくれるな。まるきり野の良ら犬いぬ二匹ひきの風ふ情ぜいだぞ」

　男は華琳とその足もとの犬に眉を上げる。

　気づけば、犬も耳を寝ねかせて男との距きよ離りをはかっている。犬にだって、この男の異様なまでの迫はく力りよくが分かるのだ。

　男は笑みを深めると、手近に転がっていた干し肉をひとつ取り、犬に放ってよこした。

「ほれ、食え。苺では腹にたまらん」

「ちょっと！　それは旦だん那なさまのっ、」

「旦那さまは、土にまみれた肉など食わんだろうよ」

「土にまみれさせたのはあなたでしょう！」

「だが食わんものを捨て置くよりは、気にせぬものが食ったほうがよいではないか」

　今のうちにお前も食え、と、男は二つに裂さいた干し肉を片方、華琳の手のひらに放ほうる。

　華琳は言葉もなく、雪せつ泥でいに汚よごれた肉を見つめた。

　なんだこの男は。土に落ちたものを口に入れよとは無礼にもほどがある。が、睨みつける前に華琳はぽかんとした。残った切れはしを、男が頓とん着ちやくせず口に入れたのだ。

「うむ。いい肉を食ってる。そなたの主人は金持ちだな」

　華琳は手のひらの肉と、尾をふって夢中で肉をかじる犬と、そしてにんまり笑う男の横顔を順番に見くらべる。

　落とした肉なんて、食べるべきものじゃない。なのに勝手に腹がぐるると鳴って口の中がうるおってくる。ここ一月、肉なんてかけらも口にしてない。

　華琳は肉の切れはしを握にぎりしめた。今にも倒たおれんばかりに腹が減っている。何より大切なのは生き残るということだ。これも、……本当は食べるべきじゃないのか。けれど。

　華琳は泥まみれの肉を見つめる。

　が、苦く渋じゆうの決けつ断だんをする前に、背後に鉄てつ鍋なべをひっかくような金切り声が上がった。

「捨て犬！　なにをやっているの！」

　野や次じ馬うまの壁かべを割って現れたのは、女主人の一団だ。

　彼女は自じ慢まんのお買い物があとかたなくなった惨さん状じようを目まの当たりにし、蒼白になって体をわななかせる。

「捨て犬を打ち据すえよ！　背ではない、肩かたを打て！　荷運びすらできぬ腕はいらぬわ！」

　主人の言葉に、華琳は背筋を冷たくしてその場に固まった。

　ざわりとする中、護衛の大男が華琳の前に歩み出てくる。

　彼は主人から堅かたい竹根の杖つえを受け取った。

　あんな細っこい子をかわいそうに。骨が砕くだけるぞ。死ぬかもしれん。人々のささやき合う声は聞こえるが、遠巻きな輪を作るだけ。

　大きな影かげが華琳の上に落ちた。犬がきゃうんと鳴いて後ずさる。

　激痛の予感に、体が勝手に震えだす。

（しっかりしろ。思い出すのよ……！　私がだれなのか！）

　母である蓮礼王は、どんなときにも静かな笑みをたたえていた。こんなナリをしていても私は蓮礼公主。絶対に取り乱すものか。

　華琳は全身に力を入れ、その場に美しい姿勢で座りなおす。

「捨て犬の分際で生意気だな。こういう時はな、助けてくださいって泣きわめくんだよ」

　護衛は瞳を残ざん虐ぎやくな喜びに満たして華琳を見下ろす。

　ふり上げられた杖の金飾かざりが、輝かがやく太陽を背にぎらりと光った。

　──来る！

　歯を折れんほどに強く食いしばる。

　ひゅっと空気を切る音と風圧が、すぐ耳の横に──！

「まぁ、待て」

　バシッと強い音が響いた。

　……痛みが、ない？

　こめかみから伝った冷たい汗あせが、ぽたりと膝ひざに落ちた。

　華琳は見開いた目を、杖のほうへ向ける。

　顔の横に、だれかの手の甲こうがある。その腕を伝って視線を上げれば、さっきの干し肉男だ。

　彼が杖を手のひらで受け止めて、泰たい然ぜんと笑みを浮かべている。

「な、なんで……っ!?」

　痛いはずだ。華琳は前に同じ杖で叩たたかれた痣あざがまだどす黒く残っている。あの時も肌はだが裂さけるくらい痛かった。それを、なんで行きずりの通行人が自分の代わりに!?

　息を吞み、男の手の怪け我がを確かめようとする。が、男は空いているほうの手を向けて華琳の動きを制した。

　女主人は品定めするように、彼の長ちよう靴かから頭のてっぺんまでを見回し、ふんと鼻で笑う。

「見たところ、流れ者の用心棒といったところか。知らぬなら教えてやるが、わたくしは都と督とく──この華王城市長官の妻ぞ。なんの権利があって邪じや魔まをする」

「いや。せっかくの買い物をだいなしにしたのは、こいつの責任だ。仕事ができなかったのだから打ち据えられてもいたしかたない」

「なっ、こ、これはそもそもあなたが……っ」

　口を挟はさもうとした華琳に、男は唇くちびるのはしを引き上げて、いじわるな笑みを浮かべてみせる。

「年長に対する口の利きき方もなっておらんし、ひ弱で荷物もまともに持てぬわ、仕事中にふらふらと野良犬と遊ぶわ、家僕としては役立たずだなぁ」

　男は摑つかみ止めていた杖から手を離はなす。

　腕一本で軽々と杖を封ふうじられていた護衛は、信じられないものを見る目で男を眺め、ゆるゆると距離をとった。

「わかったならそこをおどき！」

「いや。いくら役立たずでも、李り紋もんを背負う者が年とし端はもいかぬ民間人を打ち据えるのは、道理が通らん。国は民たみを守るためにあるものだ。そなたらも、この四華神国に伝わる華か盟めいは幼きころから耳にタコができるほど聞かされてきたろう。皇こう帝ていは天命のもと、仁をもって民を守護すべしと、天が定めた。そう定められた皇帝の貸した武官が、民を虐しいたげる。これは華盟に背そむく行こう為いだとは思わんか？　華盟は恐おそろしいぞ。背けばたちまち国土が荒あれ、国が滅ほろぶ」

　男は女主人に、護衛に、そして周囲の見物人に、ぐるりと視線をめぐらせる。

　男の言うことはいちいち筋が通っている。だが道理が通ろうが、彼女の怒いかりは収まろうはずがない。むしろ公衆の面前で恥はじをかかされて火に油を注いだ。

「華盟などと、子どもだましの理り屈くつをつけおって」

「子どもだましなものか。この国は今も華盟によって天から守られている」

　男は本気なのかからかっているのか分からない笑みを浮うかべると、ふところに手を入れ、重たそうな小こ袋ぶくろを放った。それを両手で受け止めた主人は、袋の口を開けて絶句する。

「銀銭!?　こんなに……！」

「賭かけ六戯すごろくをしてきたおかげで、今日はふところが暖かい。役に立たない家僕一人と盗まれた土産みやげ物の代金くらいにはなろう。──よし、行くぞ」

　彼の従僕らしき青年が黒毛の駿しゆん馬めをひいてくる。

　すると男は華琳の腰をがしりと摑み、軽々と持ち上げた。

　啞あ然ぜんとする華琳を馬うま鞍くらにのせ、男はひょいとその後ろへ。小さな華琳の体を胸のうちにおさめるように腕うでを伸のばし、手た綱づなを取った。

「なんのつもり!?」

「うん？　そなたの主人は納なつ得とくしたようだぞ」

　馬の背から見下ろせば、主人は銭袋を衣ころものあわせにしまうところだ。赤い唇をゆがめ、お追つい従しようの笑えみすら浮かべている。

　男はあぶみで馬の腹を軽く蹴けり、往来を割って馬を進める。

　野次馬たちはぽかんと口を開けて二人を見送るが、華琳だって訳が分からない。

　奥さまは用心棒崩くずれかと笑ったが、そうでもなさそうだ。豪ごう商しようの放ほう蕩とう息むす子こか、闇やみ市場の人間か、もしくは金持ちの家に寄生する天籟ごろつきか。

（でも、これも天の導きかもしれないわ。……この男を、見み極きわめなくては）

「突とつ然ぜんかどわかされたわりに、落ちついているな」

　頭の上から男の笑い声が降ってくる。

「あなた、どうして役に立たない捨て犬なんて拾ったの。金持ちのお坊ぼつちゃんの慈じ善ぜん事業？」

「いいや。俺にとって、そなたほど役に立つ者もいるまいよ」

　あの気け圧おされるような黒こく瞳とうが華琳を間近にとらえる。

　男は手綱から片手を離し、華琳の頭に巻きつけた布をはぎとった。

　突然の暴挙にうろたえる華琳の肩に、隠かくしていた長い髪かみが音を立てて流れ落ちる。

　雲間に差し込む清い月光のように、細く重くたおやかに流れる豊かな髪。それはこの世ならぬ色──澄すみ透とおる純白に輝いている。

　そしてあらわになったその顔かんばせも、まるで雪の化け身しんだ。

　華きや奢しやな顎あごに、両手におさまってしまいそうな小さな細ほそ面おもて。白い睫まつ毛げの下で神秘的な銀の瞳を大きく見開いている。赤く色づいて細かに震ふるえる唇は、まるで艶つややかな果実だ。

　華琳はハッとして己おのれの髪を胸に抱いだきこむ。男のほうは目を奪うばわれたように言葉を吞のんだ。

「……その顔をさらして街にいてくれれば、見つけるのに一ひと月つきもかからなんだが。しかし無事ではいられなかったろうな。男装は賢けん明めいな判断だ」

「あなた、私のことを……!?」

　男は腰こしをかがめ、ないしょ話をするように耳に唇を寄せてきた。




「俺が皇帝になるには、そなたが必要なのだろう？　蓮礼公主、彩華琳」




　息を引き切る華琳に、男はあぶみを蹴り速度を増す。人の少ない裏道へ出た馬は、土ぼこりをあげて疾しつ走そうする。

「何者──！」

「後でゆっくり話してやろう」

　俺が皇帝に。この男はそう言った。彼自身が帝位を望んでいるならば皇帝の手て駒ごまではない。

　次代の皇帝にと定められた太子本人か、他ほかの兄弟皇子か。

　心臓がどくどくと鳴り始めた。筋の浮き出たがっしりとした腕が華琳を抱きこんで放さない。

　彼らが華琳を捜さがす理由は、謀む反ほん人の生き残りを断罪するためではない。皇位継けい承しように不可欠な、あの《華》を奪うためだ。

　しかし皇子の身分の者が、地べたに落ちた干し肉など口にするだろうか。

（そうよ。この男が李り皇家ではなく、どこからか蓮礼州の不幸を聞き及および、新帝として立つために《皇位継承の神器》を捜さがしている者だとしたら）

　華琳は喉のどを鳴らす。

　彼が華琳を女主人から助けてくれたことは確かだ。それにさっきの野の良ら犬いぬへのふるまいや華盟の道理を説く口ぶりからして、悪人ではなさそうだ。

　それに……なんだろう。男の腕の中で、奇き妙みようなほどの安あん堵どを抱く自分に気がついた。

　神とつながる巫み女この血がそう思わせているのかもしれない。この男は、大だい丈じよう夫ぶだと。

　華琳は男の瞳を見つめあげる。

　彼は、私の絶望に光を投げかける太陽か、それとも破は滅めつの雨をもたらす黒蛇へびか。

　男は前を向いたまま、先ほどまでのおしゃべりが噓うそのように黙だまって馬を駆かる。

　黒い瞳に夕暮れが映りこんで、赤い花ように揺ゆらめいている。

　──その色は、すべてを失ったあの朝、幾いく度どもふり返りながら眺ながめた炎ほのおの柱に似ていた。
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　四華神国は、皇帝の住まう華王城と、それを花弁状に囲む四州から成り立つ国だ。

　天華の神が自らの花弁を大海に浮かべて成した国であり、千年の時を経へた今も、「華盟」と呼ばれる誓せい約やくにもとづき、天によって守護されている。

　初代皇帝が天と交かわしたこの誓約においては、北方に座する蓮礼州の王は、皇位継承に不可欠な神器《天命の華》を守る役目を担になうと定められた。

　皇帝の代がわりごとに新たに授さずけられるその《天命の華》は、皇位継承の儀ぎでつぼみを開き、美しく咲さけば賢けん帝ていに、醜みにくく咲けば愚ぐ帝ていになると伝えられる。そして、《華》なき皇帝が世を治めれば、華盟を違たがえたとして天に見放され、たちまち国土は荒こう廃はいするとも。

　開祖の御み世よを支えた巫女を祖とする蓮礼王は、天意を示す《華》を守り育てる役目を負う、四華神国の神女だ。

　華琳は、その七十二代の歴史に連なる蓮礼王の第一公主。蝶ちようよ花よと愛し育てられ、皇帝に望まれて太子の正せい妃ひとなり、国中に祝福される花はな嫁よめとなるはずであった。

　──突とつ如じよ、蓮礼王謀反の罪状で、その太子が率いる禁軍が攻せめ入ってくるまでは。

　あの朝を境に、華琳を公主さまと呼ぶ者はいなくなった。けれど華盟を維い持じするために、華琳は「蓮礼公主」であり続けねばならない。《華》の守り手がいなくなれば、華盟も絶え、大災が四華神国を襲おそう。

　……あの頃ころは思いもよらなかった。一族の使命を負う重責に、骨砕くだかれそうになる日が来るなんて。

　華琳は馬の首を抱く腕に力をこめる。

　でも、母王の最さい期ごの願いを叶かなえるために、蓮礼の民たみの無事のために──、

　私は、蓮礼王族を葬ほうむった李皇家からこの《華》を守り、正しき後こう継けい者しやへと《華》を託たくす。

　そのためにこそ、人の集まる皇都にまで流れ、市し井せいに潜せん伏ぷくしていたのだ。

（いよいよ逢あえたのかもしれない。私の探し人に）

　胸が期待と不安に揺れている。

　男は乗馬に不慣れな華琳が舌を嚙かみそうな速さで馬を駆り、東市から離はなれ、左街の大邸てい宅たくの前でようやく止めた。

　その頃には、睫毛を凍こおらせる雪まじりの風もやんでいた。雲間から射さす陽ひの中、彼は華琳を馬から下ろしながら、いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「公主殿どの、腰は無事か？」

「な、なんてことないわ」

　公主として威い儀ぎを正さねばと、華琳はずきずきする腰を叱しかって背すじを伸ばす。

　見えすいていたのか、男は「勝ち気な姫ひめさまだ」と笑った。

「そんなことより、まず名乗りなさい。あなたはどこの人間で、なぜ皇こう帝ていの座を狙ねらうの」

「質問ばかりだな。さてどこから答えたものやら。まぁ、茶でも飲みながら話すか」

　男は朱しゆ塗ぬりの門の中に入り、前庭を横ぎっていく。

　河から水を引き込んだ清水の広大な池。中央の小島には、美しい曲線の太たい鼓こ橋ばし。庭の白はく砂しやも塵ちりひとつなく整えられ、無ぶ遠えん慮りよに歩いていく男の足あし跡あとがかわいそうになるほどだ。

　右を見れば、どこまでも続く赤い柱の長ちよう廊ろう。その柱にも壁かべにも幾いく千せん万まんの花の図案が気の遠くなるような細かさで施ほどこされ、まさしく百ひやつ花か繚りよう乱らんの華やかな屋や敷しきである。

　使用人と思おぼしき女たちは男に目を留めるなり、壁ぎわに身を寄せて恭うやうやしく礼をする。

（侍女がこんなに。よっぽど裕ゆう福ふくなんだわ）

　男は門神が描かかれた扉とびらを押し開け、華琳を見下ろす。

「ようこそ我が朱しゆ煌こう宮ぐうへ。俺はもちろんそなたを働かせるつもりはない。くつろいでくれ」

　屈くつ託たくない笑みを浮うかべた男は、華琳の前に立って奥へ入る。

　見返れば、馬のくつわを手にした従僕がまだ入り口の前に立っている。逃にげようとすればすぐに追えるということか。──男を信用するか否いなかにかかわらず、逃げる隙すきはない。

　結局、華琳は警けい戒かいしながら後ろをついていき、正庁に入った。

　侍女が茶器と湯を運んでくると、彼は自分で盆ぼんを取って人ひと払ばらいを命じる。

「蓮礼州は香かおりつきの茶がうまいらしいな。急なことだったからもてなす支し度たくができていないが、これもどこぞの良い茶葉らしいぞ。俺にはよく分からんが」

　そう語りながら手ずから茶を注いでくれる。人に命令し慣れているかと思えば、まるで庶しよ民みんのような振ふるまいをする。華琳は茶ちや杯はいを受け取りながら彼をじっと見上げる。

（格式ばらない自由な気質だということは分かったけど、──それで？）

　逃げるべき敵なのか、それとも、《華》を託すことを考えるべき相手なのか──。

　急きゆう須すに湯をたす慣れた手つきを観察しながら、ふと、背景の窓にのぞく黒い枝の木々に目がいった。木こ枯がらしにすっかり落葉して花はもちろん葉もないが、

（あれは、梅？……それとも、李すもも？）

　李木は皇家の邸宅にのみ植樹を許される、いわゆるご禁木だ。もしあの木々が李ならば。

　不ふ吉きつな予感に、首筋の毛がゆっくりと起き上がっていく。

　華琳は男に視線を戻もどした。彼は華琳の考えを読んだように、唇くちびるを薄うすく笑えませる。

「まさかあなたは……、李り、天てん藍らん？」




「いかにも。俺が四華神国太子、李天藍だ」




　心臓が、凍った。

　この庶民の服に身を包んだ型破りな男が、あの、天藍太子……？

　そうだ。彼は太子にして禁軍を統すべる元げん帥すいという変わり者だと聞いていた。

　そして、一月前、蓮礼に何も起こらなければ、華琳が嫁とついでいたであろう男。妃きさきとなる女のもとへ、北ほく衙が禁軍を率いて踏ふみこんだ男。無実の我が一族を、自決に追いこんだ男……！

　激しい怒いかりが胸底から突つき上げた。

　──なのに!!　この男が天命かもしれないと考えたなんて！

「皇城の東とう宮ぐうはどうも好きになれん。こちらの離り宮きゆうのほうが堅かた苦くるしくないし、禁きん苑えん近くの軍営にも近いしな。俺はいつもこの朱煌宮に入りびたっている。なかなか良い屋敷だろう？」

「よくも私を前に、平気な顔で笑えるわ……!!」

　唐とう突とつに目の前に現れた仇かたきを前に、華琳は呼吸が荒あらくなる。冷たいような熱いような汗あせが背を流れ、握にぎりしめた手のひらに爪つめがささる。

　燃えさかる王府を背に、蓮礼州謀む反ほんなどとありえぬ罪状をつきつけてきた皇帝を恨うらみ、婚こん姻いんを覆くつがえして禁軍を率いた太子を憎にくみ、救いの手を差しのべない天に嘆なげいた。

　天下をあざむく大おお噓うそをついて《華》を我が物としようとした李皇家に、もはや天命のあろうはずがない。太子李天藍以外の人間に、天からの預かり物を託さねばと、その想おもいだけで屈くつ辱じよくの日々に耐たえてきたのだ。

（この男にだけは、《華》は渡わたさない……！）

　奪うばわれる前に逃げるのだ。いや、しかし逃げられるのか？　ろくに食べ物もとれず働きどおしの瘦やせたこの体で、警備も女によ官かんも山ほどひかえたこの屋敷から、禁軍元帥の目を盗ぬすんで。

「安心しろ。蓮礼の土地は今、中央から派は遣けんした刺し史しが王代理として采さい配はいをふるっている。民は変わりなく過ごしている」

「……そう。蓮礼王族彩氏が滅ほろんだと公おおやけになれば、《華》が失われたと国中が大おお騒さわぎになるものね。でも、それをいつまで世に隠かくしていられるかしら」

「さあな。早く問題を片づけたいのは山々だ」

　天藍は華琳の顔をしみじみと眺ながめ、そして急に切なそうに眉まゆを下げた。

「公主殿は……、ずいぶんと面おも変がわりされたな」

　彼の指が頰ほおに伸のびてくる。華琳は我に返り、男の手を打ち払はらった。高い音が房ぼうに響ひびく。

「私に触ふれるな。あなたは私の、我が一族の仇よ」

「俺は大逆の芽を摘つみに出向いたまで。幼いころのそなたは、もっとおとなしげな少女に見えたがな。その気の強い面つらがまえと、どちらが本ほん性しようだ？」

　払われた手を引きながら、天藍は苦く笑しようする。その言葉に、華琳はけげんに眉を寄せた。

「なぜ……、昔の私を知っているの」

「宴うたげに招かれ、一度蓮礼を訪ねた。そのとき庭で迷ってな。花はな園ぞのの美び姫きを垣かい間ま見みた」

　蓮礼州の宴……。華琳にも覚えがある。

　何年も前のことだ。二人の皇子がそろって訪ねてくるというので、王府は大騒ぎになった。

　巫み女こを祖とする蓮礼州では、王位を継つぐのは女。王族の女は成人まで俗ぞく世せから隔かく絶ぜつされて、神女となるべく心身を清く保つ日々を送る慣習だ。ゆえに祭り騒さわぎは遠くに聞こえるのみだったけれど、いつも静けさに包まれている州王府がにぎやかになるのを、そわそわして過ごしたのだ。

（この男は、あの時私の顔を見知っていたから、王府の遺い骸がいに私がないことに気づいたのね）

　嚙みしめた歯がぎりりと鳴る。

「飾かざり窓まどから外をうかがう幼き日のそなたは、すでに神女の風格があったな」

　そう語りながら彼が自分を見る目は──、哀あわれみだ。

　母王や父、兄たちに守られ、妹と王府の花園に暮らした、なんの不安もない、満たされた日々の自分。それと、身ひとつで市井に落ち、貴族の下働きに明け暮れ、着のみ着のまま粗そ末まつな食事に腹を鳴らし、泥どろにまみれた肉まで食おうか本気で悩なやんだ自分とを、くらべているのだ。

　そう気づいたとたん、今の今まで心の底に沈しずめていた羞しゆう恥ち心しんが急に顔を出した。

（こいつ、その手で私を奈な落らくに突き落としておいて……！）

　カッと頰を熱くする華琳とは裏腹に、天藍は静かに瞳ひとみを伏ふせる。

「公主殿。俺は皇城書庫の記録を確かめた。過去、《華》なくして皇位についた大逆の輩やからのせいで、民の半分が失われた飢き饉きんがあった。太陽が隠れ、雨に覆おおわれた国土に蔓まん延えんした疫えき病びよう。作物は枯かれ大地は揺ゆらいで山が火を噴ふいた。そのような事例は一度二度ではない。華盟は確かに今も機能している。俺は天命なしに玉座につき、国土を荒あらすようなまねはしたくない。

　……だが俺は、皇帝にならねばならんのだ」

　彼はもう一度、ひたりと華琳を見すえた。

「そなたが持つ天命を授さずけるというその《華》を、俺に捧ささげよ」

「だれが、あなたなんかに」

　口をついて出た、怨えん嗟さに満ちた低い声。

　同時に華琳は硬かたい音をたて、彼の腕うでで壁にぬいとめられた。

「言葉には気をつけろ。お姫ひめさまから《華》一輪奪うのは、俺にはさほど難しいことじゃない。だが女にいらぬ恥はじをかかせるのはよしとせん」

「……どうとでも、勝手にするがいいわ」

　華琳は息のかかる距きよ離りの男を睨にらみ返す。突き上げる怒りが恐きよう怖ふを忘れさせてくれる。

「けれど、神女の一族を手にかける男に天命が下るかしら。いいえ、そもそも無実の罪で一州の王族を滅ぼした太子など、天が許すはずがないわ」

　李皇家に、もはや天命はない。そう言いきれば、男の眼めがぎらりと光る。獲え物ものを捕とらえた獣けものの眼だ。ぞくりと背すじの筋肉が縮まる。

　だが少なくとも今、彼は情報を持つ華琳を殺せない。──そう、《華》を隠し持っているかぎり、太子よりも私に分がある。

　華琳は浅くなっていた息を、深く長く吐はき出した。

　丸窓にそろそろと視線を移すと、霧きりは晴れ、太陽が輝かがやいている。大だい丈じよう夫ぶ、天は私に味方している。今なら逃げる隙を作れる。でも一度きりだ。失敗できない。耳の裏が強く脈打つ。

「あなたに天命があるか、試ためしてやってもいいわ」

　華琳の挑ちよう発はつ的な声に、天藍は眉を上げる。

「ぜひとも」

　華琳が取り出したのは、手のひらに納まる小さな絹の袋ふくろだ。

《天命の華》が人目に触れるのは、皇位継けい承しようの際に日の出とともに行われる密みつ儀ぎの最中のみ。

　しかもそれは、新しん帝ていと蓮礼王のみが立ち会う秘儀中の秘儀だ。皇位継承が成ったあとには、《華》は皇帝が秘蔵して決して表に出さない。そして次代皇帝のために蓮礼王が新たに育てる《華》は、先代のそれとは姿かたちも異なる別のものだ。

　ゆえに天藍は今、華琳が隠し持つ《天命の華》がどんな姿をしているのかすら知らない。

　ふしぎそうに目を瞬またたく天藍に、華琳はあごをついと上げる。

　袋の中身を手のひらに空けると、大小さまざまの花の種が小山になった。

　これはなんだと彼が問う前に、異変が現れた。

　茶色い薄うす皮かわを裂さいて白い芽が出る。あるいは黒い殻からを割り根を伸ばし、双ふた葉ばをつけ茎くきを伸ばし、華琳の両手は見る間に緑の寄せ植えになり、それがさらに生長を続けて蔓つるを伸ばしつぼみをつけ、次々に大輪の花を咲さかせていく。茨いばら、石榴ざくろ、山さん査ざ子し、茱ぐ萸み──、

　ついに両りよう腕うでにあまるほどの花の束をかかえた華琳は、あっけにとられる天藍を見すえ、美しい花びらのような唇をつりあげた。

「あなたに天命があるのなら、この中から《天命の華》を見つけられるはずよ」

「……さきほどの野の苺いちごといい、まるで奇きじ術ゆつだな」

「さぁ、確かめてみるといいわ」

　ずいと目の前に差し出した花束に、天藍はふうむと首をかしげる。

　彼の意識が花に移ったその瞬しゆん間かん。華琳は花の陰かげに隠した手を、一気に引き抜ぬいた！

　花々が宙に舞まい上がる。視界を彩いろどる艶あでやかな花びら。その中にぎらりと光る、華琳の白はく刃じん！

「動くな！」

　切っ先が彼の肌はだに届くあと一寸ちよつとのところで、腕を止めた。

　喉のどに刃やいばを突つきつけられた天藍は、身じろぎ一つせず、ゆっくりと華琳を見下ろした。

「……よい気き迫はくだ。捨て犬はやめて、女将軍でも目指すつもりか？」

　華琳は刀よりも鋭するどい瞳で彼を睨み上げる。

「いいえ。ここから出る為ためにあなたを人ひと質じちにするわ。命が惜おしければ、私を解放しなさい」

「俺が人質か。なかなか面白い考えだ」

　笑うなり、彼が動いた。彼の手が華琳の細い手首をまとめて摑つかみ取る。刀を持つ右手も、押しのけようとした左手も、片方の腕だけで、いとも簡単に。

「はっ、放してっ！」
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　体中を使ってもがいても、なんということか、男の腕は微び動どうだにしない。突き上げるくやしさが華琳の喉をつまらせる。

　天藍は足もとに落ちた花々を見下ろし、もったいないなと小さく笑った。

「考え直した。そなたの言うとおり、天華の神に愛される公主殿どのに無礼を働いては、たとえ天命があったとしても天に見放されるかもしれん。ならば、手て懐なずける方法を採るしかあるまいよ」

　どこか愉ゆ快かいそうに言いながら、彼は軽く手首をひねり、華琳の手から刀をもぎ取った。そして曲芸師のように抜き身の刀を指さきでくるくると回して遊ぶ。

「そなたが自ら本物を俺に捧げてくれる気になるまで、待つことにしよう。それまでこの朱煌宮でゆっくりしていくといい」

「ここに、私を？」

　この男は何を言うのだ。今、自分に刃を向けた娘むすめをこのまま自分の住すみ処かに置くつもりか。

「そうだ。そなたは一族の仇かたきを前にして、討うち取りもせずに逃にげてよいのか？　仇討ちの機会をくれてやるぞ。それに揉もめ事さえ起こらねば、そなたはちょうど今ごろ俺に嫁とついできていただろう。謀む反ほん人の娘では妃ひ嬪ひんとして皇城の門をくぐらせるわけにはいかんが、この内宮に置いてやる。今日からここがそなたの新しい檻おり。前の檻よりは居いごこちがよいと思うぞ。捨て犬殿」

　楽しげな瞳で笑い、天藍は華琳の手のひらに小刀を戻もどす。




「そなたが俺を殺すが先か、俺が《華》をもらいうけるが先か──。天にはかってみよう」




　突とつ拍ぴよう子しもない提案。華琳は度ど肝ぎもを抜かれ言葉一つ出てこない。

　殺せるものなら殺してみよと、しかも天子と認めさせようと、この仇は言っているのか。

　天藍は扉とびらを押し開けた。するとすぐに、市で馬をひいていたあの従僕の青年が姿を現す。

「センゲ。公主殿の仇討ちは自由にさせよ。見事果たせば追わずに逃がせ。もし俺が公主殿に殺されれば、俺の天命はそこまでだったということだ」

「殿でん下か!?　何をおっしゃるんです！」

「よいか。俺が死んだときに彼女を無事に帰すのは、お前の役目。心しておけ。俺は俺が勝つほうに賭かけるがな。賭けごとは得意なんだ」

　絶句するセンゲと呼ばれた従僕に、「公主殿の世話はおまえに任せる」と言い残し、彼はそのまま房ぼうを出て行ってしまった。

　残された華琳とセンゲは、遠ざかっていく長ちよう靴かの足音を聞きながら、どちらも言葉が出ぬままその場に立ち尽つくした。




[image: ]




「どういうおつもりです」

　あわてて追いついてきた軍師の不ふ機き嫌げん顔も気に留めず、天藍は愛馬の鞍くらにまたがる。

「陛下の見舞いに行ってくる」

「そらっとぼけないでください。そっちの話じゃありませんよ。というか皇城に行かれるなら護衛をつけてください。あなた、あっちこっちから命を狙ねらわれている自覚はおありですか？」

　センゲは、浅黒く焼けた肌はだ色いろにまるで女のような優やさしげな顔立ちをした青年である。

　だが呆あきれて天藍を見上げるその目だけは、ちっとも優しげでない。むしろ油断ならぬ光を宿した彼は、二十に届かぬ若さにして北ほく衙が禁軍の軍師──皇帝親衛軍の頭脳だ。

　天藍が禁軍元げん帥すいに就つくと同時になかば強ごう引いんに拾いあげ、己おのれの右みぎ腕うでとして据すえた逸いつ材ざい。

　──が、近ごろは小言が多くて、まるで目つけ役か古ふる女によう房ぼうだ。

　天藍は不服そうなセンゲを馬上から見下ろし、「気をつけよう」と一応うなずいてみせた。けれど別に警護を呼ぶでもない天藍に、センゲはまたひとつ溜ため息いきをつく。

「あの娘むすめ、どうなさるんです。殺してみろだなんて挑ちよう発はつして。相手は不可思議な神女の一族ですよ。まだどんな力を隠かくしているか分かりません。本当に殺されたらどうするんです」

「なんだ。自ら留とどまろうとするよう誘ゆう導どうしろと言ったのは、お前ではないか」

「ちがいますよ。僕が言ったのはですね、手ごめにするとかそういうのです。あなた人たらしだから、初心うぶな娘の懐ふところに入るのなんてたやすいでしょう。せっかくの恵めぐまれた容姿と地位を存分に利用なさればよいのに、まさか仇討ちを挑発するなんて、いくら僕でも想定外です」

「あんな手負いの獣けもののような娘を、手ごめにか。センゲは外げ道どうだな。涙なみだをこらえながら毛を逆立てる捨て犬には、さすがに食指が動かんよ」

　天藍は笑い、あぶみを蹴ける。

　まったくと呻うめくセンゲを残し、門へ向かって愛馬を進めながら、ふと振ふり向いた。

　蓮礼公主に与あたえた房の丸窓から、殺気を隠さない強い視線。

　こちらを窺うかがうその青白い面が、ちょうど幾いく年ねん前の宴うたげで垣かい間ま見みた彼女の姿と重なった。

　あの時は、綺き麗れいな人形のような娘だと思った。彼女を妃きさきに迎むかえよと命じられた時、玉座を脅おびやかされる妄もう想そうに苦しめられる父ふ帝ていがそれで安心するのならやむなしと思ったが、おとなしそうな姫ひめ君ぎみに興味があるわけではなかった。

　……それが今は、まるで同じ人間と思えぬ、抜き身の刃のような視線。

　あの娘を生かしているのは、おそらく亡なき一族の使命ひとつ。今にも砕くだけようとする薄はく氷ひようのような、危あやうい空気が気にかかる。

（そこまで追いつめたのは、他ほかでもない、俺だ）

　誰だれが外道か。

　天藍は浮うかべていた笑えみを消し、西の稜りよう線せんへ沈しずみゆく赤き天の華を見上げた。







　この続きは現在配信中の『後宮の天華　黎明を告げる皇子【電子特典付き】』にてお楽しみください


(C)Miyuki Asaba 2018
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